Cation 


レー ヴ ビーム プ ij ンタ 

LASER SHOT 


LBP-2810/2710 


LASER 

SHOT 



ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読み < ださい。 

将来いつでも使用でさるよラに大切に保管してください。 


JPN 














































































取扱説明書の分冊構ぶについて 

本製品の取扱説明書は、次のような構成になっています。目的に応じてお読みいたださ、本製品を十 
分にご活用ください。 


プリンタを設置するには••• 
パソコンと接続するには••• 
オプション品を取り付けるには 


昼本的な巧いかたを知るには 
困つたとをには . 


ネットワーク擇境で ffi 用ずるには 


Web ブラウザか6プリンタを 
操作-設定するには . 


プリンタドライパをインストールするには... 

印刷ずるには . 

添付ソフトウエアの ffi いかたを知るには 


参 •参 参 


操作パネルを ffi つてプリンタを設定ずるには-- 



LBP -2 呂10のみ 


別売の取扱説明書 


お巧めについては販売店にご相談くださし、。 


プ□グラ7—ズ7ニュアル 


UPS 対応のプ U ンタドライバや印刷の設定プ□グラムなどを作成するプ 
□グラマー用の取扱説明書です。 


• 表紙に掲載されている製品写真は、実際の製品とは異なる場合びあります。 



このマークび付いている分冊は、付属の CD - ROM に収められている PDF マニュアルです。 















































r* UPS 機能ガイドの構ぶについて 

メニュー機能の使いかた _ 防:•ホ備施#成な 

若 メニューの機能と操作 _ Et ホ備細 f ぶ 

お^^^^ 共通セットアップメニューの設定項目 _ 

LIPS 専用セットアップメニューの設定項目 _ 

餐 JSto ESC/P 専用セットアップメニューの設定項目 _ 

セットアップ m 外のメニューの設定項目 _ 

付録 _ 

一^^^ 

ソフトウエアのバージョンアップ方法やユーテイ U テイメニューから出力でさる U 
スト、動作モードを切り替えて出力でさる U ストの内容などについて説明していま 
す。 


巻末に、各メニューの階層を示す「メニュールートマップ」びあります。各メニュー 
の設定項目や内容を知りたいときにご活用ください。 

本製品の U モート UI を使い、パソコンから U モートで設定や管理を行う場合は添付 
の rU モート UI ガイド」 ( CD - ROM ) もお読みください。 （ LBP -281 日のみ標準） 

ユーヴーズガイドをあわせてお読み<ださい。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることびあります。あらかじめ、ご了承ください。 
•本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気イ寸さのことびありましたら、ご連絡ください。 
• 本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 
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はじめに 


このたびはキヤノン LBP-281 0/2710をお買い上げいただき、誠にありびとうございます。本製品 
の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取扱説明書を 
よくお読みください。また、お読みいたださました後も大切に保管してください。 

本書の読みかた 


. 7—クについて 


本書では、操作上必ず守っていたださたい事項や操作の参考となる説明などに、下記のマー 
クを付けています。 


f 割 •操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項び書かれています。誤った操作によ 
るトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 


メモ I •操作の参考となることや補足説明び書かれています。お読みになることをおすすめしま 
す。 


キーについて 


本書では、キー名称を iu 下のように表しています。 
•操作パネル上のキー . [オンライン] 


イラストについて 


本書で使われているイラストは、特にお断りのない限り、 LBP-2810 の場合のものです。 
(HDD ランプは LBP-2710 にはありません。） 


略称について 


本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 
Microsoft ® Windows ® operatin 呂 system を Windows と表記しています。 
Extended Unix Code を EUC と表記しています。 

LASER SHOT LBP -28] 日を LBP -2810 と表言己してし^ます。 


LASER SHOT L 目 P -271 日を LBP -2710 と表言己してし^ます。 










商標にごいて 


Canon、Canon □ゴ、 L 目 P 、 UPS は、キヤノン株式会社の商標です。 

LASER SHOT は、キヤノン株式会社の日本における登録商標です。 

Apple、Macintosh は、米国 Apple Computer , Inc . の商標です。 

ESC / P 、 ESC / P - J 84 は、セイコーエプソン株式会社の商標です。 

Ethernet は、米国 Xerox Corporation の商標です。 

HP 、 HP - GL は、米国 Hewlett-Packard Company の米国の商標です。 

I 目 M、AT は、米国 International Business Machines Corporation の商標です。 

Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における登 
録商標です。 

Unix は、 X/Open Company , Ltd . び独占的にライセンスしている米国および他の国における登録商 
標です。 


下記の書体は米国 Bitstream Inc. よりライセンスを受けています。 


American Garamond Bold, American Garamond Bold Italic, American Garamond Italic, 
American Garamond Roman, Bitstream Cataneo Bold, Bitstream Cataneo Bold Swash, 
Bitstream Cataneo Li 呂 ht Bitstream Cataneo Li 呂 ht Swash, Bitstream Cataneo Re 呂 ular ， 
Bitstream Cataneo Re 呂 ular Swash, Bitstream Cooper Black, Bitstream Cooper Black 
Italic, Bitstream Cooper Black Outline, Bitstream Roundhand Re 呂 ular ， Bitstream 
Roundhand Black, Bitstream Roundhand Bold, 巨 odoni Bold, 巨 odoni Bold Italic, 巨 odoni 
Italic, Bodoni Roman, Century Oldstyle Bold, Century Oldstyle Italic, Century Oldstyle 
Roman, Century Schoolbook Bold, Century Schoolbook Bold Italic, Century Schoolbook 
Italic, Century Schoolbook Roman, Chancery 801 ITC Zapf Chancery Medium Italic, ITC 
Zapf Dingbats, Clarendon Black, Clarendon Bold, Clarendon Roman, Cloister Black 
Openface, Cloister Black Re 呂 ular，Commercial PI Regular，Commercial Script Re 呂 ular ， 
Dutch 801 Extra Bold, Dutch 801 Extra Bold Italic, Dutch 801 Bold, Dutch 801 Bold 
Italic, Dutch 801 Italic, Dutch 8 日 ] Re 呂 ular，Dutch 801 Roman, Exotic 3 已日 Demi-Bold, 
Exotic 3 已〇 Bold, Exotic 3 已〇 U 呂 ht Fixed Pitch 810 Courier 10 Pitch/Text, Fixed Pitch 
810 Courier Oblique 10 Pitch/Text, Fixed Pitch 810 Courier Bold 10 Pitch/Text, Fixed 
Pitch 810 Courier Bold Oblique 10 Pitch/Text, Geometric 711 ITC Avant Garde Gothic 
Book, Geometric 711 ITC Avant Garde Gothic Book Oblique, Geometric 711 ITC Avant 
Garde Gothic Demi, Geometric 711 ITC Avant Garde Gothic Demi Oblique,Goudy Oldsyle 
Extra Bold, Goudy Oldstyle Handtooled, Goudy Oldstyle Italic, Goudy Oldstyle Bold, Goudy 
Oldstyle Bold Italic, Goudy Oldstyle Roman, Holiday PI, Poster Bodoni Italic, Poster 
Bodoni Roman, Prima Sans Bold, Prima Sans 巨 T, Prima Serif Bold, Prima Serif BT, Prima 
Mono Bold, Prima Mono 巨 T，Revival 711 ITC Bookman Demi, Revival 711 ITC Bookman 
Demi Italic, Revival 711 ITC Bookman Light, Revival 711 ITC Bookman Light Italic, 


ix 




Ribbon 131 Bold, Ribbon 131 Re 呂 ular，Serifa Black, Serifa Bold, Serifa Bold Condensed, 
Serifa Italic, Serifa Li 呂 ht Serifa Li 呂 ht Italic, Serifa Thin, Serifa Thin Italic, Serifa Roman, 
Snowcap Re 呂 ular，Staccato 222， Staccato 已已已， Symbol,Swiss 721 Black Extended, 
Swiss 721 Black Outline, Swiss 721 Black Rounded, Swiss 721 Bold, Swiss 721 Bold 
Condensed, Swiss 721 Bold Condensed Italic, Swiss 721 Bold Extended, Swiss 721 
Bold Italic, Swiss 721 Bold Oblique, Swiss 721 Bold Outline, Swiss 721 Bold Rounded, 
Swiss 721 Condensed, Swiss 721 Condensed Italic, Swiss 721 Extended, Swiss 721 
Italic, Swiss 721 Li 呂 ht Swiss 721 Li 呂 ht Condensed, Swiss 721 Li 呂 ht Condensed Italic, 
Swiss 721 Li 呂 ht Italic, Swiss 721 Narrow, Swiss 721 Narrow Bold, Swiss 721 Narrow 
Bold Oblique, Swiss 721 Narrow Oblique, Swiss 721Oblique .Swiss 721 Thin, Swiss 
721 Thin Italic, Swiss 721 Roman, Symbol Proportional Regular, Zapf Calligraphic 8 日]， 
Zapf Calli 呂 「aphic 801 Bold, Zapf Calligraphic 801 Bold Italic, Zapf Calli 呂 「aphic 801 
Italic, Zapf Humanist 601 Bold, Zapf Humanist 601 Bold Italic, Zapf Humanist 601 
Italic, Zapf Humanist 601 Roman, Zapf Humanist 601 Ultra, Zapf Humanist 601 Ultra 
Italic 

下記の書体は International Typeface Corporation の商標です。 

ITC Avant Garde Gothic, ITC Bookman, ITC Zapf Chancery, ITC Zapf Dingbats 

本製品で使用している明朝体、ゴシック体のフォントは、それぞれ平成明朝体 TM W 3、 平成明朝体 TM 
W 己、平成明朝体 TMW 7、 平成明朝体 TM W 9、 平成角ゴシック体 TM W 3、 平成角ゴシック体 TMw 已、 
平成角ゴシック体 TM W 7、 平成角ゴシック体 TMW 9 を使用しています。これらのフォントは（財） 
日本規格協会文字フォント開発•普及センターと使用契約を締結し使用しているをのです。フォントと 
して無断複製することは禁止されています。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


X 



本製品が巧応しているコントロールコマンド 
にごいて 


標準対応しているコント□ールコマンドについて 


LBP -2810 は標準で UPS 、 ESC / P エミユレーシヨンコマンドに対応していて、 LBP - 
S 7] 日は LIPS コマンドのみに対応しています。 


コント□ールコマンドとは、プ U ンタを制御するコマンド体系のことで、パソコンのデータ 
をプ U ントするという一連の作業は、すべてパソコンから送られてくるコント□ールコマン 
ドによって指示されています。 

メモ I • LBP -2810 の場合、旧 M 已已77、 HP - GL などの標準プ U ンタとしてエミユレートさせる 
こともでさます。この場合、オプションのコント□ール ROM び必要です。 ( LBP -2710 
はコント□ール ROM の装着はでさません。） 

■ LIPS モード 

UPS は、 L 目 P Image Processing ミ ystem の略で、キヤノンび独自に開発したぺ一 
ジプ U ンタをコント□ールするためのコマンド体系です。 LIPS に対応しているアプ U 
ケーションソフト（一太郎 、 Lotus 1-2-3、桐など）は、このモードでプ U ントします。 
Windows や Macintosh では、付属のプ U ンタドライバを組み込むと、自動的に UPS 
モードでプ U ントします。 

UPS には、現在 UPS II、 LIPS 11+. LIPS Ilk LIPS IVc、UPS IVs、LIPS IV のバー 
ジョンびあります。これらのうち L 目 P -28] 日では 、 LIPS 11+. LIPS Ilk UPS IV に、 
LBP -2710 では、 Windows および Macintosh 専用の〕ント□-ル〕マンドの LIPS 
IVs に対応しています。 


LIPS IV 
LIPS IVs 

LIPS IVc 


LIPS III 


メモ I •LIPS 11 + 対応アプ U ケーシヨンソフトを使用する場合、従来のレーヴシヨットシ U - ズで 
行ったプ U ントとは解像度び異なります。 

• LIPS IVc 対応アプ U ケーシヨンソフトからを本製品でプ U ントすることびできますび、 
解像度の違いにより、プ U ント結果の見た目は異なります。 

■ ESC / P エミユレーシヨンモード 

旧 M - PC / AT 互換機 （ DOS / V コンピュータ）、 AX コンピュータで標準的に使用されて 
いる ESC / P 準拠プ U ンタの動作をエミュレートする（まねをする）モードです。これ 
らのコンピュータで、 LIPS に対応していないアプ U ケーシヨンソフトを使用していると 
きは、このモードでプ U ントします。セイコーエプソン（株）び提唱する ESC / P - J 84 
のコマンド体系に準拠しています。 
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コント□ールコマンドごとの動作モード 


LBP -2810 はパソコンから送られてきたデータのコント□ールコマンドを判別して、自動 
的に動作モードを LIPS モード、 ESC / P エミユレーシヨンモードに切り替えることびでき 
ます。ただし、アプ U ケーシヨンソフトび使用するコント□ールコマンドび限定されている 
場合や、自動切り替えでうまく動作モードび切り替わらないときは iU 下のように、コント 
□-ルコマンドと動作モードを対応させます。 LIPS のコント□-ルコマンドでデータを受 
け取ってプ U ントできる状態にするには 「 UPS モード」、 ESC / P のコント□ールコマンド 
でデータを受け取ってプ U ントできる状態にするには ESC / P エミユレーシヨンモード」 
に切り替えます。 LBP -281 日では操作パネルのメニユー機能を使って動作モードを切り誓 
えたり、プリントするときの環境を設定することびできます。 
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メニュー機能の巧いかた 


CHAPTER 


この章では、プリンタの操作パネルに表示されるメニューの機能と種類、操作キーの使いか 
た、ディスプレイの見かたについて説明しています。 


メニュー機能 .1-2 

メニュー機能とは .1-2 

メニューの種類 .1-3 

操作キーの使いかた .1-5 

ディスプレイの見かた .1-7 

メニューの構造 .1-7 

メニュー操作に入ることびできる状態 .1-7 

ディスプレイの見かた .1-8 
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メニュー機能 


メニュー機能の概要や種類について説明しています。 


L 一機能とは 


プ U ント時には、プ U ント枚数や用紙サイズなどを設定します。これらの一般的な設定は、 
通常はアプ U ケーシヨンソフトやプ U ンタドライノくで行います。 

しかし、本プ U ンタには、プ U ント枚数や用紙サイズ設定などのほかにも多数の設定項目び 
用意されており、多様な用途に応じてプ U ントでさます。本プ U ンタの設定項目の中には、 
アプ U ケーシヨンソフトやプ U ンタドライバで設定でさないものもあり、その場合は「メ 
ニュー機能」で設定します。 

メニュー機能では、多数の設定項目び目的別にメニューの形式でまとめられているので、設 
定びしやすくなっています。 

メニュー機能を設定する方法には次の2種類びあります。 

■ プリンタの操作パネルで設定する方法 

プ U ンタのディスプレイの表示を見なびらキーを押して操作します。 

■「リモート UI 」 で設定する方法 （ LBP - 2810のみ標準） 

操作ノなルで行う設定の一部び、ノくソコン側から Web ブラウヴを使用して行うことびで 
さます。 


本書では、操作パネルでメニュー機能を設定する方法のみを説明しています。 U モート UI 
で設定する方法については、 nj モート UI ガイド」を参照してください。 


メニュ I 機能の使いかた 
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メニユー機能 




(gZE •メニュー機能の設定内容は、通常は電源をオフにしても消えないメモ U ( NVRAM ) に登 
録されます。したびって、電源を入れなおしてを、電源をオフにする前と同じ設定で起動 
します。 


•設定の優先順位 

アプ U ケーシヨンソフトやプ U ンタドライバと同じ項目をメニュー機能で設 
定してち、アプ U ケーシヨンソフトやプ U ンタドライバで設定した内容のほう 
び有効になります。また、メニュー機能にしかない項目を、操作パネルで行う 
場合と 「 U モート UI 」 で行う場合では、後から設定した内容び有効になります。 

優先順位 

局い 低い 

アプ U ケーシヨンソフト 操作パネル 

プ U ンタドライバ U モート UI 

後から設定したちび有効 

プ U ンタドライバや U モート UI は本プ U ンタに付属しています。操作につい 
ては、 「 UPS ソフトウエアガイド」、プリンタドライバのヘルプおよび 「 U モー 
卜 UI ガイド」を参照してください。 

設定項目によっては、プ U ンタの電源を入れなおすか、八ード U セットを行っ 
たとさに有効になるちのちあります。 


L 一の種類 


メニューには、次の図で示した6種類びあります。 

それぞれのメニューは、プ U ンタをオフラインにした状態で操作パネルのキーを押して、 
ディスプレイに表示します。 

各メニューの機能、構造、および操作の流れについては、「メニューの機能と操作」 P . 
S -1) を参照してください。 

また、各メニューの内容については、「共通セットアップメニューの設定項目」（一 P .3-1)、 
「 UPS 専用セットアップメニューの設定項目」卜 P .4-1)、「 ESC / P 専用セットアップメ 
ニューの設定項目」（一 P . 己-1)、「セットアップ(外のメニューの設定項目」（一 P .6-1) を 
参照してください。 


メニュー機能 
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給紙選択メニュ ー 

給紙を行うトレイや用紙のサイズ、用 
紙のタイプなどを設定します。 


ジョブメニュー 

セキュアプ U ントやボックスに保をし 
たジョブの操作を行います。 


セットアップメニュー 

レイアウトの調整や、拡大/縮ルなど、 
プ U ントするときの環境を設定します。 



ジヨブ=<^ャンセルメニュー 

現在データ受信中およびデータ処理中 
のジョブをキャンセルします。 


プ U ンタの U セツト操作やシャットダ 
ウン操作を行います。 


ユーテイリテイメニュー 

プ U ンタの現在の設定内容などの内部 
情報をプ U ントします。 
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操作キーの ffi いかた 


メニューの操作には、(下のキーを使います。 

それらのうち、[セットアップ]、[ユーティ U ティ]、[ジョブ]、 [ U セット]、[ジョブキヤ 
ンセル]、[給紙選択]には、メニューを表示する機能びあります。 


デイスプレイ ( ジョブメニュ ー 


ジョブキャンセルメニュ ー I 


セット尸ッブメ—ユー） 




給紙選択メニュー I 


U セツトメ-ユー ) 


-L— 了イ U テイメニュ ー 


■各キーの機能は、次のとおりです。 


キー 

機能 


[W] 


オンライン状態とオフライン状態を切り替えます。メニューの操作は、すべて 
このキーを巧してオフライン状態に切り替えてから行います。キーび点好して 
いるときびオンライン状態、消打しているときびオフライン状態です。 

本文中では[オンライン]と表記します。 


、領 

1 

オフライン状態に切り替えた直後 

メニューの表示中 

ジョブランプび点灯-点滅している状 
態（データ処理中-データ受信中）で 
押すと、現在処理中のジョブをキャン 
セルします。本文中では[ジョブキャ 
ンセル]と表記します。 

動作しません。 


.0] 


給紙選択メニューを表示します。本文 
中では[給紙選択]と表記します。 

給紙選択メニュー内では、 [►] と同 
じ動作（項目や設定値の選択）をしま 
す。 


1^3 

1 

ユーテイ U テイメニューを表示しま 
す。本文中では[ユーテイ IJ テイ]と 
表己己しま9^ 

同じ階層の左側の項目を表示します。 
項目び数値の場合は数値び減ります。 
そのまま押し続けると、数値の減る速 
度び速くなる項目ちあります。本文中 
では [◄] と表記します。 
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f ぷ、 
L 感 パ 


ジョブメニューを表示します。本文中 
では[ジョブ]と表記します。 

上の階層の項目を表示します。本文中 
では [▲] と表記します。 


' 〇 、 
、鹽 J 


U セットメニューを表示します。本文 
中では [ U セット]と表記します。 

選択した項目を実行します。または次 
の階層に進みます。本文中では [▼] 
と表記します。[実行]と同じ動作を 
します。 


[ W \ 

I 

セットアップメニューを表示します。 
本文中では[セットアップ]と表記し 
ます。 

同じ階層のち側の項目を表示します。 
項目び数値の場合は数値び増えます。 
そのまま押し続けると、数値の増す速 
度び速くなる項目をあります。本文中 
では [►] と表記します。 


[ ® ] 


動作しません。 

選択した項目を実行します。または次 
の階層に進みます。本文中では[実行] 
と表記します。 [▼] と同じ動作をしま 
す。 


メニユ I 機能の s かた 
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ディスプレイの見かた 


メニュー機能を設定するときの、プ U ンタのディスプレイに表示される内容について説明し 
ています。 


メニューの構造 


メニューは下の図のように、]つのつなびった輪のような構造（ループ構造）になってお 
り、この輪の中の一項目びディスプレイに表示されています。したびって、 [◄] や [►] を 
押して、同じ方向に続けてメニューを移動すると、最初の項目び再び表示されます。 
メニューは、階層ごとにそれぞれ別のループ構造になっています。 



メニュー操作に入ることびできる状態 


プ U ント可能な状態のとさに、オフライン状態にしてメニュー操作を行うことびでさます。 
プ U ント可能な状態とは、次の2つの条件を満たしている状態です。 

.ジョブランプとメッセージランプび消なしている 
.ディスプレイに「0日■■■■」のメッセージび表示されている 
例 1) 動作モード自動選択の場合のプ U ント巧能表示 （ LBP -281 日のみ） 

00インサツカノウ A 4 


例 S ) LIPS モードの場合のプ U ント巧能表示 
00 LIPS A 4 


メ|-ュ|機能 S 5 かた 


ディスプレイの見かた 
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例 3) ESC / P ェミュレーシヨンモードの場合のプ U ント可能表示 （ LBP - S 81 日のみ) 


00 ESC/P A4 


ドイスプレイの見かた 


ディスプレイは上下2段表示になっています。上の段には前の階層で選択した項目び、下 
の段には現在の階層内で選択でさる項目び表示されます。 

同じ階層の中で他に選択でさる項目びある場合は、ディスプレィのち端に「^」び表示され 
ます。 


カクチョりキノウ 
スリ-フ°卜、、ウサ 


現在の階層の下にさらに階層びある場合は、ディスプレイのち端に 「 i 」 び表示されます。 


カクチョウキノウ 
スリーフ°卜''ウサ i 

他に選択できる項目と、下の階層び同時にある場合は「叫と 「 i 」 び交互に表示されます。 
現在設定されている設定値は、ディスプレイの左端に「二」び表示されます。 

スリ-フ°卜''ウサ 

ニスル ー 
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ディスプレイの見かた 











メニューの機能と操作 
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CHAPTER 


この章では、各メニューの構造と操作パネルでプリント環境を設定する方法について説明し 
ています。 


共通セットアップメニューの機能と操作 .2-2 

共通セットアップメニューの機能と構造 .2-2 

共通セットアップメニューの操作の流れ .2-3 

UPS 専用セットアップメニューの機能と操作 .2-5 

UPS 専用セットアップメニューの機能と構造 .2-5 

UPS 専用セットアップメニューの操作の流れ .2-5 

ESC / P 専用セットアップメニューの機能と操作 .2-7 

ESC / P 専用セットアップメニューの機能と構造 .2-7 

ESC / P 専用セットアップメニューの操作の流れ .2-7 

ユーティリティメニューの機能と操作 .2-10 

ユーティ U ティメニューの機能と構造 .2-10 

ユーティ U ティメニューの操作の流れ .2-1 1 

ジョブメニューの機能と操作 .2-13 

ジョブメニューの機能と構造 .2-13 

ジョブメニューの操作の流れ .2-13 

リセットメニューの機能と操作 . 2-15 

U セットメニューの機能と構造 .2-1 己 

U セットメニューの操作の流れ .2-1 已 

ジョブキャンセルメニューの機能と操作 .2-17 

ジョブキャンセルメニューの機能 .2-17 

ジョブキャンセルメニューの操作の流れ .2-17 

給紙選択メニューの機能と操作 .2-19 

給紙選択メニューの機能と構造 .2-19 

給紙選択メニューの操作の流れ .2-19 

セットアップメニューの初期化 .2-21 

セットアップメニューの初期化の機能 .2-21 

セツトアップメニュー初期化の操作の流れ .2-21 
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「★」 は、 L 日 P-281 □のみ表示されます。 
「►►►►」は、項目や階層び省略されていることを表します。 


オプシ； 


-争 女* 


,U LIPS M ESC/P 

n セットアップ n セットアップ 

側 r| 



. 専用セツトアップメニューへ 


版張機能! { 箱 


▼ 


縱イアウト} If 字調整ンタフ1-ス]{ 


▼ ▼ 


▼ 
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レ 

用 
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両 

►►►► 

動 

►►►►►►►►► 

面 
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ヴ 
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択 
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共通セットアップメニューの概要と操作手順について説明しています。 


共通セットアップメニューの機能と構造 


ここでは、共通セットアップメニューの機能とメニュー構造について説明します。 

共通セットアップメニューの機能 

共通セットアップメニューでは、印字する位置や、文字の種類、パソコンと接続するとさの 
インタフェースの選択などをはじめ、さまざまなプ U ント環境を設定することびでさます。 
通常、プ U ント環境は、接続しているパソコンのアプ U ケーシヨンソフトやプ U ンタドライ 
バで設定できます。しかし、中にはインタフェースの設定など、プリンタの共通セットアッ 
プメニューでしか行えないものもあります。また、 LBP - S 81 日の場合、印刷条件を設定で 
さないアプ U ケーシヨンソフトや、 MS - D 日 S のコマンドで直接プ U ントすることちでさま 
すので、これらのパソコンからプ U ントするときは、プ U ンタの共通セットアップメニュー 
でプ U ント環境を設定します。 

共通セットアップメニューの構造 

共通セットアップメニューは「グループ」「設定項目」「設定値」の3つの階層に分かれて 
います。グループは、し K つかの設定項目び機能別にまとめられたもので、その中から設定 
項目を選び、設定項目ごとに設定値び選択できる構造になっています。 

LBP -281 日の場合、グループの階層で 「 UPS セットアップ」、 「 ESC / P セットアッ：7」、 
オプシヨンのコント□ール ROM によるエミュレーシヨンモードを選択すると、それぞれの 
専用セットアップメニューに移行します。 


共通セットアップメニユーの機能と操作 


設定値 


設定項目 


グループ 



—する I 
しない 


使わない 
使ラ 


使わない 
使ラ 


A4 


© メニユふ機能と操作 
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共通セットアップメニユーの機能と操作 












































(gZE •項目によっては、「給紙」グループの「自動選択」のように、設定項目の階層び2つに分 
かれているちのびあります。 

.「パネル設定初期化」はグループの下の階層びありません。初期化の操作ち法については、 
「セットアップメニューの初期化」（一 P .2-21) を参照してください。 

.「動作モード選択」（一 P .3-37) で、特定の動作モード （ UPS や ESC / P ) に設定した場 
合は、選択した動作モード1；(外の専用セットアップメニューに移行することはでさませ 
ん。 

•点線枠の項目は、オプションのコント□ール ROM ( LBP -28] 日のみ）やペーパーフイー 
ダを装着している場合のみ、追加して表示され、選択でさるようになります。オプション 
エミュレーションの専用セットアップメニューについては、オプションのコント□ール 
ROM の取扱説明書を参照してください。 


共通セットアップメニューの操作の流れ 


共通セットアップメニューには、「グループ」「設定項目」「設定値」の3つの階層びあり、 
それぞれの階層で目的の項目を選択します。 

ここでは、印字調整グループの「印字動作」の項目を「画質優先」に設定する手順を例に説 
明します。 


操作の手順 丰一操作 

オフライン状態に切り替える [オンライン]を巧ず 



セットアップメニユ-を表示ずる [セットアップ]を押ず 

セツトアップメニューび表示されます。 


グループを選択ずる 


[◄] または [►] を巧ず 


「印字調整」グループを選択した場合 


目的のグループび表示されます。 


セットアッフ° 

インシ '' チヨウセイ 


設願目を表示ずる 


[実行]を巧ず 


- 選択 したヴ ) レープの設定項目び表示されます。 

イン':/''チョウセイ 

テ、、-タシヨリ ー 



設願目を選択ずる 


[◄] または [►] を巧ず 


共通セツトアップメニューの機能と操作 
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「印字動作」を選択した場合 


目的の設定項目び表示されます。 


チョウセイ 

卜、、ウサ 


設定値を表示ずる 


[実行]を巧ず 


イン'：/、、卜、、ウサ 

ニシ、、卜、、ウ 


選択した設定項目の設定値び表示されます。 


設定値を選択ずる 


[◄] または [►] を巧ず 


「画質優先」を選択した場合 


目的の設定値び表示されます。 


イン':/''卜''ウサ 
力。シツユウセン 



選択した値を確定ずる 


[実行]を巧ず 


オンライン状態に戻ず 


[オンライン]を押ず 


メモ 1 •オフライン状態に切り替えることびでさるのは、プ U ント可能な状態のとさです。プ U ン 
卜巧能な状態とは、「日日■■■■」び表示され、ジョブランプとメッセージランプび消 
灯している状態です。 

•操作の途中で [▲] を押すと、]つ前の階層に戻ります。 

•操作の途中で[オンライン]を巧すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 

•グループの階層で、 「 UPS セットアップ」、 「 ESC / P セットアップ」を選択した場合は、 
「 UPS 専用セットアップメニューの機能と操作」（一 P .2 -己）、 「 ESC / P 専用セットアッ 
プメニューの機能と操作」（一 P .2-7) を参照してください。 （ LBP -281 日のみ） 

• 項目によっては、設定項目の階層び2つの層に分かれている場合びあります。 


シシ 

ンン 

イイ 
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r 項目や階層び省略されていることを表します。 


LIPS 専用セットアップメニユ 

卜/1^^4 ►►► 


LIPS 

セツトアップ 


► ►► 




お 

ぶ 

/ 

縮 

ル 


LIPS 専用セットアップメニューの操作の流れ 


UPS 専用セットアップメニューには、「設定項目」「設定値」の2つの階層びあり、それそ' 
れの階層で目的の項目を選択します。 

ここでは、「複数ぺージ印刷」の項目をにぺージ（左)」に設定する手順を例に説明します。 

操作の手順 丰一操作 

オフライン状態に切り替える [オンライン]を押ず 

セットアップメニューを表示ずる [セットアッスを巧ず 

セットアップメニューび表示されます。 


LIPS 専用セットアップメニユーの機能と操作 


LIPS 専用セットアップメニューの概要と操作手順について説明しています。 UPS 専用セッ 
トアップメニューは、 LBP -2810 のみ設定することびできます。 


LIPS 専用セットアップメニューの機能と構造 


共通セットアップメニューのグループの階層で 「 UPS セットアップ」を選択すると 、 UPS 
専用セットアップメニューに移行します。 

UPS 専用セットアップメニューは、「設定項目」と「設定値」の2つの階層に分かれてい 
て、 LIPS モードび動作した場合のみ有効な設定をすることびでさます。 


設定直 


設定項目 


グル—プ 


宿わない 


白紙節約 


ジョブタイムアウト 


1— I 使ラ 

▼ ▼ 


網かけ解像度 


LF 機能 


CR 機能 


自動改行 


自動改ぺ I ジ 


巧数 


行数 


漢字グラフィックセット 


ANK 書体 


漢字書体 


文字ヴ V ズ 


漢字 n I ド 


スタ—トアップマクロ 


カラ—才—バレイ 


才—バレイ2 


才—バレイ1 


ぺ—ジの向さ 


複数ぺ—ジ余白 


複数ぺ—ジ印刷 


▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼ ▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 
▼▼ 


---しなし 


UPS 専用セツトアップメニューの機能と操作 
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グル-プで 「 LIPS セットアップ」を選択ずる [◄] または [►] を巧ず 

「 LIPS セットアップ」び表示されます。 

セットアッフ° 

LIPS セットアツフ° 一 



醜]!目を表示ずる 


[実行]を巧ず 


- LIPS セットアップの設定項目び表示されます。 

LIPS セットアッ尸 
カクタ''イ/シ ] クシヨウ ー 



醜]!目を選択ずる 

「複数ページ印刷」を選択した場合 


[◄] または [►] を巧ず 

目的の設定項目び表示されます。 


LIPS セットアが 
フクスウへ。-シ、、インサツー 



醜値を表示ずる 


[実行]を巧ず 


-選択した設定項目の設定値び表示されます。 

フクスウへ。-シ、、インサツ 

ニシナイ ー 



醜値を選択ずる 

「2ページ（左)」を選択した場合 


[◄] または [►] を巧ず 

目的の設定値び表示されます。 


フクスウへ。-シ、、インサツ 
2へ°-シ''化夕''リ）一 



選択した値を確定ずる 


[実行]を巧ず 



オンライン状態に戻ず 


[オンライン]を押ず 


メモ 1 •オフライン状態に切り替えることびできるのは、プ U ント可能な状態のときです。プ U ン 
卜巧能な状態とは、「日日■■■■」び表示され、ジョブランプとメッセージランプび消 
打している状態です。 

•操作の途中で [▲] を押すと、]つ前の階層に戻ります。 


•操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 
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ESC / P 専用セットアップメニユーの機能と 
操作 


ESC / P 専用セットアップメニューの概要と操作手順について説明しています。 ESC / P 専 
用セットアップメニューは、 LBP -28] 日のみ設定することびできます。 


ESC/P 専用セットアップメニユーの機能と構造 


共通セットアップメニューのグループの階層で ESC / P セットアップ」を選択すると、 
ESC / P 専用セットアップメニューに移行します。 

ESC / P 専用セットアップメニューは、 「 ESC / P グループ」「設定項目」「設定値」の3つ 
の階層に分かれていて、 ESC / P エミユレーシヨンモードび動作した場合のみ有効な設定を 
することびでさます。 



「►►►►」&、項目や階層び省略されていることを表します。 


ESC/P 専用セットアップメニユーの操作の流れ 


ESC / P 専用セットアップメニューには、 「 ESC / P グルー刀「設定項目」「設定値」の3つ 
の階層びあり、それぞれの階層で目的の項目を選択します。 

ここでは、フォントグループの「国別文字」の項目を 「 USA 」 に設定する手順を例に説明 
しよ 9 〇 


操作の手順 丰一操作 


オフライン漏に切り替える 


[オンライン]を巧ず 
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セットアップメニユ-を表示ず & [セットアップ]を巧ず 

セツトアップメニューび表示されます。 



グループで忙 SC/P セットアップ」を選択ずる [◄] または [►] を巧ず 


- に SC / P セットアップ」び表示されます。 

セットアが 

ESC / P セットアツフ。一 



ESC/P グル-プを表示ずる 


[実行]を巧ず 


- ESC / P グループび表示されます。 

ESC / P セットアッフ° 

V - シ''レがウト ー 



ESC/P グル-プを選択ずる [イまたは [►] を押ず 

「フオント」グループを選択した場合 目的の ESC / P グループび表示されます。 


ESC / P セットアツフ° 
フオント 



醜]!目を表示ずる 


[実行]を巧ず 


- 選択した ESC / P グループの設定項目び表示され 

フオント ます。 

カンシ、、シヨ タイ - 



醜]:頁目を選択ずる 

「国別文字」を選択した場合 


[◄] または [►] を巧ず 

目的の設定項目び表示されます。 




フオント 

クニへ、'ツモシ、' 


設定値を表示ずる 


[実行]を巧ず 



選択した設定項目の設定値び表示されます。 

クニへ、、ツモシ、、 


ニニ ホン ー 



設定値を選択ずる 


[◄] または [►] を巧ず 
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「 USA 」 を選択した場合 


目的の設定値び表示されます。 


クニへ、、ツモシ、、 
USA 


10 

選択した値を確定ずる 


[実行]を巧ず 




11 

オンライン状態に戻ず 


[オンライン]を巧ず 


メモ 1 •オフライン状態に切り替えることびでさるのは、プ U ント可能な状態のとさです。プ U ン 
卜巧能な状態とは、「日日■■■■」び表示され、ジョブランプとメッセージランプび消 
灯している状態です。 

•操作の途中で [▲] を押すと、]つ前の階層に戻ります。 

•操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 


ESC / P 専用セツトアップメニューの機能と操作 
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ユーティ u ティメニューの概要と操作手順について説明しています。 


.一の機能と構造 


ここでは、ユーテイ U テイメニューの機能とメニュー構造について説明します。 

ユーテイリテイメニューの機能 

ユーテイ U テイメニューでは、セットアップメニューの設定内容や、搭載されているフォン 
卜などの情報をプ U ントして確認することびでさます。 

詳しい項目の内容については「ユーテイ U テイメニューの設定項目」（一 P.6-4) を参照し 
て < ださい。 


ユーテイリテイメニユーの構造 

ユーテイ U テイメニユーは、 UPS、ESC/P、 オプションのエミユレーションなどの各動作 
モードに共通して選択できる「共通ユーテイ U テイ項目」と、動作モードごとに選択する 
「専用ユーテイ U テイ項目」の2つの階層に分かれています。 


ステータス 

J その他烟ミ1レ-シヨン L 

LIPS 

■ ESC/P - 

フオント 

標準 N/W 

プリント 

；のユ-ティリティ； 

ユ-ティリティ 

ユ-了イリテイ 

■ U スト- 

■ プリント 


又 

X 


力 

1 


=1 

夕 


1 

ス 

► ► 

ヴ 

プ 


ン 

1」 


プ 

ン 

卜 


ル 


拡强 /F 


HD 


キヤリブ 

プリント i レーシヨ ン i ユー テイ U テイ： 

*オフシヨン * オプション 


「★」は、 LBP-2 呂 10 のみ表示されます。 
「►►►►」《、頂目や階層び省略されていることを表します。 


メモ I •点線枠の項目は、オプションのコント□-ル R 日 M ( LBP -281 日の奶の 装着時や八ード 
ディスク （ LBP -281 日の み）び使用可能な場合のみ追加して表示され、選択で さるよう 
になります。 

•「動作モード選択」（一 P .3-37) で、特定の動作モード （ UPS など）に設定した場合は、 
選択した動作モード！;(外の専用ユーティ IJ ティ項目を設定することはでさません。 


ユーテイリテイメニューの 機能と操作 


メニュ I の機能と操作 
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.一の操作の流れ 


ユーテイ U テイメニューには、「共通ユーテイ U テイ項目」「専用ユーテイ U テイ項目」の2 
つの階層びあり、それぞれの階層で目的の項目を選択します。専用ユーテイ U テイ項目は、 
共通ユーテイ U テイ項目の階層で 「UPS ユーテイ U テイ」、 「 ESC/P ユーテイ U テイ」の 
いずれかを選択した場合にのみ表示されます。 

ここでは、 「 UPS ユーテイ U テイ」の「フオント U スト」をプ U ントする手順を例に説明し 
ます。 


操作の手順 



オフライン状態に切り替える 


ユーテイ U テイメニューを表示ずる 


丰—操作 


[オンライン]を巧ず 


[ユーテイリテイ]を押ず 


ユーテイ U テイメニューび表示されます。 


共通ユーティリティ項目を選択ずる 


「 UPS ユーティ U ティ」を選択した場合 


トティリティ 
LIPS トテイリテイ 


[◄] または [►] を巧ず 


目的の共通ユーテイ U テイ項目び表示されます。 


専用ユーティリテイ項目を表示ずる 


LIPS トティリティ 
ステ-タスフ°リント 


[実行]を押ず 


専用ユーテイ U テイ項目び表示されます。 


専用ユーティリティ項目を選択ずる 


「フオントリスト」を選択した場合 


LIPS トティリティ 
フオントリスト 


[◄] または [►] を巧ず 


目的の専用ユーテイ U テイ項目び表示されます。 


選択した項目を確定ずる 


[実行]を巧ず 


フオント U ストびプ U ントされます。 


オンラインげ態に戻ず 


[オンライン]を巧ず 


a メこュ-の機能と操作 
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(gZE •専用ユーティ u ティ項目 （ UPS ユーティ U ティなど）を選択しなかった場合は、操作の 
手順4〜己の設定はありません。 

.オフライン状態に切り替えることびできるのは、プ U ント可能な状態のときです。プ U ン 
卜巧能な状態とは、「日日■■■■」び表示され、ジョブランプとメッセージランプび消 
灯している状態です。 

•操作の途中で [▲] を押すと、]つ前の階層に戻ります。 


•操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 


• UPS のオーバレイ IJ スト、マク au スト、フ オーム U スト、オーバレイプ U ントは 、子一 
夕び登録されている場合のみプ U ントされます。データび登録されていない場合はブヴー 
び鳴り、何をプ U ントされません。 
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ジョブメニューの機能と操作 


ジョブメニューの概要と操作手順について説明しています。 


.一の機能と構造 


ここでは、ジョブメニューの機能とメニュー構造について説明します。 

ジョブメニューの機能 

ジョブメニューでは、セキュアジョブやボックスに保存したジョブをプ U ントしたり、セ 
キュアジョブの U ストや印刷履歴をプ U ントすることびでさます。 

詳しい項目の内容については「ジョブメニューの設定項目」卜 P .6-8) を参照してください。 


ジョブメニューの構造 

ジョブメニューの階層は]つです。 


セキュアプ U ント1~ I 保存ジョブリスト1~ I 保存ジョブプ U ント I ~印刷履歴 U スト 

' *オフシヨン * オプション * オプション 


「★」は、 LBP -2 日10のみ表おされます。 


メモ I .点線枠の項目は、オプションの八ードディスク （ LBP -281 日のみ）び使用可能な場合の 
み追加して表示され、選択でさるようになります。 


.一の操作の流れ 


ここでは、「印刷履歴 U スト」をプ U ントする手順を例に説明します。 


操作の手順 


丰-操作 


オフライン状態に切り替える 


[オンライン]を巧ず 


ジョブメニューを表示ずる 


[ジョブ]を巧ず 


ジョブメニューび表示されます。 


ジョブメニューの機能と操作 2-13 




























プリントしたい項目を選択ずる 

「印刷履歴リスト」を選択した場合 


シ、、ョフ、、 

インサツリレキリスト ー 


[◄] または [►] を巧ず 

目的の項目び表示されます。 



選択した]!目を確定ずる 


[実行]を巧ず 


印刷履歴リストびプリントされます。 


オンラインげ態に戻ず 


[オンライン]を巧ず 


メモ 1 •オフライン状態に切り替えることびできるのは、プ U ント可能な状態のときです。プ U ン 
卜巧能な状態とは、「日日■■■■」び表示され、ジョブランプとメッセージランプび消 
灯している状態です。 


•操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 


•「セキュアプ U ント」は、八ードディスクび使用可能な状態で、セキュアプ U ントジョブ 
びある場合にのみ表示されます。 

• r 保をジョブ U スト」、「保をジョブプ U ント」は、八ードディスクび使用可能な状態で、 
保をジョブびある場合にのみ表示されます。 
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リセットメニューの機能と操作 


U セットメニューの概要と操作手順について説明しています。 



一の機能と構造 


ここでは、 U セツトメニューの機能とメニュー構造について説明します。 


リセットメニューの機能 

U セットメニューでは、プ U ンタの U セット（ソフト U セット、八ード U セット）やプ U ン 
夕に残っているプ U ントデータの排出、八ードディスク装着時に電源をオフにするときに行 
う「シャットダウン」をすることびでさます。 

詳しい項目の内容については 「 U セットメニューの設定項目」（一 P .6-10) を参照してく 
ださい。 


リセットメニューの構造 

U セツトメニューの階層は]つです。 



メモ].点線枠の項目は、オプションの八ードディスク （ L 目 P -28] 日のみ）び使用可能な場合の 
み追加して表示され、選択でさるようになります。 

.「八ード U セット」は、ディスプレイに「ソフト U セット」と表示されている状態で、[実 
行]を3砂！;(上押すと表示されます。 



.一の操作の流れ 


ここでは、「ソフト U セット」を実行する手順を例に説明します。 


操作の手順 丰一操作 


オフライン漏に切り替える 


[オンライン]を巧ず 



リセットメニューの機能と操作 2-15 
































リセットメニュ-を表示ずる 


[リセット]を巧ず 

U セツトメニューび表示されます。 



実行したい項目を選択ず3 [◄] または [►] を巧ず 

「ソフトリセット」を選択した場合 目的の項目び表示されます。 


リセット 
ソフトリセット 



選択した I 貞目を確定ずる 


[実行]を巧ず 


ソフト U セツトび実行されます。 


オンラインげ態に戻ず 


[オンライン]を巧ず 


メモ 1 •オフライン状態に切り替えることびできるのは、プ U ント可能な状態のときです。プ U ン 
卜巧能な状態とは、「日日■■■■」び表示され、ジョブランプとメッセージランプび消 
灯している状態です。 

•「シャットダウン」は、オプションの八ードディスクを装着している場合にのみ表示され 
ます。 
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ジョブキャンセルメニューの機能と操作 


ジョブキャンセルメニューの概要と操作手順について説明しています。 



一の機能 


ジョブキャンセルメニューを使うと、データ受信中およびデータ処理中のジョブだけをキャ 
ンセルすることびでさます。 

キャンセルしたいジョブの処理中にプリンタをオフライン状態にし、操作パネルの[ジョブ 
キャンセル]を押すと、ジョブキャンセル処理び開始されます。 


メモ 1 •本プ U ンタ専用ではないプ U ンタドライバから送信されたデータび混在している場合、複 
数のデータびキャンセレされることびあります。 

•ジョブキャンセルの処理は約2砂間行われます。この間にデータの受信を完了しなかった 
場合、ジョブスキップ処理に移行します。ジョブキャンセル処理び開始されると、ディス 
プレイに「日3ジョブキャンセル」と表示され、この状態（ジョブキャンセル状態） 
では U セット処理はでさません。 

•ジョブスキップ処理に時間びかかり、ジョブスキップを途中で中止したいとさは、 U セッ 
卜処理を行ってください。ジョブスキップ状態に移行すると、ディスプレイに「日日ジョ 
ブスキップ」と表示され、この状態（ジョブスキップ状態）で U セット処理び行えるよ 
ラになります。 

•すでにデータ処理び終わり印刷処理中のデータは、キャンセルでさません。その場合、そ 
の次のプ U ントデータびキャンセルされることびありますので、気を付けてください。 

•ジョブキャンセルを行ったとさに、「日3ジョブキャンセル」と表示されてもジョブび 
キャンセルされない場合びあります。また、パスワード入力前のセキュアプ U ントジョブ 
やボックスに保存するジョブはキャンセルされません。セキュアプ U ントジョブやボック 
スに保をするジョブは、 U モート UI で削除してください（セキュアプ U ントやボックス 
機能は、 LBP -281 日のみの機能です）。（一 U モート UI ガイド） 




キャンセルしたいジョブの処理中にプリンタをオフライン状態にし、操作パネルの[ジョブ 
キャンセル]を押すと、ディスプレイに「日3ジョブキャンセル」と表示され、ジョブ 
キャンセル処理び開始されます。 


操作の手順 

ジ3ブの処肿にオフライン状劇こ切り替える 


丰一操作 

[オンライン]を巧ず 
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ジ 3 ブをキャンセルず & [ジ3ブキャンセル]を巧ず 

メッセージの表示と同時にプ U ンタびオンライ 
ン状態になり、ジョブキャンセル状態び約2秒間 
続さます。プ U ントデータの受信び完了している 
場合、ジョブのキャンセル処理び終了し、プリン 
卜可能な状態に戻ります。 

プリントデータの受信び完了していない場合、 
ジョブキャンセル状態び続くと、「00ジョブ 
スキップ」び表示されます。ジョブのスキップび 
終了すると、プ U ント可能な状態に戻ります。 


03シ''ヨフ '' キト:/セル 


メモ]•ジョブをキャンセルでさるのは、データ処理中、またはデータ受信中で、ジョブランプび 
点好、または点滅している状態のとさです。 

.ジョブスキップの処理中は、処理中のジョブのインタフェース名 （ 「セント□ニクス」、 
「 USB 」 など）びディスプレイに表示されます。 
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は、項目や階層び省略されていることを表します。 


メモ I • トレイ用紙サイズ、トレイ用紙タイス両面印刷については、セットアップメニューの給 
紙グループでを同様の設定びでさます。 


.一の操作の流れ 


給紙選択メニューには、「設定項目」「設定値」の2つの階層びあり、それぞれの階層で目 
的の項目を選択します。 

ここでは、「トレイ用紙サイズ」の項目を旧引に設定する手順を例に説明します。 


給紙選択メニューの機能と操作 


給紙選択メニューの概要と操作手順について説明しています。 


.一の機能と構造 


•里牆なの 

ここでは、給紙選択メニューの機能とメニュー構造について説明します。 

給紙選択メニューの機能 

給紙選択メニューでは、どの給紙カセットまたは給紙トレイの用紙を使ってプ U ントするか 
や、トレイの用紙サイズなどを選択でさます。給紙元を選択した場合は、選択後、該当する 
位置の給紙元表示ランプび点灯します。 

詳しい項目の内容については「給紙選択メニューの設定項目」（一 P .6-12) を参照してく 
ださい。 

給紙選択メニューの構造 

給紙選択メニューの階層は2つの階層に分かれています。 


設定項目 


給紙モード 


トレイ用紙サイズ 


トレイ用紙タイプ 


両面印刷 


設定直 




する 


しない 


フ U — 


▲ 

▲ 


普通紙 


A 4 


トレイ 


▲ 

▲ 


—自 
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操作の手順 


丰—操作 


オフラインげ態に切り替える [オンライン]を巧ず 



給紙選択メニュ-を表示ずる 醒選択]を巧ず 

給紙選択メニューび表示されます。 



設定項目を選択ずる [ィ]または [►] を巧ず 

「トレイ用紙サイズ」を選択した場合 目的の設定項目び表示されます。 






メモ 1 •オフライン状態に切り替えることびでさるのは、プ U ント可能な状態のとさです。プ U ン 
卜巧能な状態とは、「日日■■■■」び表示され、ジョブランプとメッセージランプび消 
灯している状態です。 

•操作の途中で[オンライン]を押すと、そのとき表示していた設定値を設定し、オンライ 
ン状態に戻ります。また、操作の途中で誤操作をした場合も、そのとき表示していた設定 
値を設定し、オフライン状態に戻ります。 
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セットアップメニユーの初期化 


セットアップメニューの初期化の概要と操作手順について説明しています。 



一の初期化の機能 


セットアップメニューを初期化すると、共通セットアップメニューや専用セットアップメ 
ニューで設定した内容を、工場出荷時の状態に戻すことびできます。 



.一 初期化の操作の流れ 


初期化は、セツトアップメニューの「グループ」の階層で「パネル設定初期化」の項目を選 
択して行います。 


操作の手順 丰一操作 

オフライン状態に切り替える [オンライン]を巧ず 



セットアップメニユ-を表示ず& [セットアップ]を巧ず 

セツトアップメニューび表示されます。 


グループで「パネル設定ネリ期化」を選択ずる [◄] または [►] を巧ず 


セットアッフ° 

A ° ネルセツテイシヨキカー 



丽ヒを実行ずる 騎リを巧ず 

確認メツセージび表示されます。 

ir ネルセツテイシヨキカ 
シ''ッ]ウシ7スカ？ 一 


メッセージを確認後、実行ずる 


[実行]を巧ず 


初期化の実行中は「シヨキカチュウ」び表示さ 
れます。終了すると、「シヨキカシュウリョウ」 
び表示されます。 


セットアップメニユーの初期化 2-21 
























す。 

. 一部の設定項目は、初期化後に電源を入れなおすか八ード U セツト操作を行わないと有効 
になりません。 


メモ].操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。ただ 
し、ディスプレイに「シヨキカチュウ」と表示されているとさは、[オンライン]を押 
してを操作は中止でさません。 

.セットアップメニューの初期化を実行しても、下の項目は初期化されません。 

•共通セットアップメニューのインタフェースグループの「標準け広張）ネットワーク」 
•ユーヴメンテナンスグループの r 特殊印宇処理」 

•ユーヴメンテナンスグループの「カウンタ初期化」 
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共通セットアップメニューの 
設定頃目 



CHAPTER 


この章では、共通セツトアップメニューで設定できる項目の内容について説明していまず。 
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共通セットアップメニユー設定頃目一覧 


■ 表の見かた 

•門印び付いている項目や設定値ま、オプション品の有無や他の設定項目の内容によつ 
て表示されるとさと表示されないとさびあります。 

•「*」印び付いている項目や設定値ま、 L 目 P -281 日のみ表示されます。 

. 太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 


く拡張機能 グループ > 

- P. 3-9 


設定項目 

設定値 

内容 

スリープ動作 

スル、 オンラインノミ 

ス U —プモードに移行するかどうかを設定 
します。 

ス IJ ープモード 

30 プン、 6日プン、18日プン、1已フン 

プ U ンタを使わないとさに消費電力を節約 
するタイマーを言受定します。 

警告処理 

ケイゾク、 テイシ 

警告状態び発生したとさに、プ U ントを継続 
するか、停止するかを設定します。 

自動 エラー スキップ 

ツカワナイ、 ツカウ 

エラー時を自動的にプ U ントを続行するか 
どうかを設定します。 

表示言語 

ニホンゴ、 ENGLISH 

ディスプレイの表示言語を設定します。 

ブザー 

1 カイ、 レンゾク 

エラー時のブヴーの鳴りかたを設定します。 

警告表71^ 

スル、 シナイ 

警告時のメッセージを表示するかどうかを 
設定します。 

曰付/時刻設定 

曰付 

...2001/01/01 〜2089/ I 2/31 
時刻 （24 時間） 

... 00:〇〇:〇〇〜23:已9:已9 

プ U ンタび持っている日付と時間を設定し 
ます。 

八ードディスク* ★ 

ツカウ、 ツカワナイ 

オプシヨンの八ードディスクを装着してい 
る場合に特有の機能を使ラかどラかを設定 
します。 

割り込み印刷許可* A 

スル、 シナイ 

印刷データの割り込みの機能を使うかどう 
かを設定します。 

セキュアプリント消去* ★ 

1 ジカン、 2ジカン、3ジカン、6ジ 
カン、12ジカン、24ジカン 

セキュアプ U ントのデータを消去する時間 
を設定します。 

rip once ** (リップワン 
ス） 

ツカウ、 ツカワナイ 

複数部数をプ U ントするとさに便利な rip 
once (U ップワンス）機能を使うかどうか 
を設定します。 
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く給紙グループ>^ 

P . 3-14 


設定項目 

設定値 

内容 

トレイ用紙サイズ 

A 4、 A 4 R 、 B 4、 A 3、 LT 、 LTR 、 LG 、 
LD 、 EX 、 フリー、ユーヴぺーパー、 
八ガキ、フウトウ丫4、フウトウ 
K 2、 A 已、 B 已 

給紙トレイにセットした用紙のサイズを設 
疋します。 

デフォルト用紙サイズ 

A 4、 目4、 A 3、 A 已、目已 

プ U ンタの初期状態の処理サイズを設定し 
ます。 

用紙の向さ 

ジドウ、 タテオクリ、ヨコオクリ 

用紙の置さかたを設定します。 

トレイ優先 

シナイ、 スル 

自動給紙の場合に、給紙トレイから順に給紙 
元を検知するかどうかを設定します。 

自動選択 

トレイ... ツカウ、 ツカワナイ 
カセット1 ... ツカウ、 ツカワナイ 
カセット2*... ツカウ、 ツカワナイ 
カセット3*... ツカウ、 ツカワナイ 
カセット4*... ツカウ、 ツカワナイ 

自動給紙の場合に、どの給紙トレイ/カセッ 
卜を自動給紙の対象とするのかを設定しま 
す。 

デフォルト用紙タイプ 

フツウシ、 アツガミ、アツガミ H、OHP 

通常使用する用紙の種類を設定します。 

トレイ用紙タイプ 

フツウシ、 アツガミ、アツガミ H 、 
OHP 、 フ U - 

給紙トレイにセットした用紙のタイプを設 
定します。 

手差し両面 

1 メンメ、 2 メンメ 

給紙トレイから手動で両面プ U ントすると 
さの印宇面を設定します。 

両面印刷 

シナイ、 スル 

片面でプ U ントするか両面でプ U ントする 
かを設定します。 

くレイアウトグルー 

プ> 一 P . 3-19 


設定項目 

設定値 

内容 

コピー枚数 

1〜2000 

プ U ントの部数を設定します。 

縦補正 

-50.0 mm 〜0.0 mm 〜 + 已日.日 mm 

印字位置を日.已 mm 単位で縦ち向に調整し 
ます。 

横補正 

-50.0 mm 〜0.0 mm 〜 + 已日.日 mm 

印宇位置を日.己 mm 単位で横ち向に調整し 
ます。 

とじ方向 

ナガテ、 ミジカテ 

とじ代の位置を、用紙の長い辺にするか短い 
辺にするかを設定します。 

とじ幅 

-30.0 mm 〜 0.0 mm 〜+3日.日 mm 

とじ代用の余白をあけてプ IJ ントするとき 
の、を白の幅を設定します。 

特殊両面処理 

スル、 シナイ 

1 ページプ IJ ントするとさに、両面プ U ント 
の設定びされているとさのプ U ント面を設 
疋します。 
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く EP 字 調整 グループ > 一 P . 3-23 

設定項目 

設定値 

内容 

データ処理 

ファイン、 クイック 

データを処理するとさの解像度を設定 
します。 

階調処理 

コウカイチヨウ 1、コウカイチョウ 2、 
ヒョウジユン 

ファインモードでプ U ントするとさの、デー 
夕の階調処理の方法を設定します。 

トナー節約 

ツカワナイ、 ツカウ 

トナーを節約してプ IJ ントするかどうかを 
設定します。 

トナー濃度 C 、 M 、 丫、 K 

1〜8〜1已 

プ U ントするとさの印字濃度を色ごとに調 
整します。 

カラーモード 

ジドウ、 カラー、モノクロ 

カラー印刷を行うかモノク□印刷を行うか 
を設定します。 

モノク□中間調 

パターン 1、パターン 2 

モノク□データの中間調の表現ち法を設定 
します。 

カラー中間調 

テキスト... カイゾウド、 カイチョウ、 
シキチョウ、コウカイゾウド 
グラフィック… カイゾウド、 カイ 
チョウ、シキチョウ、コウカイゾウド 
イメージ...カイゾウド、カイチョウ、 
シキチョウ、 コウカイゾウド 

カラーデータの、テキスト、グラフィック、 
イメージといったデータの種類ごとに、最適 
なディヴパターンを設定します。 

OHP タイプ 

トウカガタ、 八ンシャガタ 

プ□ジ I クタの種類（透過型、反射型）に適 
した印字モードを設定します。 

画質警告 

ケイゾク、 テイシ 

画質の品位低下のメッセージを表示するか 
どうかを設定します。 

印字動作 

ジドウ、 ガシツユウセン、トウ□ク 
ユウセン 

用途に合わせたメモ U ( RAM ) の配分のし 
かたを設定します。 

く インタフェースグル- 

—プ > 一 P . 3-29 


設定項目 

設定値 

内容 

インタフェース選択 

ジドウ、 セント□ニクス、 USB 、 ヒヨ 
ウジュンネットワークが、カクチヨ 
ゥネットヮーク * 

パソコンと接続するとさのインタフェース 
の種類を設定します。 

タイムアウト 

已〜1 已〜 30日ビヨウ、シナイ 

動作モード自動切り替えのタイマーを設定 
します。 

セント□ニクス設定* 



•臣 USY-ACK 

A - B - A 、A - B 、 目 -A 

BUSY 信号と ACKNLG 信号の出力順序を 
変更します。 

•セント□受信速度 

コウソク、 チュウソク、テイソク 

セント□ニクスデータの受信速度を設定し 
ます。 

.セント□送信速度 

コウソク、 チュウソク、テイソク 

セント□ニクスデータの送信速度を設定し 
ます。 
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•インプットプライム 


ドウサモードイゾン、 リセット 


•双方向 
•ジョブ区切り 


標準ネットワーク* ★ 
• TCP/IP 


•設定登録 

•ネットワーク設定初期 
化 

拡張ネットワーク* 
• TCP/IP 


コンピュータからインプットプライム（プ U 
ンタの U セット信号）を受信したとさの処理 
を設定します。 

ECP 、 ニブル、ツカワナイ データの双ち向通信を設定します。 

シナイ、 スル セント□ニクスインタフェースを使用して 

プ U ントしたときに不具合び生じた場合に 
設定します。 


フレーム タイプ： 

Ethernet 2、ムコウ 

IP モード*: 

シユドウ、 ジドウ 

プ〇トコル*: 

DHCP オフ、 オン 
BOOTP オフ、 オン 
RARP オフ、 オン 

アドレス*: 

IP アドレス 

1 S 2.168.0.21 百 

ヴブネットマスク 

0 . 0 . 0.0 

ゲートウてイアドレス 

0 . 0 . 0.0 


本プ U ンタに内蔵されているプ U ントサー 
バの TCP / IP 設定を行います。 


「標準ネットワーク」の 「 TCP / IP 」 输項目） 
の設定内容を登録します。 

「標準ネットワーク」の設定を、工場出荷時 
の値に戻します。 


フレームタイプ： 

Ethernet 2、ム]ウ 


IP モード*: 

シュドウ、ジドウ 


本プ U ンタにオプションで装着されたプ U 
ントサーバの TCP / IP 設定を行います。工場 
出荷時の設定値は、装着するプ U ントサーバ 
によって異なります。 


プロトコル*: 

DHCP オフ、オン 
BOOTP オフ、オン 
RARP オフ、オン 


アドレス*: 

IP アドレス 

(数働 

ヴブネットマスク 
(数働 

ゲートウェイアドレス 
(数働 
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•設定登録 - け広張ネットワーク」の「 TCP / IP 」揃項目) 

の設定内容を登録します。 


.ネットワーク設定初期 
ィヒ 

■ 

け広張ネットワーク」の設定を、工場出荷時 
の値に戻します。 

コネクション認識* 

スル、 シナイ 

「標準ネットワーク」/け広張ネットワーク」 
を使用していて、正しいプ IJ ント結果び得ら 
れない場合に設定します。 

く動作モード グループ >一 P . 3-37 

設定項目 

設定値 

内容 

動作モード選択 

ジ ドウセンタク^、 その他のエミユ 
レーシヨン* 女、 UPS 、 ESC/P 女、 
HEX - DUMP 、 LIPS-DUMP 

データの種類に合わせて動作モードを自動 
的に切り替えるか、動作モードを固定して本 
プ U ンタを使用するかどうかを設定します。 

自動切り替ぇ^ 

UPS ... ツ カウ、 ツカワナイ 
ESC / P ... ツ カウ、 ツカワナイ 
オプション*...ツ カウ、 ツカワナイ 

UPS 、 ESC / P 、 オプションの各エミユレー 
ションについて、動作モード自動切り替えの 
対象にするかどうかを設定します。 

優先エミユレーシヨン女 

ESC / P 、 ナシ、その他のエミユレー 
シヨン *、 LIPS 

動作モード自動選択で、本プ U ンタびコント 
□ールコマンドを認識でさなかつたとさに、 
優先的に切り替える動作モードを設定しま 
す。 


共通セットアップメニユ I の設定項目 


共通セツトアップメニュー設定項目一覧 
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くユーザメンテナンスグループ > 一 P. 3-41 


設定項目 

設定値 

内容 

定着特殊処理 

シナイ、 スル 

両面プ U ント時、 2 面目びしわになる現象を 
改善します。 

印字位置調整 

縦補正 （ トレイ）...日〜 百 2 〜104 
横補正 （ トレイ）...日〜 52 〜104 
縦補正（カセット1)…日〜 已 2 〜104 
横補正（カセット1)…日〜 已 2 〜104 
縦補正（カセット2)*...日〜 52 〜1日4 
横補正（カセット2)*...0 〜百 2 〜104 
縦補正（カセット3)*...日〜 52 〜1日4 
横補正（カセット3)*...日〜 52 〜1日4 
縦補正（カセット4)*..0 〜百 2 〜104 
横補正（カセット4)*...日〜 52 〜1日4 
縦補正（両面）...日〜 52 〜1日4 
横補正（両面）…0〜 52 〜104 

印宇位置を縦ち向または横ち向に調整しま 
す。給紙元別に設定することびでさます。 

カウンタ初期化 

•ETB ユニット 

— 

ETB ユニット交換後のカウンタの U セット 
を行います。 

•定着器 

— 

定着器交換後のカウンタの U セットを行い 
ます。 

特殊モード J 

ツカワナイ、 ツカウ 

トレイ用紙サイズを「フ U —」に設定した場 
合、プ U ントチェックを行うかを設定しま 
す。 

特殊モード L 

ツカワナイ、 ツカウ 

大さい用紙サイズのプ U ント時、用紙の後端 
び汚れる現象を改善します。 

日 HP フイルム鏡像 

シナイ、 スル 

プ U ントした 0HP フイルムびプ□ジェクタ 
上で反ってしまうときに設定します。 

特殊印字処理 

.日 HP フィルム特殊処理 

シナイ、 スル 

日 HP フィルムのプ U ント時、部分的に印き 
び薄くなる現象を改善します。 

•薄紙特殊処理 

シナイ、 スル 

両面プ U ント時、 2 面目の画像に白い水玉び 
生じる現象を改善します。 

.サービス特殊設定 

ツカワナイ、 セッテイ A、 セッテイ目 

サービスマンび設定した印字処理を使用す 
るときに設定します。 

封筒丫4横送り 

シナイ、 スル 

プ U ントした洋形 4 号封筒の印字品質を改善 
するときに設定します。 
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曇セットアップメニユ-の豎冒 





























拡張機能グループの設定頃目 


拡張機能グループでは、プリンタにエラーび発生したときの動作やオプションの八ードデイ 
スク装着時の機能を使うかどうかなどについて設定できます。 

スリープ動作 


スル、オンラインノミ 


「ス U —プモード」（^次項目）で設定した時間び経過したときに、プ U ンタの状 
態によってス U —プモードに移行するかどうかを設定することびできます。 

「スル」に設定すると、プ U ンタびオンライン状態でちオフライン状態でもス U — 
プモードに移行します。 

「オンラインノ S 」 に設定すると、プ U ンタびオフライン状態ではス U —プモー 
ドに移行しません。 

ス U —プモード 


30プン、目0プン、180プン、1曰フン 


パネル操作を行わなかったり、パソコンからのデータびこなかったり、プ U ンタ 
に変化のない状態び一定時間経過したときに、ス U —プモードに移行するまでの 
時間を設定します。ス U — プモードになると、プ U ンタは消費電力の少ないス 
U —プ状態になります。オンラインからス U —プモードになった場合は、印刷巧 
ランプじ(外のすべてのランプとディスプレイの表示び消えます。オフラインから 
ス U —プモードになった場合は、メッセージランプじ(外のすべてのランプとディ 
スプレイの表示び消えます。 

メモI .セキュアプ U ントデータを受信した場合、ス U —プモードであってち、ジョブランプび点 
灯します（セキュアプ U ントは、 L 目 P -281 日のみの機能です)。 

.操作パネルのキーび巧されたり、エラーび起さると自動的にス U —プモードは解除されま 
す。また、オンライン状態ではパソコンからのデータを受信してちス U —プモードび解除 
されます。オフライン状態ではエラーび解除されてちス U —プモードび解除されます。 
.本プ U ンタはオフライン状態でもス U —プモードに移行しますび、次のようなオフライン 
状態のとさは、設定時間び経過してもス U —プモードに移行しません。 

- rnn - nn サービスコール」 （ nn は2巧の英数字）び表示されている 
-八ードディスクのシャットダウン中またはフォーマット中 （ LBP -281 日のみ） 

-ステータスプ U ントなどのユーティ IJ ティ項目の実行中 
-「ス U —プ動作」（一前項目）を「オンラインノミ」に設定している 


共通セットアップメニユ I の設定項目 


拡張機能 グループの 設定項目 
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警告処理 


ケイゾク、 テイシ 


iU 下の警告メッセージび表示されたときに、プ U ントを継続するか停止するかを 
設定します。 


警告メッセージ 

プリンタの状態 

「16 X トナーチェック」 

( X は Y または M 、 C 、 K ) 

表示された色のカート IJ ツジの寿命び近く 
なって交換び必要 


「ケイゾク」に設定すると、上記のメッセージを表示しなびらプ U ントを継続し 
ます。「テイシ」に設定すると、プ U ントを停止します。その後、表示されたメッ 
セージにしたびって警告状態を解除すると、プ U ントび再開されます。 


重要 


•「16 X トナーコウカン」び表示されプ U ントび中断した場合は、カート IJ ツジを交 
換したあと、再度プ U ントを行ってください。 


メモ 1 •本項目を「テイシ」にした場合、「16 X トナーチェック」は「16 X トナーコ 
ウカン」という表示に変わりプ U ントび停止します。 


自動 エラー ス丰ップ 


ツカワナイ、 ツカウ 


エラーび起きたときに、エラーを一時的に解除してプ U ントを続ける機能（エ 
ラースキップ）を、自動的に使うかどうかを設定します。 

「ツカワナイ」に設定すると、[オンライン]を押してエラースキップさせる必要 
びあります。 

「ツカウ」に設定すると、[オンライン]を押さなくても自動的にエラースキップ 
されます。 


メモ I .エラースキップとはあくまでエラーを一時的に解除するちのです。したびって、正しくプ 
IJ ントされないことびあります。 

. 自動エラースキップで一時解除でさるエラーの種類については、「メッセージび表示され 
たときには」（^ユーヴーズガイド）を参照してください。 

.本項目を「ツカウ」に設定すると、複数のエラーび発生している場合でも、自動エラース 
キップ巧能なエラーはすべて自動的にエラースキップします。 


表示言語 


ニホンゴ 、 ENGLISH 


ディスプレイに表示されるメッセージを曰本語で表示するか、英語で表示するか 
を設定します。 


メモ] • ENGLISH 表示の場合のメニュールートマップはありません。 
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ブザー 


1カイ、 レンソク 


エラーび発生した場合に、ブヴー音び1回だけ鳴るのか、連続して鳴るのか設定 
します。連続して鳴るように設定した場合は、エラーを解除するか操作パネルの 
いずれかのキーを押すと止まります。 


メモ 1 •エラーの種類によっては、ブヴーび鳴っているとさに[オンライン]を押すと、エラーを 
スキップして、オンライン状態に戻すことびでさます。 

警告表示 


スル、 シナイ 


プ U ンタの状態を警告するメッセージ（警告メッセージ）を表示するかどうかを 
設定します。メッセージを表示してもしなくてちプ U ントは行われます。 

メモ」 .本項目を「シナイ」に設定して表示されなくなるメッセージについては、「メッセージび 
表示されたとさには」（ーユーヴーズガイド）を参照してください。 

曰付/時刻設定 


a 付 . 2001/01/01 -2089/12/31 

時刻 （24 時間) . 00:00:00 - 23:59:59 


本プ U ンタには時計機能び内蔵されています。この時計はプ U ンタのメンテナン 
スや履歴の管理に使用されます。曰付や時間び合っていないとさに、本項目で設 
定します。 

メモ I • 曰付と時刻は工場出荷時に合わせられています。 

•本プ U ンタに内蔵されている時計の精度は、月差± 9日秒です。定期的に本項目で時刻を 
合わせてください。 

• 日付と時刻は、操作パネルの1；(下のキーを使って入力します。 

•数字の増減- ••[▲][▼] 

-ホ行の移動--•[ィ ][►] 

•入力した日付または時間の決定--•廣行] 

A — ドディスク 


ツカク、 ツカワナイ 


* 本項目は、 LBP - 2810にオプションの八ードディスクび装着されていて、目 4 M 目し:^上の拡張 RAM 
(メインメモリ）び増設されている場合にのみ表示されます。 

オプションの八ードディスクを装着したときに追加される下の機能を使うか 
どうかを設定します。 

•印刷 データの 割り込み 


共通セットアップメニユ I の設定項目 
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. 印刷データの順番の変更 

• 印刷データの属性（出力先や印刷部数など）の変更 


• 印刷データの処理の一時停止/再開 


•印刷データを八ードディスク（ボックス）に保管する（再プ u ントび巧能） 

P .6-9) 

.セキュアプ U ント（一 P . 6-8) 

• rip once (U ツプワンス）(- ► P . 3-13) 

通常は「ツカウ」に設定しておいてください。八ードディスクを使った機能で不 
具合びある場合に、「ツカヮナイ」に設定してください。 


重要 


.本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ード U 
セツト操作を行ってください。 


割り込み印刷許可 


スル、 シナイ 


* 本項目は、 L 目 P -28 10にオプションの八ードディスクび装着されていて、「八ードディスク」の項目 
び「ツカウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

オプションの八ードディスクを装着している場合に、印刷データの割り込みの機 
能を使うかどうかを設定します。 


メモ1 •「八ードディスク」の項目び「ツカワナイ」に設定されているときは、本項目の設定は無 
視され、割り込み印刷はでさません。 

セ丰ュアプリント消去 


1ジ カン、 2ジカン、3ジカン、目ジカン、12ジカン、24ジカン 


* 本項目は、 L 目 P -28 10にオプションの八ードディスクび装着されていて、「八ードディスク」の項目 
び「ツカウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

あらかじめパソコン側でファイル名、ユーヴ名、パスワードを設定した「セキュ 
アプ U ント」のデータを消去する時間を設定します。 

セキュアプ U ントデータは八ードディスクに保存されていて、通常はプ U ントし 
ないと消去されませんび、データの処理び終了してから本項目で設定した時間び 
経過すると、プ U ントしていなくてち自動的に消去されます。 


メモ I .セキュアプ U ントデータのプ U ントは、ユーティ U ティメニューの「セキュアプ U ント」 
(一 P .6-8) や U モート UI で行います。 

.「八ードディスク」の項目び「ツカワナイ」に設定されているときは、本項目の設定は無 
視され、セキュアプ U ント消去はでさません。 

. 本項目で設定した時間び経過していない場合でも、プ U ンタの電源を切るか八ード U セツ 
卜やソフト U セツト操作を行うと、セキュアプ U ントデータは消去されます。 

•ファイル名、ユーヴ名、パスワードの設定は、プ U ンタドライバで行います。 
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rip once (リップワンス) 


1重要 


メモ] 


ツカク、 ツカワナイ 


* 本項目は、 LBP - 2810にオプションの八ードディスクび装着されていて、目 4 M 目し:^上の拡張 RAM 
(メインメモリ）び増設されている場合にのみ表示されます。 

オプションの八ードディスクを装着している場合に 、 「rip onceOJ ップワンス）」 
の機能を使うかどうかを設定します 。 rip once ( U ップワンス）とは、複数部数 
をプ U ントするときのために、]部目のデータを八ードディスクに保存しておい 
て S 部目 iU 降のプ U ントを高速に行う機能です。 

大量の部数をプ U ントする場合や、複雑なデータ（多数の図形や画像び含まれる 
データなど）を複数部数プ U ントする場合に効果びあります。 

•本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ード IJ 
セット操作を行ってください。 

•「八ードディスク」の項目び「ツカワナイ」に設定されているときは、本項目の設定は自 
動的に「ツカワナイ」になり 、 rip once ( U ップワンス）の機能は使えません。 

•文字だけのデータなどのように比較的単純なデータや、部数の少ないデータでは、あまり 
効果びでないことびあります。 
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給紙グループの設定頂目 


給紙グループでは、給紙トレイや給紙カセツトからプ U ントするときの用紙サイズなどにつ 
いて設定できます。 

トレイ用紙サイズ 


A 4、 A4R、B4、 A3、 LT、LTR、LG、LD、EX、 フ リー 、 ユーザぺーパー、 


八ガキ、フウトウ Y4、 フウトウ K2、A 日、 B 日 


給紙トレイにセツトした用紙サイズを設定します。 


メモ 1 •本項目を「フ U —」に設定すると、]枚ずつ違うサイズの用紙にプ U ントしたいときなど 
に便利です。ただし、アプ U ケーシヨンソフトなどで設定した用紙サイズと異なるサイズ 
の用紙びセットされている場合、正しくプ U ントされません。「特殊モード J 」 （一 P .3- 
43) を「ツカワナイ」に設定している場合は、エラーメッセージび表示され、プ U ント 
を中止します。 

.「ユーヴペーパー」は、アプ U ケーシヨンソフトなどで定形！;(外のサイズを独自に設定し 
てプ U ントしたいとさに選択します。プ U ント中に用紙サイズ交換を要巧するメッセージ 
び表示される場合は、[オンライン]を押してエラーを解除してプ IJ ントしてください。 


• TLTJ はレターに、 「 LG 」 は U - ガルに、 「 LD 」 はレジャーに、 EX 」 はエグゼクティブ 
に対応しています。 

• 「フウトウ Y 4 J は洋形4号に、「フウトウ K 2 J は角形2号に対応していますび、種類 
によってはプ U ントでさないものもあります。また、有効印字領域は、上下左ちの用紙端 
から lOmm 内側までとなります。詳しくは、「用紙について」（ーユーヴーズガイド）を 
参照してください。 

•給紙選択メニューの「トレイ用紙サイズ」でを同様の設定びできます（一 P .6-13)。 

デフオルト用紙サイズ 


A 4、 B4、 A3、 A 己、 B 己 


アプ U ケーシヨンソフトで用紙サイズび設定でさない場合など、プ U ンタび処理 
を行う用紙サイズを決定でさない場合の論理上の用紙サイズを設定します。 


重要 


.通常、 Windows パソコンや Macintosh パソコンからプ U ントする場合は、プ U ンタドラ 
イバで用紙サイズを設定します。 MS - DOS や UNIX などを日 S とするパソコンからプ U 
ントする場合で ( LBP -2810 のみ）、用紙サイズび設定でさないときは、本項目で設定 
してください。 
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用紙の向き 


用紙を縦置さにセットする用紙を横置さにセットする 

メモ I • LIPS モードの場合、印宇の向さは、 LIPS 専用セットアップメニューの「ぺージの向さ」 
(一 P .4-7) で設定できます （ LBP -281 日のみ)。 

• UPS 外のモードの場合、「ジドウ」に設定すると、「ヨコオク U 」 として処理されます。 
• 給紙カセットから給紙するときの各用紙の置きかたは次のようになります。 

-縦置きのみ： A 3、巨4、目已、 A 己、レジャー、 U —ガル、エグゼクティブ、ユーヴペーパー 
-縦置き.横置き： A 4、 レター 

• 給紙トレイから給紙するときの各用紙の置さかたは次のようになります。 

•縦置きのみ： A 3、巨4、 B 已、 A 已、レジャー、 U —ガル、エグゼクティブ、ユーヴペー 
パー、八ガキ、封筒（洋形4号、角形2号） 

-縦置き-横置き： A 4、 レター 

ト レイ優先 


シナイ、スル 


給紙選択メニューで自動給紙び設定されている場合に、プ U ンタび給紙トレイか 
ら順に給紙元を検知するかどうかを設定します。 

「シナイ」に設定すると、受信データの用紙サイズに合致するかどうかの検知は 
次の順序で行われます。 

カセット]一カセット2 *] 一カセット3*]一カセット4*]一 給紙トレイ 
「スル」に設定すると、受信データの用紙サイズに合致するかどうかの検知は、給 
紙トレイから次の順序で行われます。 

給紙トレイーカセット]一カセット2*]一カセット3*]一カセット4*] 

*1 :ペーパーフィーダ装着時のみ 


メモ 1 •自動給紙は、給紙選択メニューの「給紙モー问（一 P .6-12) で設定します。 

•本項目は、給紙選択メニューの「給紙モード」び「ジドウ」に設定されている場合にのみ 
有効です。 


ジドウ、タテオクリ、ヨコオクリ 


横置さにも縦置さにちセットでさる用紙を使うとさに、用紙の置さかたを設定し 
ます。給紙カセットや給紙トレイにセットした用紙の置さかたび、横置さのとさ 
は「ヨコオク U 」 に、縦置きのときは「タテオク U 」 に設定します。自動的に認 
識させたいときは「ジドウ」に設定します。 

なお、本項目は置きかたを設定するだけなので、本項目を変更してち用紙に印字 
する向さは変わりません。 

[タテオク U ] [ヨコオク U ] 




搬送方向 


共通セットアップメニユ I の設定項目 
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.本項目を「スル」に設定しても、給紙トレイの用紙サイズ、用紙タイプ、用紙名称と受信 
データの用紙サイズ、用紙タイプ、用紙名称び異なるとさは、給紙トレイからは給紙され 
ません。 


• 受信データによっては、受信データと同じ用紙サイズの給紙カセツトの給紙元表示ランプ 
び点灯しているとさに、本項目び「スル」に設定されていてを給紙トレイから給紙されず 
にカセツトから給紙される場合びあります。 

•カセット2、カセット3、カセット4はオプションです。 


自動選択 


トレイ . ツ カウ、 ツカワナイ 

カセット1 . ツ カウ、 ツカワナイ 

カセット 2*. ツ カウ、 ツカワナイ 

カセット 3*. ツ カウ、 ツカワナイ 

カセット 4*. ツ カウ、 ツカワナイ 


* 「カセット2」、「カセット3」、「カセット4」は、オプションのペーパーフィーダび装着されている場 
合にのみ表示されます。 

自動給紙び設定されている場合に、自動給紙の対象となる給紙元を設定します。 
給紙トレイ、給紙カセットのそれぞれについて設定します。 

「ツカウ」に設定すると、それぞれの給紙元を自動給紙の対象とします。「ツカワ 
ナイ」に設定すると、それぞれの給紙元を自動給紙の対象としません。 


メモ 1 •自動給紙は、給紙選択メニューの「給紙モード」（一 P.6-12) で設定します。 

デフオルト用紙タイプ 


つツクシ、 アツガミ、アツガミ H、OHP 


通常使用する用紙のタイプを設定します。本プ U ンタでは、ここで設定された用 
紙のタイプに最適な印刷モードび内部的に設定されます。 

各印刷モードは、次のような用紙に対応しています。 

.「フツウシ」 普通紙、再生紙 

•「アツガミ」 厚紙 （106 浸/ m 2 〜 135 g / m 2). ラベル用紙 

.「アツガミ川 厚紙 （1 日 6 g / m 2 〜13己 g / m 2)、 ラベル用紙 


.「0 HP 」 0 HP フイ J レム 


重要 


.「アツガミ」、「アツガミ H」、「0HP」 のいずれかに設定した場合、両面印刷は行えません。 
また、印刷速度び遅くなります。 


資■メモI • 「アツガミ」に設定してプ U ントした結果、定着性をより改善したいときは、「アツガミ H」 
に設定してお試しください。 

•通常、 Windows パソコンや Macintosh パソコンからプ U ントする場合は、プ U ンタドラ 
イバで用紙タイプを設定します。 MS-DOS や UNIX などを 0S とするパソコンからプ U 
ントする場合 （L 目 P-281 日のみ）で用紙タイプび設定でさないとさは、本項目で設定し 
て < ださい。 
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•封筒の場合は、「トレイ用紙サイズ」（一 P.3-14) で「フウトウ Y4J または「フウトウ 
K2J に設定すると自動的に封筒に適した印字モードでプ U ントされます。このメニュー 
で設定する必要はありません。 

•八ガキの場合は、「トレイ用紙サイズ」（^ド.3-14)で「八ガキ」に設定すると自動的に 
八ガキに適した印字モードでプリントされます。このメニューで設定する必要はありませ 
ん。 


トレイ用紙タイプ 


つツクシ、 アツガミ、アツガミ H 、 OHP 、 フリー 


給紙トレイにセットする用紙のタイプを設定します。本プ U ンタでは、ここで設 
定された給紙トレイの用紙のタイプに最適な印刷モードび内部的に設定されま 


す。 

厚紙 （106 g / m 2 〜 13己浸/ m 2 ) に印刷する場合は「アツガミ」、 OHP フィル 
ムの場合は「日 HP 」、 ラベル用紙の場合は「アツガミ」に設定します。 

給紙トレイを使う場合で、プ U ンタドライバを使用でさない日 S ( MS - D 日 S や 
UNIX など）からプリントする場合は、必ずトレイ用紙タイプとデフオルト用紙 
タイプの設定を一致させます。 


重要 


•本プ U ンタでは、給紙トレイにセットされた用紙のタイプに応じて、内部的に最適な印刷 
モードに切り替えて印刷します。給紙トレイにセットした用紙のタイプと印刷モードび異 
なると、エンジンに重大な故障び生じる恐れびあります。 

Windows や Macintosh から給紙トレイを使ってプ U ントする場合は、給紙トレイに 
セットされた用紙のタイプと「トレイ用紙タイプ」の設定、およびプ U ンタドライバの 
「用紙タイプ」の設定を必ず一致させてください。プ U ンタの設定とプ U ンタドライバの 
設定び一致していないとエラーメッセージび表示され、プ U ンタは停止します。 

また、プ U ンタドライバを使用できない 0S (MS-DOS や UNIX など）からプ U ントす 
る場合は (LBP-2810 のみ）、給紙トレイにセットされた用紙のタイプと「トレイ用紙 
タイプ」の設定、および「デフォルト用紙タイプ」の設定を必ず一致させてください。 

•「フ U —」に設定すると、プ U ンタドライバで設定した用紙タイプのチェックを行いませ 
ん。プ U ンタドライバで設定した用紙と給紙トレイにセットした用紙のタイプび合ってい 
るかを必ず確認してお使いください。 

• OHP フィルムにプ U ントする場合は、本プ U ンタ専用の「キヤノンカラーレーヴ OHP 用 
紙 TR-3A4 (A4 サイズ)」をお使いください。 

•「アツガミ」、「アツガミ H」、「OHP」 のいずれかに設定した場合、両面印刷は行えません。 
また、印刷速度び遅くなります。 


メモ 1 •「アツガミ」に設定してプ U ントした結果、定着性をより改善したいときは、「アツガミ H」 
に設定してお試しください。 

•封筒の場合は、「トレイ用紙サイズ」（一 P.3-14) び「フウトウ Y4J または「フウトウ 
K2J に設定されていれば、この項目で設定する必要はありません。 

•八ガキの場合は、「トレイ用紙サイズ」（一 P.3-14) び「八ガキ」に設定されていれば、 
このメニューで設定する必要はありません。 

•給紙選択メニューの「トレイ用紙タイプ」でを同様の設定びでさます（一 P.6-13)。 
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手差し両面 


1 メンメ、2 メンメ 

給紙トレイにセツトした普通紙や厚紙を手動で両面プ U ントするときの印刷面 
を設定します。 

表面（最初にプリントする面）にプ U ントするときは「1メンメ」を設定します。 

裏面（一度プ U ントした用紙の裏面）にプ U ントするとさは、「2 メンメ」を設 
定します。 


重要 


•本プ U ンタで一度プ U ントした用紙の裏面にプ U ントする場合は、必ず「2 メンメ」を設 
定してください。 

•八ガキに両面プ U ントする場合は、先に裏面（文面側の面）をプ U ントしてくださし、次 
に「2 メンメ」を設定して表面（宛名側の面）をプ U ントしてください。 


両面巧刷 


シナイ、 スル 


用紙の片面にプ U ントするか両面にプ U ントするかを設定します。 
「スル」に設定すると、用紙の両面にプ U ントします。 


重要 


.通常、 Windows パソコンや Macintosh パソコンからプ U ントする場合は、プ U ンタド 
ライバで両面印刷を設定します。 MS - D 日 S や UNIX などを日 S とするパソコンからプ U 
ントする場合で、両面印刷び設定でさないとさは、本項目で設定してください。 


メモ]. A 3、巨4、 A 4、 目己、レジャー、 U - ガル、レター、エグゼクティブサイズの普通紙のみ 
両面プ U ントでさます。詳しくは「ユーヴーズガイド」を参照してください。 

. □ゴ入りの用紙などに両面プ U ントするときは、次のよラに用紙をセットしてくださし、 
•給紙カセットからプ U ントするときは、]ぺージ目のプ U ント面を下にしてセットしま 
す。 

•給紙トレイからプ U ントするときは、]ぺージ目のプ U ント面を上にしてセットします。 
•給紙選択メニューの「両面印刷」でも同様の設定びでさます（一 P .6-14)。 
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「横補正 j で調整した範囲 
X 「+」方向、 X 


裏 


表 


i 重要 


•印字位置を調整した結果、印字データび有効印字領域をはみ出る場合は、その部分び欠け 
て印字されます。 


メモ 1 .[►] を巧すたびに設定値び日.己 mm ずつ増え、 [◄] を押すたびに設定値び日.己 mm ずつ 
減ります。また、 [►] あるいは [◄] から指を離さずに押し続けていると、加減速度び 
速くなります。 


レイアウトグループの設定頃目 


レイアウトグループでは、印字の位置の調整や、とじ代用の余白の設定など、プ U ントする 
とさの体裁に関わる条件について設定でさます。 

コピー枚数 

1〜2000 

プ U ントの部数を設定します。 

設定値で指定した部数だけプ U ントされます。 

縦補正/横補正 

-50.0 mm 〜 0.0 mm 〜 +50.0 mm 

設定値で指定した値だけ、印字位置を縦ち向または横ち向にずらして調整しま 
す。 

設定値の増減につれて、印字位置は次のようになります。 

縦補正：設定値び増えると用紙の Y 方向の余白び広くなります。 

設定値び減ると用紙の Y 方向の余白び狭くなります。 

横補正：設定値び増えると用紙の X 方向の余白び広くなります。 

設定値び減ると用紙の X 方向の余白び狭くなります。 
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とじ方向 


ナガテ、 ミジカテ 

とじる位置を、用紙の長い辺（長手）にするか短い辺（短手）にするかを設定し 
ます。両面プ U ントをしてとじるときには、表面と裏面とで、とじ代の位置も自 
動的に調整します。 

とじ代用の余白の幅や、上/下/左/ちとじのいずれにするのかは、「とじ幅」 
(-►次項目）で設定します。 

「ナガテ」に設定すると、とじる位置を用紙の長い辺にします。 

用紙を縦にして両面プリン ト する場合 用紙を横にして両面プリン ト する場合 


「ミジカテ」に設定すると、とじる位置を用紙の短い辺にします。 
用紙を縦にして両面プリン ト する場合 用紙を横にして両面プリン ト する場合 


メモ I .本項目だけを設定してもとじ代をあけることはできません。「とじ幅」と組み合わせて設 
定することによって、とじ代をあけることびできます。 

とじ幅 


-30.0 mm 〜 0.0 mm 〜+30.0 mm 

とじ代用の余白をあけてプ U ントするときの、余白の幅を設定します。設定した 
値だけ画像をずらして余白を作ります。「+」の値で画像を+方向にずらし、「一」 
の値で画像を一方向にずらします。 
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♦とじ方向ととじ幅の設定 

下図の仕上りイメージを参考にして、とじ方向ととじ幅を設定してください。 


用紙を縦に使ってとじ代を 
あけてプ U ントしたいとさ 
表 裏 

(両面プ U ント時） 


用紙を横に使ってとじ代を 
あけてプ U ントしたいとさ 
表 裏 

(両面プリント時） 


とじ位置：長手 
とじ代 ：「+」方向 


とじ位置：長手 
とじ代 ：「一」方向 


とじ位置：短手 
とじ代 ：「+」方向 


とじ位置：短手 
とじ代 ：「一」方向 


用紙を縦に使ってプ U ントするか、横に使ってプ U ントするかは、アプ U ケー 
シヨンソフトなどで設定します。 
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用紙の長短どちらの辺にとじ代をあけるのかは「とじ方向」（^前項目）で設定 
します。用紙の上下左ちのどの辺にとじ代をあけるかは、「とじ方向」の設定と 
本項目の設定を「+」にするか「一」にするかの組み合わせにより決まります。 

•とじ幅を設定した結果、印字データび有効印字領域をはみ出る場合は、その部分び欠けて 
印字されます。 


メモ1 • [►] を巧すたびに設定値び日.已 mm ずつ増え、 [◄] を押すたびに設定値び日.已 mm ずつ 
減ります。また、 [►] あるいは [◄] から指を離さずに押し続けていると、加減速度び 
速くなります。 

• r 縦補正」「横補正」と本項目を同時に設定した場合は、「縦補正」「横補正」の処理び行わ 
れたあとで本項目の処理び行われます。 
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特殊両面処理 


スル、シナイ 


「両面印刷」卜 P .3-18) び「スル」に設定されている状態で、奇数ぺージのジョ 
ブをプ U ントするとさの最終ページのプ U ント面を設定します。 

本項目の設定や給紙元により、最終ページのプ U ント面は iU 下のようになりま 
す。 

•給紙カセットからプ U ントする場合 

「スル」に設定すると、セットした用紙の上の面にプ U ントして排紙します。 

「シナイ」に設定すると、セットした用紙の下の面にプ U ントして排紙します。 

• 給紙トレイからプ U ントする場合 

「スル」に設定すると、セットした用紙の下の面にプリントして排紙します。 

「シナイ」に設定すると、セットした用紙の上の面にプ U ントして排紙します。 

プレプ U ント紙など用紙の向さや表裏のある用紙にプ U ントするとさ、最終ペー 
ジの用紙の向きや表裏を前ページと合わせたいときは、本項目を「シナイ」に設 
定してください。 


メモ 1 •「シナイ」に設定すると、両面プ U ントと同じ動作をしますので、「スル」に設定したとき 
より排紙されるまでの時間び数秒遅くなります。 

•本項目は「両面印刷」を「スル」に設定したとさのみ有効です。 


曇セットアップメニユ-の豎項目 
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印字調整グループの設定頃目 


印字調整グループでは、データの解像度や高解像度印字の際のメモ U 設定など、プ U ントの 
品質について設定できます。 

データ処理 


ファイン、 クイック 


プ U ントデータを処理するとさの解像度を設定します。 

解像度は1インチあたりのドット数を示す dpi ( dot に erinch ) という単位で表 
され、数値び大さいほど高い精度でプ U ントでさます。 

「ファイン」に設定すると、解像度6日日 dpi のファインモードでプリントします。 
通常はこのモードに設定しておいてください。 

「クイック」に設定すると、300 dpi のデータに適したモードでデータを処理し 
ます。本プ U ンタじ(外のプ U ンタドライバを使用して、正しくプ U ントできない 
ときなどに設定してください。 


メモ I •本項目はデータを処理するとさの解像度を設定します。「ファイン」、「クイック」のどち 
らに設定してを、出力時の解像度は600 dpi になります。 

階調処理 


コウカイチヨウ 1、コウカイチョウ2、ヒヨウジユン 


6日日 dpi のカラー/モノク□データを、標準の階調で印刷するか、高階調で印刷 
するかを設定します。 

線画や解像度の低い データな ど、それほど高い階調び必要ないときは「ヒョウ 
ジュン」に、写真などを一般的な品質でプ U ントするときは「コウカイチョウ1」 
に、より高い品質でプ U ントするときは「コウカイチョウ S 」 に設定すると効果 
的です。 

メモ I •本項目は、ファインモードでのみ有効です。クイックモードでは無視されます。 

. データのサイズによって、高階調モードでプ U ントでさずに標準モードでプ U ントされる 
ことびあります。その場合は、標準の RAM (32 MB ) に加えてオプションの拡張 RAM 
(メインメモ U ) を増設してください。 

トナー節約 


ツカワナイ、 ツカウ 


トナーを節約してプ U ントするモードを使うかどうかを設定します。 


共通セットアップメニユ I の設定項目 
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メモ 1 .本項目を「ツカウ」に設定すると、トナーは節約できますび、プ U ント結果び薄くなり、 
不鮮明になることびあります。 

トナー濃度 C 


1〜8〜1日 


プ U ントするときのシアンの印字濃度を調整します。設定値び大きくなるほど、 
印字濃度び濃くなります。 


メモ1 •通常の使用時には、この項目で濃度を調整する必要はありません。 

•本プ U ンタをネットワークと接続し、複数台に台じ(上）同時に使用しているときに、こ 
の項目でプ U ンタ間の濃度のバラツキを微調整します。 

トナー濃度 M 


1〜8〜1日 


プ U ントするときのマゼンタの印字濃度を調整します。設定値び大きくなるほ 
ど、印字濃度び濃くなります。 


メモ1 .通常の使用時には、この項目で濃度を調整する必要はありません。 

.本プ U ンタをネットワークと接続し、複数台に台じ(上）同時に使用しているときに、こ 
の項目でプ U ンタ間の濃度のノ（ラツキを微調整します。 

トナー濃度 Y 


1〜8〜1日 


プ U ントするときのイエ□一の印字濃度を調整します。設定値び大きくなるほ 
ど、印字濃度び濃くなります。 


メモ1 •通常の使用時には、この項目で濃度を調整する必要はありません。 

•本プ U ンタをネットワークと接続し、複数台に台じ(上）同時に使用しているときに、こ 
の項目でプ U ンタ間の濃度のノ（ラツキを微調整します。 

トナー濃度 K 


1〜8〜1日 


プ U ントするときのブラックの印字濃度を調整します。設定値び大きくなるほ 
ど、印字濃度び濃くなります。 


メモ1 .通常の使用時には、この項目で濃度を調整する必要はありません。 

.本プ U ンタをネットワークと接続し、複数台に台じ(上）同時に使用しているときに、こ 
の項目でプ U ンタ間の濃度のノ（ラツキを微調整します。 


曇セットアップメニユ-の豎項目 
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カラーモード 


ジ ドウ、 カラー、モノクロ 


カラープ U ントを行うか、モノク□プ U ントを行うかを設定します。「ジドウ」に 
設定した場合は、アプ U ケーシヨンでの指示にしたびって切り替わります。 

モノク□中間調 


パターン1、パターン2 


モノク□データの微妙な階調（中間の階調）の表現方法を設定します。 
「パターン]」に設定すると、テキストデータは輪郭びはっきりと見えるディヴ 
パターンで、グラフィックデータやイメージデータは微妙な階調をなめらかに再 
現するディヴパターンで処理されます。 

「パターン2」に設定すると、テキスト、グラフィック、イメージといったデー 
夕の種類に関わらず同じディヴパターンで®理されます。 

メモ I .本項目を「パターン]」に設定すると、薄くて印字されにくい文きに対して、少し濃くな 
るような処理を行い印字します。 

•「ノ（夕ーン2」の場合、文宇1^54は当社の L 目 P -470/740/740 e /7 己0/840/850/ 
870/88 日/ 930 /930 EX /9 已 日/ 2 日 4 日/ 226 日/ 22 日日の「ノ V 。夕ーン]」と同じデイヴ 
パターンで印字します。 

カラー中間調 


テキスト . カイゾウド、 カイチョウ、シキチョウ、コウカイゾウド 

グラフィック ........ カイゾウド、 カイチョウ、シキチョウ、コウカイゾウド 

イメージ . カイゾウド、カイチョウ、 シキチヨウ、 コウカイゾウド 

テキスト、グラフィック、イメージといったカラーデータの種類ごとに、最適な 
ディヴパターンを設定します。 

「カイゾウド」に設定すると、解像度重視の線数の高いディヴパターンを使用し 
ます。エッジ部分のギヴギヴび目立たず、一般的な文字やグラフィックなどをプ 
U ントするとさに向いています。 

「カイチョウ」に設定すると、階調を優先したディヴパターンを使用します。グ 
ラデーションなどの微妙な階調をなめらかに再現するとさに向いています。 

「シキチョウ」に設定すると、色調を優先したディヴパターンを使用します。色 
ずれなどび発生するイメージをプ U ントするときに向いています。安定した色調 
でプ U ントされます。 

「コウカイゾウド」に設定すると、「カイゾウド」よりさらに線数の高いディヴパ 
ターンを使用します。小さい文字や特に細い線をプ U ントするとさに向いていま 
す。 


共通セットアップメニユ I の設定項目 
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OHP タイプ 


トウカガタ、 八ンシヤガタ 


OHP フィルムを投影するプ□ジェクタの種類によって印字モードを切り替える 
ことびでさます。 

「トウカガタ」は透過型のプ□ジェクタに、「八ンシャガタ」は反射型のプ□ジェ 
クタに適しています。 


重要 


•日 HP フイルムにプ U ントする場合は、本プ U ンタ専用の r キヤノンカラーレーヴ日 HP 用 
紙 TR -3 A 4 ( A 4 サイズ)」をお使いください。 


画質警告 


ケイゾク、 テイシ 


「階調処理」（一 P .3-23) び「コウカイチョウ]」や「コウカイチョウ2」に設 
定されていてち、大量のデータや複雑なデータなどを受信すると、処理に必要な 
メモ U び不足して、高品位のプ U ントを通常の品位に落としてプ U ントすること 
びあります。そのとさに、エラーメッセージを表示するかどうかを設定します。 

「ケイゾク」に設定すると、メッセージを表示せずに、自動的に印字品位を落と 
してプ U ントします。 

「テイシ」に設定すると、メッセージを表示してプ U ントを停止します。その場 
合、[オンライン]を押すと、印字品位を落としてプ U ントを再開します。 


メモ1 •本項目を「テイシ」に設定したとき、エラーび発生すると「36カイチョウテイカ」 
や「38ガシツテイカ」というメッセージび表示されます。この場合、[オンライン] 
を押してエラーを解除することをでさますび、処理スピードや印字品位び低下することび 
あります。 

.本項目を「テイシ」に設定して、「36カイチョウテイカ」や「38ガシツテイカ」 
というメッセージび頻繁に表示される場合は！;(下の対処を行ってください。 

I . 「印字動作」の項目を「ガシツユウセン」に設定する 

2. I の対処を行ってをメッセージび表示される場合は「階調処理」を！;(下のように 
設定する 

「コウカイチョウ2」に設定されているときは、「コウカイチョウ]」に設定する 
「コウカイチョウ U に設定されているときは、「ヒョウジュン」に設定する 
* ただし、この場合、階調を落としてプ U ントされます 

3. 2の対処を行ってをメッセージび表示される場合や、階調を落とさずにプ U ント 

したい場合は、オプションの拡張 RAM (メインメモ U ) を増設する 

.本項目を「テイシ」に設定すると、受信するデータの種類によって処理に必要なメモ U び 
不足した場合にに8ビョウガメモ U フル」というメッセージを表示してプ U ントを 
停止するよラにもなります。この場合、[オンライン]を押すとエラーを解除することび 
でさます。ただし、正しくプ U ントされない場合びあります。 
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印字動作 


ジ ドウ、 ガシツユウセン、トウ□クユウセン 


メモ U ( RAM ) の配分のしかたや、データの処理方法について設定します。 

本プ U ンタに搭載されている RAM (標準で 32 M 巳のメインメモ U ) は、データ 
を展開するための描画メモ U 、 図形などの処理のためのシステムワークメモ U 、 
受信したデータを一時的にためてお<ための受信バッファなど、いろいろな用途 
に使われます。本プ U ンタでは各用途ごとに個別に設定しなくても自動的にメモ 
U を配分し、最適な環境を実現します。 

ただし、複雑で大量のデータをプ U ントする場合や、八ードディスクを搭載して 
多彩な機能を使う場合などは、必要に応じて本項目でメモ U の配分のしかたを設 
定しておきます。 

また、本項目の設定はメモ U の配分のしかたを変えるだけではなく、データの処 
理方法ち変えるので、効率よく目的に合ったプ U ントを行うことびでさます。 

「ジドウ」に設定すると、描画メモ U 、 システムワークメモ U 、 受信バッファ用 
にそれぞれ自動的にメモ U を配分します。通常はこの設定にしておいてくださ 
い。 

「ガシツユウセン」に設定すると、描画メモ U とシステムワークメモ U を優先 
して確保します。また、できるだけ画質び低下しないようなデータの処理方法に 
するので、より確実に高品位なプ U ントびでさるようになります。ただし、プ U 
ントのスピードび若干遅くなることびあります。「ジドウ」に設定していて「36 
カイチョウテイカ」や「38ガシツテイカ」などのエラーび表示される場 
合に設定してください。 

「トウ□クユウセン」に設定すると、描画メモ U は「ガシツユウセン」の場 
合より少なく、システムワークメモ U や受信バッファは適切な値に設定します。 


そしてフォントや、オーバレイプ U ントに使用するフォームデータなどの登録用 
の領域のための空さ容量を確保します。 


重要 


•本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ード IJ 
セツト操作を行ってください。 


メモ 1 •登録用の領域として使用でさるメモ U 容量は、ステータスプ U ントの「空さメモ U 量」を 
目安にしてください。ただし、ステータスプ U ントの「空さメモ U 量」にプ U ントされる 
値はプ U ンタ待機時の値です。プ U ンタの状態、ご使用の日 S やソフトウェアなどの条件 
によっては、実際の空さメモ U 量びプ U ントされている値よりルさいことびあります。 

•「ガシツユウセン」に設定していても、オプションを装着していたり、複雑で大量のデー 
夕をプ U ントする場合、高品位な画質でプ U ントでさないことびあります。 
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♦ r ガシツユウセン」に設定した場含 

プ U ンタの搭載メモ U (メインメモ U ) によって、カラープ U ントできるデー 
タサイズ（印字保証サイズ）の目安は次のようになります。大量で複雑なデー 
夕の場合でも印字保証サイズ!;^下であれば、指定した解像度と階調で、画質を 
落とさずにプ U ントすることびでさます。 


総 ram 容量（拡張 RAM 容量） 

印字保証サイズ 

32 (標準） 

巨4 

96 (+64 M 目）* 

LGX 4 

160 (+128 MB ) * 

A 3 X 4 

256 (+256 MB ) * 

巨 4 X 8 


* 表中に(+ •• MB ) とあるのは、標準の RAM (32 MB ) に加えて必要なオプションの 
拡張 RAM (メインメモリ）の容量を示します。 

上記の印字保証サイズは、「階調処理」の項目び「ヒョウジュン」に設定され 
ていて、片面プ U ントの場合の値です。プ U ント時の階調や両面モードの設定 
によって、次のように印字保証可能なサイズび変わります。上記の表の用紙ヴ 
イズから換算してください。 


階調処理 

標準 

等倍 

高階調] 

T /2 倍 

高階調2 

T /4 倍 

両面印刷 

しない 

等倍 

する 

]/2倍 


印字保証サイズはプ U ンタの空きメモ U ( RAM ) 容量によって、上記の表の 
サイズよりもルさくなる場合びあります。空きメモ U ( RAM ) 容量は、オプ 
シヨンのコント□-ル ROM ( LBP -281 日のみ）を装着したり、フオントや 
オーバレイのデータをプ U ンタに登録したときなどに少なくなります。また、 
印字保証サイズは本項目を「ガシツユウセン」に設定しているとさのみ、ス 
テータスプ U ントで確認することびできます。 


曇セットアップメニユ-の豎項目 
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インタ フエー ス グルー プの設定頃目 


インタフェースグループでは、パソコンと接続するとさの方法や、データをやりとりすると 
きの取り決めについて設定できます。 

インタフェースグループの設定は、パソコン側のユーテイ U テイソフトからは行えません。 
必ず、プ U ンタの操作パネルで設定してください。 

インタフェース選択 


ジドウ、 セント□ニクス、 USB 、 ヒヨウジユンネットワーク *1、 カクチヨウ 
ネットワーク *2 


*1 「ヒョウジュンネットワーク」は、 LBP - 2810のみ表示されます。 

*2 「カクチョウネットワーク」は、オプションのプ U ントサーバび装着されている場合にのみ表示され 
ます。 

パソコンと接続するときのインタフェースの種類を設定します。 

「ジドウ」に設定すると、パソコンに応じて、接続しているインタフェースを自 
動的に切り替えてプ U ントすることびできます。 

先にデータを受信したインタフェースに自動的に切り替えるので、種類の異なる 
インタフェースに同時に接続しているときでも、そのつどプ U ンタ側で設定を変 
要する必要びありません。 


「セント□ニクス」 「 USB 」 「ヒョウジュンネットワーク」「カクチョウネット 
ワーク」は、それぞれのインタフェースのみを使用する場合に設定します。 


重要 


•本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ード IJ 
セツト操作を行ってください。 


メモ 1 •扳:張 RAM (メインメモ U ) を増設していない状態で、印字動作を「ガシツユウセン」 
に設定してプ U ントする場合、本項目を「ジドウ」ではなく「セント□ニクス」、 「 USB 」 
など、個別のインタフエースに設定すると、データの処理速度び速くなることびあります。 


タイムアウト 


曰〜15〜300ビヨウ、シナイ 


動作モード自動切り替えを設定している場合、プ U ンタは、データを受信すると 
コント□ールコマンドを認識して、動作モードを切り替えてプ U ントを開始し、 
データの終了を認識すると動作モードを終了します。この処理を「ジョブ」とい 
います。 
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プ u ンタ側ではジョブび終了しないと、次に違う種類のコント□ールコマンドの 
データびさても動作モード自動切り替えびでさません。このような場合に本項目 
でタイマーを設定しておくと、データび入力されなくなってから設定持間び経過 
したときに自動的にジョブを終了することびできます。 

また、アプ U ケーションソフトから排紙コマンドび送られてこないために、プ U 
ンタ内にデータび残ったままの状態のときも、本項目を設定しておくと、自動的 
に排紙することびでさます。 

設定値で指定した時間び経過すると、自動的にジョブを終了します。また、「シ 
ナイ」に設定した場合は自動ジョブ終了の機能を使いません。 


重要 


.自動ジョブ終了を設定した場合、パソコン側の処理に時間びかかると、データの途中で 
ジョブび終了して正しいプ U ント結果び得られないことびあります。その場合は、タイム 
アウトの設定時間を調節してください。 

.オプションの八ードディスク （ LBP -281 日のみ）を使用している場合は、次のように設 
定してください。 

•本項目を「シナイ」1；(外に設定してください。なるべく工場出荷時の状態の「1已ビョ 
ウ」に設定しておくことをおすすめします。 

• UPS 専用セットアップメニューの「ジョブタイムアウト」（一 P .4-13) を「スル」に 
設定してください。 


メモ 1 . ジョブ中は操作パネルのジョブランプび点好または点滅します。 
. オフライン状態のときは、自動ジョブ終了は行われません。 


セント□ニクス設定 


■ busy-ack 


A - B - A 、 A - B 、 B-A 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

巳 US 丫信号と ACKNLG 信号の出力順位を変更することびできます。通常は 「 A - 
B - AJ に設定しておいてください。 


メモ I • 各設定値ごとの巨 USY 信号と ACKNLG 信号の出力順位は次のとおりです。 
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[ A - B-AJ 




■セント□受信速度 


コウソク、 チュウソク、テイソク 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

セント□ニクスインタフェースでデータを受信する速度を設定することびでさ 


ふ 〇 

通常は「コウソク」に設定しておいてください。 


メモ 1 •「コウソク」に設定されている場合に、プ U ンタのデータ受信の速度び速すざて、パソコ 
ンからのデータ送信び間に合わなくなり、プ U ントび行われないことびあります。このよ 
うな場合は、「チュウソク」または「テイソク」に設定してください。 


■セント□送信速度 

コウソク、 チュウソク、テイソク 

* 本項目は、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

セント□ニクスインタフェースからデータを送信する速度を設定することびで 
さます。 

通常は「コウソク」に設定しておいてください。 


■インプットプライム 


ドウ ヴモー ド イ ゾン、 リセット 


本項目は、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 
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パソコンからインプットプライム（プ U ンタの U セット信号）を受信したとさの 
処理を設定します。 

「ドウヴモードイゾン（動作モード依存)」は、インタフェースの種類の設定で 
「ジドウ」または「セント□ニクス」を選択している場合に機能します。インプッ 
トプライムを受信すると、動作中のモード （ UPS 、 ESC / P 、 オプションのエミユ 
レーションのいずれか）の®理に依存します。 

「 U セット」は、インタフェースの種類の設定で「セント□ニクス」を選択して 
いる場合にのみ機能します。インプットプライムを受信すると、プ U ンタを U 
セットします。 

拡張インタフェースを使用している場合は、インプットプライムは無視されま 
す。 


@ メモ] .1」セットを行うと、いったん受信したデータびキャンセルされます。プ U ント中の場合 
は、プ U ントを中止して、残りのデータは破棄されます。 

.インプットプライムを受信し、処理をしている間は、ディスプレイに r 日3インプット 
プライム」と表示されます。 

.本項目を「ドウヴモードイゾン」に設定した場合、 UPS モードではジョブを終了しま 
す。 エミユ レーションモードでは、各モードの エミユ レーションの対象となるプ U ンタ 
( ESC/P エミユ レーシヨンでは ESC / P 準拠プ U ンタ）と同じ処理を行います。 

■双方向 


ECP 、 ニブル、ツカワナイ 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

セント□ニクスインタフェースでデータの双ち向通信を設定することびできま 
す。通常はに CP 」 に設定しておいてください。 

に CP 」 に設定すると、パソコンからプ U ンタへ、プ U ンタからパソコンへ双方 
向でデータを伝送します。 ECP モード、ニブルモードおよびバイトモードに対 
応しています。 

「ニブル」に設定すると、パソコンからプリンクへ、プ U ンタからパソコンへ双 
方向でデータを伝送します。ニブルモードおよびバイトモードに対応していま 
す。 

「ツカワナイ」に設定すると、パソコンからプ U ンタへのデータ伝送は行います 
び、プ U ンタからパソコンへのデータ伝送は行いません。 


メモ 1 •本プ U ンタのパラレルインタフェースは 、 IEEE ] 284.4規格に準拠しています。これは 
従来のセント□ニクスインタフェースを拡張したもので、パソコンとプ U ンタとの双方向 
通信、データ伝送速度の高速化、パケットプロトコルを実現しています。本プ U ンタは 
IEEE ] 284.4規格の中の ECP モード、ニブルモード、バイトモードのプ□トコルに対 
応しています。 

• お使いのパソコンやインタフェースケーブルび、プ U ンタと双ち向でデータを伝送する機 
能を持っているかどうか、あるいはどのプ□トコルに対応しているかについては、パソコ 
ンの取扱説明書を参照してください。 

•パソコン側に、プ U ンタと双ち向でデータを伝送する機能びない場合は、本項目を「ツカ 
ワナイ」に設定してください。 
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• Windows を使って本プ U ンタと双ち向通信を行ラ場合は、本プ U ンタに付属している専 
用プ U ンタドライバをお使いください。 

• Windows を使って双ち向通信をしているときに、パソコン側にエラーメッセージび表示 
された場合には、再度プ U ントを行うか、本項目を「ツカワナイ」に設定してくださし、 

• Windows を使って双ち向通信をしているときに、パソコンによっては、に CP 」 に設定 
するとデータをプ U ントでさない場合びあります。その場合は、「ニブル」または「ツカ 
ワナイ」に設定してプ IJ ントしてください。 

•本項目を「ツカワナイ」に設定したときは、 Windows のプ U ンタドライバの設定で双ち 
向通信機能を使わないように設定してください。設定については 「 UPS ソフトウェアガ 
イド」を参照してください。 


■ジョブ区切り 


シナイ、 スル 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

セント□ニクスインタフェースを使用してプ U ントしたときに不具合び発生す 
ることびあります。このようなときに「スル」に設定します。 


重要 


•「スル」に設定した場合、正しいプ U ント結果び得られないこと（文字化けや受信したジョ 
ブびプ U ントされないなど）びあります。このよラな場合には、1；(下のいずれかのち法で 
プ U ントしなおして < ださい。 

- Canon NetSpot Suite Service をインストールする 
-「双ち向」（^前項目）を「ツカワナイ」に設定する 

-プ U ンタびオンラインになっていることを確認して、パソコンからデータを送信する 


標準ネットワーク 


■ TCP/IP 


フレームタイプ . ETHERNET 2、ムコウ 

IP モード* . シユドウ、 ジドウ 

プロトコル* 

DHCP . オフ、 オン 

BOOTP . オフ、 オン 

RARP . オフ、 オン 

アドレス* 

IP アドレス .192.168.0.215 

ヴブネットマスク . 0.0.0.0 

ゲートウェイアドレス . 0.0.0.0 


本項目は、 LBP - 2810で「インタフエース選択」の項目び「ジドウ」または「ヒヨウジュンネット 
ワーク」に設定されている場合にのみ表示されます。 

「 IP モード」、「プ□卜]ル」、「アドレス」は、「フレームタイプ」び [ETHERNET 2 J に設定されて 
いる場合にのみ表示されます。また、「プ□トコル」は 「 IP モード」び「ジドウ」に、「アドレス」は 
「 IP モード」び「シュドウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 
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本プリンタに内蔵されているプ U ントサーバの TCP / IP 設定を行います。本項目 
では、 TCP / IP のフレームタイプ、 IP アドレスの取得ち法、 IP アドレス自動取 
得のプ□トコル、アドレス （ IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアド 
レス）の設定びでさます。 


重要 


.本項目で設定値を設定したあと、必ず「標準ネットワーク」の「設定登録」（^次項目） 
で登録操作を行ってください。登録操作を行わないと設定した値び有効になりませんの 
で、気を付けてください。 


メモ] .「 IP アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイアドレス」の数値を入力するには、 
[◄] または [►] を押して、入力したいアドレスの各フィールド（ピ U オドで区切られ 
た3析分の領域）にカーソルを移動し、 [▼] を押します。フィールド内の数値び点滅し、 
数値を入力でさるよラになります。 [►] を巧すと数値び増え、 [◄] を巧すと数値び減 
少します。目的の数値び表示されたら、 [▼] を押して確定します。1；(上の操作を繰り返 
して、各フィールドの数値を入力します。 

• 設定内容については、 「 TCP / IP ネットワークで使用するには」（ーネットワークガイド） 
を参照してください。 


■ 設定登録 


* 本項目は、 L 目 P - 2810で「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「ヒヨウジュンネット 
ワーク」に設定されている場合にのみ表示されます。 

標準ネットワークの設定を変更した場合に、変更した設定値を登録します。 

「ヒヨウジュンネットワーク」を選択したあと、次の階層で「セッテイトウ 
□ク」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッセージび表示 
されます。ここで[実行]を押すと登録び行われます。[実行]を押さずに[才 
ンライン]を押すと、登録を行わずに通常のプ U ントびできる状態に戻ります。 

■ ネットワーク設定初期化 


* 本項目は、 L 目 P - 2810で「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「ヒヨウジュンネット 
ワーク」に設定されている場合にのみ表示されます。 

初期化を行うと、標準ネットワークの設定内容を工場出荷時の状態に戻すことび 
でさます。 

「ヒヨウジュンネットワーク」を選択したあと、次の階層で「ネットワーク 
セッテイシヨキカ」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッ 
セージび表示されます。ここで[実行]を押すと初期化び行われます。[実行]を 
押さずに[オンライン]を押すと、初期化を行わずに通常のプ U ントびできる状 
態に戻ります。 
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拡張ネットワーク 

■ TCP/IP 


フレーム タイプ . ETHERNET 2、ム コウ 

IP モード* . シユドウ、ジドウ 

プロトコル* 

DHCP . オフ、オン 

BOOTP . オフ、オン 

RARP . オフ、オン 

アドレス* 

IP アドレス . 数値 

ヴブネットマスク . 数値 

ゲートウェイアドレス . 数値 


* 本項目は、操作パネルからのネットワーク設定をサポートしたオプションのプ IJ ントサーバび装着さ 
れていて、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「カクチョウネットワーク」に設定さ 
れている場合にのみ表示されます。 

*「 IP モード」、「プ□トコル」、「アドレス」は、「フレームタイプ」び 「ETHERNET 2」に設定されて 
いる場合にのみ表示されます。また、「プ□トコル」は 「 IP モード」び「ジドウ」に、「アドレス」は 
「 IP モード」び「シュドウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

* 工場出荷時の設定値は、装着するプ U ントサーバによって異なります。 

本プ U ンタにオプションで装着されたプ U ントサーバの TCP / IP 設定を行いま 
す。本項目では、 TCP / IP のフレームタイプ、 IP アドレスの取得方法、 IP アド 
レス自動取得のプ□トコル、アドレス （ IP アドレス、サブネットマスク、ゲート 
ウェイアドレス）の設定びできます。 


重要 


•本項目で設定値を設定したあと、必ず「拡張ネットワーク」の「設定登録」（^次項目） 
で登録操作を行つてください。登録操作を行わないと設定した値び有効になりませんの 
で、気をつけてください。 


メモ 1 • rip アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウエイアドレス」の数値を入力するには、 
[◄] または [►] を巧して、入力したいアドレスの各フィールド（ピ U オドで区切られ 
た3析分の領域）にカーソルを移動し、 [▼] を押します。フィールド内の数値び点滅し、 
数値を入力でさるようになります。 [►] を押すと数値び増え、 [イ を押すと数値び減 
少します。目的の数値び表示されたら、 [▼] を巧して確定します。(上の操作を繰り返 
して、各フィールドの数値を入力します。 

•設定内容につい口ま、オプションのプ U ントサーバに付属の取扱説明書を参照してくださ 
い。 
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■ 設定登録 


* 本項目は、操作パネルからのネットワーク設定をサポートしたオプションのプ U ントサーバび装着さ 
れていて、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「カクチョウネットワーク」に設定さ 
れている場合にのみ表示されます。 

お張ネットワークの設定を変更した場合に、変更した設定値を登録します。 

「カクチョウネットワーク」を選択したあと、次の階層で「セッテイトウ □ 
ク」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッセージび表示さ 
れます。ここで[実行]を押すと登録び行われます。[実行]を押さずに[オン 
ライン]を押すと、登録を行わずに通常のプ U ントびできる状態に戻ります。 

■ ネットワーク設定初期化 


* 本項目は、操作パネルからのネットワーク設定をサポートしたオプションのプ U ントサーバび装着さ 
れていて、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「カクチョウネットワーク」に設定さ 
れている場合にのみ表示されます。 

初期化を行うと、拡張ネットワークの設定内容を、工場出荷時の状態に戻すこと 
びできます。「カクチョウネットワーク」を選択したあと、次の階層で「ネッ 
トワークセッテイショキカ」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という 
確認のメッセージび表示されます。ここで[実行]を押すと初期化び行われます。 
[実行]を押さずに[オンライン]を押すと、初期化を行わずに通常のプ U ント 
びでさる状態に戻ります。 


コネクション認識 

スル、シナイ 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目び「ジドウ」または「ヒョウジュンネットワーク」、「カク 
チョウネットワーク」に設定されている場合にのみ表示されます。 

「標準ネット ワーク」/ 「拡張ネットワーク」を使用してプ U ントした場合に、正 
しいプ U ント結果び得られないこと（文字化けやオーバレイプ U ントび正しくで 
さないなど）びあります。そのような場合に、本項目を「シナイ」に設定してく 
ださい。 


重要 


.本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ード U 
セツト操作を行ってください。 
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動作モードグループの設定頂目 


動作モードグループでは、エミユレーシヨンの固定や優先などプ U ンタの動作モードについ 
て設定でさます。 

動作モード選択 


ジドウセンタク *1 、その他のエミユレーシヨン *1*2 、 UPS 、 ESC/P 
HEX-DUMP 、 LIPS-DUMP 


*1 「ジドウセンタク」、「その他のエミユレーション」、 「 ESC / P 」 は、 LBP - 2810のみ表示されます。 

*2 「その他のエ三ユレーション」は、オプションのコント□ール ROM び装着されている場合にのみ、 
そのエミユレーションの名前び表示されます。 

動作モード選択では、本プ U ンタび動作するモードを設定することびでさます。 
パソコンから送信されたデータによって自動的に動作モードを切り替えるか、 
UPS 、 ESC / P の各モードやオプシヨンのエミユレーシヨンモードに動作モード 
を固定して本プ U ンタを使用するかを設定でさます。 


L 巳 P -27] 日は、 ESC / P やその他のエミユレーシヨンモードを搭載できません 
ので、データを文字や図形に変換せずに、]6進コードでプ U ントする 「 hex - 
dump 」 や、 LIPS のコント□-ルコマンドの状態でプ U ントする 「 LIPS - DUMP 」 
の切り替えのみ行うことびでさます。 


「ジドウセンタク」：（自動切り替えモード） （ LBP - 2810のみ) 


パソコンから送信されたデータび、 UPS コマンド、 ESC / P エミユレーションコ 
マンド、オプションのエミユレーションコマンドのいずれを使用しているのかを 
自動的に判別して、動作モードを切り替えます。アプ U ケーションソフトからプ 
U ントする場合、通常はこのモードでお使いください。 

L 巳 P -281 日の工場出荷時は、「ジドウセンタク」び設定されています。 


重要 


• オプシヨンのコント□-ル ROM を装着している場合は、オプシヨンのエミユレーシヨン 
モードも含めて自動切り替えび行えます。ただし、本プ U ンタを旧 M 己己77、 HP - GL な 
どのプ U ンタのエミユレーシヨンとしてお使いの場合で、パソコン側で専用の八ンド 
シェークび必要な場合は、オプションのエミユレーシヨンモードに固定してお使いくださ 
い。 


メモ 1 • 工場出荷時の状態では、オプシヨンのエミユレーシヨンモードも含めてすべてのモードを 
巧象に自動切り替えを行いますび、自動切り替えの対象となるモードを限定することもで 
さます。（^自動切り替ぇ：次項目） 
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r その他のエミユレーシヨン」 （ LBP - 2810のみ） 

動作モードをオプシヨンのエミユレーシヨンモードに固定します。オプシヨンの 
コント□-ル ROM を装着している場合にのみ、そのエミユレーシヨンの名前び 
表示され、選択できるようになります。 

rups 」 ：（し IPS モード） 

動作モードを UPS モードに固定します。 

アプ U ケーシヨンソフトび使用するコント□ールコマンドび LIPS に限られる場 
合や、自動切り替えでうまく LIPS モードに切り替わらない場合にこのモードに 
します。 

LBP - S 71 日の工場出荷時は、 「 UPS 」 び設定されています。 

「 ESC / P 」 ：に SC / P エミユレーシヨンモード） （ LBP - 2810のみ） 

動作モードを ESC / P エミユレーシヨンモードに固定します。 

アプ U ケーシヨンソフトび使用するコント□ールコマンドび ESC / P に限られる 
場合や、自動切り替えでうまく ESC / P エミユレーシヨンモードに切り替わらな 
い場合にこのモードにします。 

「 HEX - DUMP 」 ：（ヘキヴダンプモード） 

パソコンから送信されたデータを図形や文字に変換せずに ] 6進コードでプ U ン 
卜します。パソコンからの出力内容を検証する場合などにこのモードにします。 

ヘキヴダンプ U ストの見かたについては、「ヘキヴダンプ U スト」（一 P .7-13) 
を参照してください。 

rUPS-DUMP 」 ： （ UPS ダンプモード） 

パソコンから送信されたデータを図形や文字に変換せずに LIPS のコント□ール 
コマンドの形式でプ U ントします。パソコンからの出力内容を検証する場合など 
にこのモードにします。 

UPS ダンプ U ストの見かたについては、 「 UPS ダンプ U スト」卜 P .7-14) を 
参照してください。 


曇セットアップメニユ-の豎項目 
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自動切り替え 


LIPS . ツカウ、 ツカワナイ 

ESC/P . ツカウ、 ツカワナイ 

オプション* . ツカウ、 ツカワナイ 


•動作モードの自動切り替えについて 

アプ U ケーションソフトのプ U ンタ選択画面で、常に特定のプ U ンタ名しか選 
択しない（特定のコント□ールコマンドしか使わない）場合 iU 外は、動作モー 
ドは自動切り替えに設定しておくと便利です。 

自動切り替えに設定した場合は、受信したデータの順にコント□ールコマンド 
の種類を認識して自動的に動作モードを切り替えてプ U ントします。 

自動切り替えで正しく動作モードを切り替えたいとさは、「タイムアウト」 
P .3-29) を設定しておく必要びあります。ジョブタイムアウトは、データび 
入力されなくなってから一定時間 iU 上たつと、それまで動作していた動作モー 
ドを終了し、次の動作モードに切り替われる状態にする機能です。工場出荷時 
は、データび入力されなくなってから ] 己秒たつと、動作モードを終了するよ 
うに設定されています。 

また、本プ U ンタにはインタフェースの種類を自動的に切り替える機能ちあり 
ます。インタフェースの自動切り替えと動作モードの自動切り替えを同時に設 
定している場合は、次の順番で切り替えます。 

① インタフェースを切り替える 

データを先に受信したインタフェースに自動的に切り替えます。 

② 動作モードを切り替える 

受信したデータのコント□ールコマンドの種類を識別して、動作モードを自動 
的に切り替えます。 


インタフェース自動切替 


動作モード自動切替 


その他の 

ェ S ユレーシヨンモー ド 
(オプション） 


* 本項目は、 LBP -2810 のみ表示されます。 

* 「オプション」は、オプションのコント□ール ROM び装着されている場合にのみ表示されます。 


j LI 

PS 

モー 

. ド 1 





■|ES 

C/ 

P モ - 

- ド 1 


知 


n ント □1 ル n マンド 
の種類を識別 
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動作 モード 自動切り替えび設定され ている 場合の、自動切り替えの対象と なる 動 
作モードを設定し ます 。 UPS エミユレーシヨン、 ESC/P エミユレーシヨン、才 
プシヨンのエミユレーシヨンの各モードについて設定し ます。 

「ツカウ」に設定すると、そのモードを自動切り替えの対象とします。「ツカワナ 
イ」に設定すると、そのモードを自動切り替えの対象としません。 


好メモ 1 .動作モード自動切り替えは、「動作モード選択」（一前項目）で設定します。 

.本項目で、すべてのモードを自動切り替えの対象としない設定にしたとさに、動作モード 
自動切り替えび設定された場合は、優先エミュレーシヨンメニューで設定されたモードで 
動作します。 

.「オプション」を「ツカワナイ」に設定すると、装着されているオプションのエミユレー 
シヨンすべてび自動切り替えの対象から外れます。 

優先 エミユレーシヨン 


ESC / P 、 ナシ、その他のエミユレーシヨン*、 LIPS 


* 本項目は、 L 目 P -281 日のみ表示されます。 

* 「その他のエ三ユレーション」は、オプションのコント□ール ROM び装着されている場合にのみ、そ 
のエミユレーションの名前び表示されます。 

動作モードの自動切り替えを設定した状態で、本プ U ンタびコント□ールコマン 
ドを識別できなかった場合に、優先的に切り替える「優先エミユレーション」を 
設定しておくことびできます。 

「 ESC / P 」 

ESC/P エミユレーションモー ドを優先 エミユレーションに します。 

工場出荷時は、 「 ESC / P 」 に設定されています。 

けシ」 

優先エミユレーションを設定しません。 

コント□ールコマンドを識別できなかった場合は、 iU 前の動作モードで引き続さ 
処理をします。 

r その他のエミユレーション」 

オプションのエミユレーションモードを優先エミユレーションにします。 
オプションのコント□-ル ROM を装着している場合にのみ、そのエミユレー 
ションの名前び表示され、選択できるようになります。 

「 LIPS 」 

LIPS モー ドを優先 エミユレーションに します。 


曇セットアップメニユ-の豎項目 
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ユーザメンテナンスグループの設定頃目 


ユーヴメンテナンスグループでは、給紙元ごとの印字位置の調整やプ U ント時の処理方法の 
設定など、トラブル発生時のプ U ンタの調整について設定でさます。 

定着特殊処理 


シ ナイ、 スル 


蒸し暑いところにプ U ンタび設置されている場合に、両面印刷を行うと2面目び 
しわになることびあります。このような場合に、本項目を「スル」に設定すると、 
プ U ント結果を改善することびでさます。 


重要 


• 本項目は、普通紙にプ U ントする場合にのみ設定してください。 


•温度や湿度び低いところにプ U ンタび設置されている場合には、本項目を「スル」に設定 
しないでください。印字品質び低下します。 


印字位置調整 


縦補正（トレイ） 

横補正（トレイ） ........ 

縦補正（カセット 1) 
横補正（カセット 1) 
縦補正（カセット 2) 
横補正（カセット 2) 
縦補正（カセット 3) 
横補正（カセット 3) 
縦補正（カセット 4) 
横補正（カセット 4) 

縦補正（両面) . 

横補正（両面) . 


....0〜52〜104 
....0〜52〜104 
....0〜52〜104 
....0〜52〜104 
...0 〜52〜104 
...0 〜52〜104 
...0 〜52〜104 
...0 〜52〜104 
...0 〜52〜104 
...0 〜52〜104 
….0〜52〜104 
….0〜52〜104 


* 「縦補正（カセット2)」、「横補正（カセット2)」、「縦補正（カセット3)」、「横補正（カセット3)」、 
「縦補正（カセット4)」、「横補正（カセット4)」は、オプションのペーパーフィーダび装着されてい 
る場合にのみ表示されます。 

設定値で指定した値だけ、印字位置を縦方向または横方向にずらして調整しま 
す。 

設定値はドット数で表されており、4ドット（約日. 17 mm ) ずつ [►] または 
[◄] を押して調整することびでさます。 
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参両面の場合 
1面目 


2面目 


「52」[横補田で調整 
J >2面目 


• 両面プ U ント時の2面目の画像の向きは、プ U ントする用紙の向きや「とじち励卜 P .3- 
20) の設定によって次のように変わりますので、印字位置の調整をするときは気を付け 
て < ださい。 



印宇位置の調整を行わない場合は、「己2」に設定し、 [◄] を押して「0」に近づ 
くほど余白び狭くなり、 [►] を押して「1日4」に近づくほど余白び広くなりま 
す。「0」に設定したときは約- 2.2 mm 、 「1日4」に設定したときは約 + S .2 mm 
の調整びでさます。 


♦トレイおよびカセツト 1 〜 4 の場合 



r 已2」[横補正 j で調整 


縦/横補正 
で調整 


r 已 2」- 


正 

で 

調 

整 


ABC 


ABC 


DEF 

一 

ABC 




縦/横補正 





で調整 



F 

E 

D 


酷「縦補正」で調整 
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カウンタ初期化 

■ ETB ユニット 


ET 巳ユニットを交換したとさに本項目でカウンタの U セットを行います。 

ET 巳カウント初期化を行うことで、操作パネルに表示されている ETB ユニット 
の交換メッセージ （EH ET 目ユニットヨコク /EH ETB ユニットコウカ 
ン /ER ET 目ユニットコウカン）を消すことびできます。 

ETB ユニット」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッセー 
ジび表示されます。ここで[実行]を押すと初期化び行われます。[実行]を押 
さずに[オンライン]を押すと、初期化を行いません。 


重要 


•この操作は ETB ユニットの交換時にのみ行ってください。 ETB ユニットを交換しないで 
行うと、カウンタび正しく動作しなくなり、カート IJ ツジやプ U ンタび故障する原因にな 
ります。 


メモ] •「EH ETB ユニットコウカン」び表示されているときは、[オンライン]を押して 「ER 
ETB ユニットコウカン」を表示させてから本項目で初期化を実行してください。 


■定着器 


定着器を交換したとさに本項目でカウンタの U セットを行います。 

定着器カウント初期化を行うことで、操作パネルに表示されている定着器の交換 
メッセージ （ E 己テイチヤクキヨコク）を消すことびでさます。 

「テイチヤクキ」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッセー 
ジび表示されます。ここで[実行]を押すと初期化び行われます。[実行]を押 
さずに[オンライン]を押すと、初期化を行いません。 


重要 


.この操作は定着器の交換時にのみ行ってください。定着器を交換しないで行ラと、カウン 
夕び正しく動作しなくなり、プ U ンタび故障する原因になります。 


特殊モード J 

ツカワナイ、 ツカウ 


トレイ用紙サイズを「フ U —」に設定した場合に、「4]プ U ントチェック」を 
表示させてプ U ントを中断するか、プ U ント速度を遅くしてプ U ントするかを設 
定します。 

「ツカワナイ」に設定すると、アプ U ケーシヨンソフトで指定した用紙サイズと 
実際に給紙トレイにセットされた用紙サイズび異なる場合、「4]プ U ント 
チェック」び表示されて、プ U ントび中断されることびあります。エラーとなつ 
た用紙は自動的に排紙されます。また、[オンライン]を押して、プ U ントを継 
続することちでさます。ただし、正しくプ U ントされなかったり、紙づまりび発 
生することびあります。 
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「ツカウ」に設定すると、アプ U ケーシヨンソフトで指定した用紙サイズと実際 
に給紙トレイにセットされた用紙サイズび異なる場合でち、プ U ントチェックを 
行わずにプ U ントします。ただし、プ U ント速度び低下することびあります。ま 
た、アプ U ケーシヨンソフトで指定した用紙サイズの大きさでプ U ントされるの 
で、給紙トレイにセットされた用紙びアプ U ケーシヨンソフトで指定した用紙ヴ 
イズと異なる場合は、余白びあいたり、画像の一部び欠けたりすることびありま 
す。 


i 重要 


.両面プ U ント時は、本項目の設定に関わらず、「41 
プ U ントび中断されます。 


プ U ントチェック」び表示されて、 


特殊モード L 


ツカワナイ、 ツカウ 


A 3 や B 4 サイズなどの大さいサイズの用紙に連続してプ U ントした結果、用紙 
の後端にトナーの巧れび付着することびあります。このような場合に、本項目を 
「ツカウ」に設定すると、プ U ント結果を改善することびできます。 

f 葡 M .問題び解決した場合、設定値を工場出荷時の状態の「ツカワナイ」に戻してください。 
.本項目を「ツカウ」に設定すると、プ U ント速度び遅くなることびあります。 

OHP フィルム鏡像 


シナイ、 スル 


プ U ントした日 HP フイルムをプ□ジェクタに置いたとさ、次のように日 HP フイ 
ルムび反ってしまうことびあります。 



このようなときは、本項目を「スル」に設定してください。「スル」に設定する 
と、鏡像でプリントします。鏡像でプ U ントした日 HP フイルムは次のようにプ 
□ジェクタに置くことにより反りを抑えることびできます。 
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(gZE • Windows 用プ U ンタドライバを使わずに本項目を「スル」に設定してプ U ントした場合、 
排紙した日 HP フィルムは、鏡像でプ U ントされるため上向き（フェースアップ）で排紙 
したようになります。複数ページの OHP フィルムびプ U ントされ、排紙トレイに積み重 
なると、逆順に積み重なったようになります。このようなことを避けるには、]枚ずつ 
OHP フィルムを取り除くか、アプ U ケーシヨンソフトで逆順でプ U ントする設定にして 
<ださい。 

Windows 用プ U ンタドライバを使って鏡像でプ U ントした場合は、排紙した日 HP フイ 
ルムはページ順に積み重なります。 


.本項目は、日 HP フィルムにプ U ントした場合にのみ有効です。中差し用紙にプ U ントす 
る場合でも、 OHP フイルムにのみ鏡像でプ U ントします。 

特殊印字処理 


■日 HP フイルム特殊処理 


シ ナイ、 スル 


蒸し暑いところに保管されていた日 HP フイルムを使用すると、印字むらび出る 
馆枚\的に印字び薄くなる）ことびあります。このようなときに本項目を「スル」 
に設定すると、プ U ント結果を改善することびでさます。 


重要 


•本項目は、日 HP フィルムを使用する場合にのみ設定してください。 

•本項目は、電源を切るか八ード U セット操作を行うと、自動的に「シナイ」に戻ります。 

•温度や湿度び低いところに保管されている日 HP フィルムを使用する場合には、本項目を 
「スル」に設定しないでください。印字品質び低下します。 

•設置環境や印宇する画像によっては、本項目を「スル」に設定してもプ U ント結果び改善 
されない場合びあります。このようなとさは、お買い巧めの販売店または、キヤノン販売 
(株）「お客様相談センター」にお問い合わせください。 


■薄紙特殊処理 

シ ナイ、 スル 


冬場など乾燥したところに保管されていた薄手の用紙や、ざらついた用紙に両面 
プ U ントすると、2面目の画像に白い水玉び生じることびあります。このような 
とさに本項目を「スル」に設定すると、プ U ント結果を改善することびでさます。 


重要 


.本項目は、電源を切るか八ード U セット操作を行うと、自動的に「シナイ」に戻ります。 

•温度や湿度び高いところに保管されている用紙を使用する場合には、本項目を「スル」に 
設定しないでください。印字品質び低下します。 

•設置環境や印宇する画像によっては、本項目を「スル」に設定してもプ U ント結果び改善 
されない場合びあります。このようなとさは、お買い巧めの販売店または、キヤノン販売 
(株）「お客様相談センター」にお問い合わせください。 
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■ サービス特殊設定 


ツカワナイ、 セツテイ A 、 セツテイ B 


特定の環境でプ U ンタを使用したり、特定の用紙を使用すると、正しくプ U ント 
できなかったり、印字品質び低下することびあります。このようなときは、問題 
を解決するために、使用する環境や用紙に合わせたプ U ント設定を専門のヴービ 
スマンび行うことびあります。サービスマンび行った設定は「セツテイ A 」 また 
は「セツテイ目」に登録されていますので、サービスマンの指示にしたびって 
「セツテイ A 」 または「セツテイ B 」 に設定してプリントします。 


重要 


• サービスマンの指示びない限り、本項目の設定を変更しないでください。 

.本項目は、電源を切るか八ード U セツト操作を行うと、自動的に r ツカワナイ」に戻ります。 


封筒 Y 4 横送り 


シナイ、 スル 


プ U ンタの使用環境（低温低湿環境）によっては、洋形4号の封筒にプ U ントす 
ると、印字品質び低下することびあります。このような場合に、本項目を「スル」 
に設定すると、プ U ント結果を改善することびできます。 


重要 


•問題び解決した場合、設定値を工場出荷時の状態の「シナイ」に戻してください。 

•本項目を「スル」に設定した場合は、図のように封筒のふたを開けて、ふたび奧側になる 
向さにセツトして<ださい。 
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LIPS 専用セットアップ 
メニューの設定頃目 


CHAPTER 


この章では、 LIPS モードに固有の LIPS 専用セットアップメニューで設定できる内容につい 
て説明しています。 LIPS 専用セットアップメニューは、 LBP - 2810のみ設定できます。 



UPS 専用セットアップメニュー設定項目一覧 .4-2 

UPS 専用セットアップメニューの設定項目 .4-4 

お大/縮ル .4-4 

複数ぺージ印刷 .4-4 

複数ぺージ余白 .4-6 

ぺージの向き .4-7 

才ーバレイ]/才ーバレイ2 .4-7 

カラーオーバレイ .4-8 

スタートアップマクロ .4-9 

漢字〕ード .4-9 

文字サイズ .4-10 

漢字書体 .4-1 1 

ANK 書体 .4-1 1 

漢字グラフィックセット .4-1 1 

6数 .4-11 

臟 .4-12 

自動改ぺージ .4-12 

自動改行 .4-12 

CR 機能 .4-12 

LF 機能 .4-13 

網かけ解像度 .4-13 

ジョブタイムアウト .4-13 

白紙節約 .4-14 
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LIPS 専用セットアップメニユー設定頃目一覧 


■ 表の見かた 

. UPS 専用セットアップメニューは、 LBP -281 日のみ表示されます。 
• 太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 


設定項目 

設定値 

内容 

拡大/縮ル 

シナイ、 一 A 3、一 目4、一 A 4、 一 
目已、一 A 已、一八ガキ、ーリーガル、 

-►レター 

扳:大または縮小プ U ントの設定をします。 

複数ページ印刷 

シナイ、 2ページ （ ヒダリ）、2ペー 
ジ（ミギ）、4ぺージ（ヨコ-ヒダリ）、 
4ぺージ（ヨコ-ミギ）、4ぺージ（夕 
テ-ヒタ'リ）、4ぺージ（タテ-ミギ） 

複数のページを縮ルして並べ、 ] ページにプ 
U ントします。 

複数ページを白 

パターン 1、 パターン2 

「複数ページ印刷」時の、余白のとりかたを 
設定します。 

ページの向さ 

タテ、 3コ 

用紙を縦に使用するか横に使用するかを設 
疋します。 

オーバレイ1/2 

シナイ、 日〜32767 

オーバレイプ U ントを行うかどうかを設定 
します。 

カラーオーバレイ 

シナイ、 スル 

カラーオーバレイページを使うかどうかを 
設定します。 

スタートアップマクロ 

〇〜 30 〜32767 

スタートアップマク□機能を使用するかど 
うかを設定します。 

漢字コード 

JIS 、 シフト JIS 、 EUC、DEC 

パソコンの種類に応じて、漢字コードを設定 
します。 

文字サイズ 

10ポイント、 12ポイント、8ポイント 

印字する文字の大ささをポイント数で設定 
します。 

漢字書体 

S ンチヨウ、 ゴシック 

漢字やひらびななどの全角文字の書体を設 
疋します。 

ANK 書体 

ミンチヨウ、 ゴシック、ラインプリン 
夕 

半角英数字や半角カナなどの ANK 文字の書 
体を設定します。 

漢字グラフィックセット 

JIS 90、 JIS 78 

」に漢字コードで使用する漢字グラフィック 
セットを設定します。 

行数 

6 LPI 、 8 LPI 、 1日〜99 

] インチまたは ] ページにプ U ントする行 
数を設定します。 

が数 

ジドウ、 1 OCPI 、 1 2 CPI 、 1已 CPI 、 10 
〜200 

] インチまたは ] 行にプ U ントする文字数 
を設定します。 
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UPS 専用セットアップメニユ I の設定項目 
















































自動改ページ 

スル、 シナイ 

改ページコード ( FF ) を受信しなくてを、自 
動的に改ページしてプ U ントするかどうか 
を設定します。 

自動改行 

スル、 シナイ 

復帰コード （ CR ) や改行コード ( LF ) を受 
信しなくても、自動的に改行してプ U ントす 
るかどうかを設定します。 

CR 機能 

CR ノ S、CR+LF 

復帰コード ( CR ) を受信したときの、印字 
位置の移動のしかたを設定します。 

LF 機能 

し F ノ己、 LF+CR 

改行コード ( LF ) を受信したとさの、印字位 
置の移動のしかたを設定します。 

網かけ解像度 

クイック、 ファイン 

ファインモード時の網かけデータの解像度 
を設定します。 

ジョブタイムアウト 

シナイ、 スル 

共通セットアップメニューで設定した「タイ 
ムアウト」を有効にするかどうかを設定しま 
す。 

白紙節約 

ツカウ、 ツカワナイ 

白紙ページを排出するかどうかを設定しま 
す。 


LIPS 専用セツトアップメニュー設定項目一覧 


4-3 



























LIPS 専用セットアップメニユーの設定頃目 


UPS 専用セツトアップメニューでは、拡大/縮ルプ U ントや複数ページ印刷などについて 
設定でさます。 


メモ I . UPS 専用セットアップメニューは、 LBP-281 日のみ設定できます。 


拡大/縮ル 


シナイ、一 A 3、一 B 4、 一 A 4、 一 B 日、一 A 日、一八ガキ、一 U — ガル、ーレター 

拡大または縮小プ U ントの設定をします。 

アプ U ケーシヨンソフトで作成したデータサイズと、設定値で指定した出力用紙 
サイズから、自動的に倍率を計算し、拡大/縮ルしてプ U ントします。 

メモ I •アプ U ケーシヨンソフトで作成するデータのサイズび定形サイズ （A4、 目己など）でない 
場合は、正しく拡大/縮ルされないことびあります。 

• 拡大/縮ルの処理は、データの左上端を基点として処理します。 

•拡大/縮ルでプ U ントすると、線の太さにムラび生じたり、細い線び消えたりすることび 
あります。 

•アプ U ケーシヨンソフトからのコマンドの内容によっては、正しく拡大/縮ルしてプ IJ ン 
卜されないことびあります。 

• 扳:大/縮小率び2日〜2日日％の範囲を超える場合は、拡大/縮ルは行われず等倍でプ IJ ン 
卜されます。この場合正しいプ U ント結果にはなりません。 

複数ページ印刷 


シナイ、2ぺージ（ヒダリ）、2ぺージ（ミ羊）、4ぺージ（ヨコ-ヒダリ）、4 
ぺージ（ヨコ-ミ羊）、4ぺージ（タテ-ヒダリ）、4ぺージ（タテ-ミ羊） 

アプ U ケーシヨンソフト側で作成したデータを、2ページ分または4ページ分を 
並べて]ページにプ U ントでさます。 

「S ページ（ヒダ U)」 に設定すると、2ページ分のデータを左または上から並べ 
てプ U ントします。 


用紙を縦に使ってプリントする場合 用紙を横に使ってプリントする場合 
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「2ページ（ミギ)」に設定すると、2ページ分のデータをちまたは下から並べて 
プ U ントします。 


用紙を縦に使ってプ U ントする場合 


用紙を横に使ってプ U ントする場合 


T 


2 


「4ぺージ（ヨコーヒタ U)」 に設定すると、4ぺージ分のプ'—夕を、左上から横 
方向に並べてプ U ントします。 


用紙を縦に使ってプ U ントする場合 


用紙を横に使ってプ U ントする場合 



「4ぺージ（ヨコーミギ)」に設定すると、4ぺージ分のプ'—夕を、ち上から横方 
向に並べてプ U ントします。 


用紙を縦に使ってプ U ントする場合 


用紙を横に使ってプ U ントする場合 



「4ページ（タテーヒダ U)」 に設定すると、4ページ分のデータを、左上から縦 
方向に並べてプ U ントします。 


用紙を縦に使ってプ U ントする場合 


用紙を横に使ってプ U ントする場合 
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「4ページ（タテーミギ)」に設定すると、4ページ分のデータを、ち上から縦ち 
向に並べてプ U ントします。 


用紙を縦に使ってプ U ントする場合 用紙を横に使ってプ U ントする場合 



メモ1 •異なるヴィズのぺージデータを並べて T ページにプ U ントすることはでさません。 

•拡大/縮ルと複数ページ印刷を同時に設定し縮ル率び2已％よりルさくなる場合、複数ペー 
ジ印刷は行われず正しいプリント結果にはなりません。 

複数ぺージ舶 


パ ターン 1、 パ ターン 2 

「複数ページ印刷」の機能を使って2ページ分または4ページ分を並べてプ U ン 
卜する場合の、余白のとりかたを設定します。 

「パターン1」に設定すると、各ページび接する部分に余白をつけてレイアウト 
します。 



「パターン2」に設定すると、各ページび接する部分に余白をつけずにレイアウ 
卜します。 



メモ1 •「パターン]」と「パターン2」とでは余白のとりかたび違うため、画像の縮ル率び異なり 
ます。「パターン！」よりも「パターン2」のほラび若干画像び大きくなります。 

•「パターン2」に設定した場合でも、用紙の長辺と短辺の比率によっては、余白びつくこ 
とびあります。 
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ぺージの向さ 


「ヨコ」に設定すると、用紙をセットした向き（置きかた）に関わらず、用紙を 
横に使用してプ U ントします。 

i i 用紙を横置さにセットした場合 用紙を縦置さにセットした場合 


才ーパレイ1/才ーパレイ2 


シナイ、〇〜32767 


オーバレイプ U ントを行うかどうかを設定します。オーバレイプ U ントを行う場 
合は、オーバレイプ U ントで使用するフオーマットデータの番号を指定します。 
オーバレイプリントとは、各ページに共通するタイトルや表組みなどのフオー 
マットを、あらかじめプリンタのオーバレイ領域に登録し、後から別のデータを 
重ねてプ U ントする機能です。オーバレイプ U ントを行うと、各ページ共通の 
データを、ページごとにアプ U ケーシヨンソフト側から送る必要びないため、効 
率良くプ U ントすることびできます。 

オーバレイ領域には、]ページ分のフオーマットを最大で32,768種類登録す 
ることびできます。フオーマットの作成や登録は、アプ U ケーシヨンソフト側か 
ら LIPS のコント□ールコマンドで行います。登録の際にはフオーマットに日〜 
3 S 767 の番号をつけて登録します。本項目では、オーバレイ]あるいはオーバ 
レイ2として、どの番号のフオーマツトを選択するかという設定だけを行います。 



タテ、ヨコ 


用紙を縦に使用してプ U ントするのか、横に使用してプ U ントするのかを設定し 
ます。 

「タテ」に設定すると、用紙をセットした向き（置きかた）に関わらず、用紙を 
縦に使用してプ U ントします。 

i i 用紙を横置さにセットした場合 用紙を縦置さにセットした場合 



搬送方向 
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>Bsm 



搬送方向 
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メモ I .オーバレイの内容は、電源をオフにするか、八ード U セット操作を行うと削除されます。 
.オーバレイ領域に登録したフオーマットデータの内容や番号、サイズは、 UPS 専用ユー 
ティ U ティの「オーバレイプ IJ ント」、「オーバレイ U スト」で確認することびでさます 
(一 P.6-4)。 

. 登録するフオーマットを LIPS のコント□ールコマンドでプ□グラミングするときは、才 
プシヨンの「プ□グラマーズマニュアル」を参照してください。 

カラーオーバレイ 


シナイ、スル 


オーバレイプ U ントのモノク□のフォーマットを登録する際に、モノク□データ 
をカラーモードで使用可能にするかどうかを設定します。本項目では、モノクロ 
のフォーマットをカラー化するかどうかを設定するだけで、登録そのちのは行い 
ません。フォーマットの作成や登録は、アプ U ケーションソフト側から LIPS の 
コント□-ルコマンドで行います。また、才ーバレイプ U ントを行うかどうかは、 
はーバレイ]」、けーバレイ S」 （一前項目）で設定します。 

「シナイ」に設定すると、オーバレイプ U ントのモノク□のフォーマットをカラー 
データ化しません。 

「スル」に設定すると、オーバレイプ U ントのモノク□のフオーマットをカラー 
データ化します。 


@ メモ] •本項目は、「カラーモード」（一 P.3-2 己）を「カラー」に設定してあるときのみ有効です。 


オーバレイ領域に登録したフォーマット 






















グループ別売上 


オーバレイプリント 


アプ U ケーシヨンソフトから 
送信された データ 


3月 

110220 B 


2月 

96200 B 


70000 
20 


81000 
旧。 
00 



] 月 



A 

10己880 

B 

9已4己0 

C 

己己000 

□ 

117700 

E 

90已已〇 

F 

8己已00 


[am 10220 | b [ 81000 


2月 


0 白已200 1^ 70000 


A 

10己880 

B 

9已4己0 

C 

己己000 

□ 

117700 

E 

90已已〇 

F 

8己已00 


グループ別売上 
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スタートアップマクロ 


〇〜 30 〜32767 


スタートアップマク□機能を使用するかどうかを設定します。使用しない場合は 
「0」を、使用する場合は実行したいマク□番号を指定します。 

スタートアップマク□機能は、あらかじめパソコン側で作成した LIPS のコント 
□ールコマンドのプ□グラムを、プ U ンタのマク□領域に登録しておき、 U セッ 
トコマンド（八ードリセット、ソフト U セット、パラメータリセット）で実行す 
るようにする機能です。 

マク□領域には、最大で！〜32,767番までの32,767種類のプ□グラムを登 
録することびできます。登録は、アプ U ケーシヨンソフト側から UPS のコント 
□ールコマンドで行います。プ U ンタ側では、本項目で実行したいマク□の番号 
の選択だけを行います。選択した番号のマク□は U セツトを行うたびに実行され 
ます。 


メモ 1 •登録したマク□の番号やサイズなどは、 UPS 専用ユーティ U ティの「マク au スト」で 
確認することびできます（一 P . 目-己）。 

•登録するプ□グラムを UPS のコント□ールコマンドでプ□グラミングするときは、オプ 
シヨンの「プ□グラマーズマニュアル」を参照してください。 

漢字コード 


JIS 、 シフト J 旧、 EUC、DEC 


パソコンで使用している漢字コード体系に応じて、漢字コードを設定します。通 
常は 「JIS」 に設定しておきますび、次のような場合に 「JIS」iU 外に設定します。 
•アプ U ケーションソフトを使わず、 MS-DOS のテキストデータをそのままプ U 
ントするときには「シフト JIS」 を設定します。 

• UNIX を 0S とするワークステーションやパソコンを使用するときにはに UC」 
(Extended Unix Code : UNIX 拡張〕ード）を設定します。 

• DEC 漢字コードを採用しているワークステーションを使用するときには 「DEC」 
(DEC コード）を設定します。 

各漢字コードの文字セットは、次のように G 日〜 G3 の割り当てテーブルに割り 
当てられます。 


UPS 専用セットアップメニユ I の設定項目 


UPS 専用セツトアップメニューの設定項目 


4-9 










シフ KJ に 

JIS 

EUC 

DEC 

GO 

半角英数字 

半角英数字 

半角英数字 

半角英数字 

G 1 

半角カナ 

半角カナ 

全角漢字 

半角カナ 

G 2 

全角漢字 

全角漢字 

半角カナ 

全角漢字 

G 3 

漢字縮小 

漢字縮ル 

全角漢字 

全角漢字 


GL 

GO 

GO 

GO 

GO 

GR 

G 1 

G 1 

G 1 

G 3 

ペア 

GCKG 1 

GCKGl 

解除 

解除 


嫁メモ I 


• 「シフト JIS 」 に設定した場合は、 UPS の c ] 制御命令は使用できなくなりますび、ビット 
長を7ビット形式で送信すれば、 UPS のコマンドとして動作します。 

• 本項目で漢字コードを設定するということは、漢字コード体系に応じて文字セットを割り 
当てテーブルに割り当てるということです。 JIS で規定されていない拡張文宇などはプ U 
ントされません。 

上記外の漢宇コードを使用する場合は、アプ U ケーシヨンソフト側で文字セットを割り 
当てて < ださい。 

• 指定された文字セットびを在しない場合は、近い属性の文字セットを使用してプ IJ ントし 
ます。 

• JIS 漢宇コードには「新 JIS 」 と「旧 JIS 」 びあります。新 J にと旧 JIS の切り替えは、「漢 
字グラフィックセット」（一 P .4-1]) で設定します。 

• UNIX では EUC を採用していますび、中には日 S のデノ くイスドライノ（び JIS 漢字コードな 
どに変換するものをあります。詳しくは、パソコンの操作説明書を参照してください。 


文字サイズ 


10 ポイント、 12ポイント、8ポイント 


印字する文字の大きさをポイント数で設定します。 

1ポイントは約日.3己 mm (1/72") です。 

コント□-ルコマンドで LIPS III または LIPS IV を使用しているときと 、 LIPS 
II +を使用しているときとでは同じ設定値でち、実際にプ U ントされる大きさび 
次のように異なります。 

「1日ポイント 」： LIPS III / IV 二 ] 日ポイント UPS II +二 9.6 ポイント 
「1 S ポイント 」： LIPS III / IV 二12ポイント LIPS II +二] 2ポイント 
「8ポイント 」： LIPS III / IV 二8ポイント UPS II +二 7.2 ポイント 


設定値 

LIPS III/IV 

LIPS 11 + 

8 ポイント 

8 

文字サイズ 

7.2 

文字サイズ 

] 日ポイント 

10 

文字サイズ 

9.6 

文字サイズ 

ポイント 

12 

文字サイズ 

12 

文字サイズ 


0■メモ ] •UPS 11+のときのポイント数（7.2、 9.6) はディスプレイに表示されません。 
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漢字書体 

5ンチヨウ、ゴシック 


漢字やひらびななどの全角文字の書体を設定します。 


「 S ンチョウ」 

「ゴシック」 

明朝体 

ゴシック体 


ANK 書体 

5ンチヨウ、ゴシック、ラインプ U ンタ 


半角英数字や半角カナなどの ANK 文字の書体を設定します。 
ANK とは、 Alphabets Numeric 、Kama の略です。 


S ンチョウ 

123 

ABC 

ミン チョウタイ 

ゴシック 

123 

ABC 

いックタイ 

ラインプ U ンタ 

123 

ABC 

ライソフ0リソタ 


漢字グラフィックセット 


JIS90 、 JIS78 


「漢字コード」 P .4-9) の種類で 「 JIS 」 を選択した場合に使用する漢字グラ 
フイツクセツトを設定します。 

JIS 漢宇コードには惭 JIS ( JIS 9 日)」と「旧 JIS ( JIS 78)」 びあります。新 
JIS コードは、旧 JIS コードに特殊記号、畳線、漢字などを追加、変更したものです。 


メモ I •グラフィックセットとは、パソコンからのコードに対して、どの文字を割り当てるかとい 
う取り決めです。それを示したものびコード表です。 

•新 J IS と旧 JIS の漢字コード表は付属の CD - ROM に収められています。 

行数 


巨 LPI 、 8LPI、 10〜99 


1インチまたは1ページにプ U ントする行数を設定します。 

LPI は Une 已 e 「 い ch の略で、1インチあたりの行数の単位を表します。 

「6 LPI 」 に設定すると、1インチに6行プ U ントします。 

「8 LPI 」 に設定すると、1インチに8行プ U ントします。 

「1日〜99」に設定すると、1ページにプ U ントする行数を]日〜99行の範囲 
で設定します。「10」を選択してから [►] を押すと行数び増え、 [◄] を押す 
と行数び減ります。 
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お数 


ジ K ヴ、10 CPI 、12 CPI 、 1己 CPI 、 10〜200 


1インチまたは]行にプ U ントする文字数を設定します。 

CPUS、Characters Per Inch の略で、]インチあたりの文字数の単位を表し 
よ9 〇 

「ジドウ」に設定すると、現在選択しているフォントに応じた文字数でプ U ント 
します。 

「1日 CPU に設定すると、]インチに]日巧プ U ントします。 

「12 CPI 」 に設定すると、]インチに] 2巧プ U ントします。 

「15 CPI 」 に設定すると、]インチに]己巧プ U ントします。 

「1日〜2日日」に設定すると、 ] 行にプ U ントする文字数を]日〜2日日の範囲 
で設定します。「10」を選択してから [►] を押すと巧数び増え、[ィ]を押す 
と巧数び減ります。 

自動改ページ 


スル、シナイ 


印字位置び有効印字領域の下端を超えようとしたとさ、改ページコード （ FF ) を 
受信しなくても、自動的に改ページしてプ U ントするかどうかを設定します。 

「シナイ」に設定すると、パソコンから改ページコード ( FF ) び送られるまで印 
字位置を変更しません。 

自動改行 


スル、シナイ 


印字位置びちマージンまたは有効印字領域のち端を超えようとしたとさ、復帰 
コード （ CR ) や改行コード ( LF ) を受信しなくても、自動的に改行してプ U ン 
卜するかどうかを設定します。 

「シナイ」に設定すると、パソコンから復帰コードにの、改行コード （ LF ) び 
送られるまで印字位置を変更しません。 

CR 機能 


饥 ノミ、 CR+LF 

復帰コードに R ) を受信したときの、印字位置の移動のしかたを設定します。 

に R ノミ」に設定すると、復帰コード （ CR ) を受信すると、印宇位置をその行 
の第一文字目（左マージン）に移動します。 

に R + LF 」 に設定すると、復帰コードに R ) を受信すると、印字位置を次の行 
の第一文字目に移動します。 
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LF 機能 


LF ノ S 、 LF+CR 


改行コード ( LF ) を受信したとさの、印字位置の移動のしかたを設定します。 

「LF ノミ」に設定すると、改行コード ( LF ) を受信すると、印字位置を次の行に 
移動します。巧位置はそのままです。 

「LF + CR 」 に設定すると、改行コード ( LF ) を受信すると、印字位置を次の行 


の第一文字目に移動します。 


網かけ解像度 


クイック、ファイン 


貧メモ] 


ファインモードでプ U ントするとさの、網かけや飾り置線のパターンの解像度を 
設定します。 

「クイック」に設定すると、3日日 dpi 用にデヴィンされたパターンを2倍に拡大 
して使用します。 

「ファイン」に設定すると、600 dpi 用にデヴィンされたパターンを使用します。 
「クイック」よりも高精度でプ U ントできます。 

•本項目は、「データ処理」（一 P .3-23) びファインモードの場合にのみ有効です。 

•データの量や種類によっては、処理に必要なメモ U び不足して、ファインモードでプ IJ ン 
卜されない場合びあります。その場合は、本項目を「クイック」に設定していた場合より 
を、「ファイン」に設定していた場合のほラび、印宇の精度び低下することびあります。 


ジョブタイムアウト 


シナイ、スル 


共通セツトアップメニューの「タイムアウト」(- P .3-29) の設定を有効にする 
かどうかを設定します。 


• オプシヨンの八ードディスクを使用している場合は、次のように設定してください。 

-本項目を「スル」に設定してください。 

-共通セットアップメニューの「タイムアウト」（一 P .3-29) を「シナイ」外に設定し 
てください。なるべく工場出荷時の状態の「1已ビヨウ」に設定しておくことをおすす 
めします。 


メモ I • LIPS 対応のアプ U ケーションソフトから ESC / P などの他のエミユレーションモードへ 
の自動切り替えびうまく行われない場合に、本項目を「スル」に設定すると、タイムアウ 
卜で UPS モードのジョブを終了して自動切り替えび行われるようになります。 
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白紙節約 


ツカク、 ツカワナイ 


アプ U ケーシヨンソフトから送られた改ぺージコード ( FF ) と改ぺージコードの 
間に EP 字するデータびない場合、そのページを白紙で排出するかどうかを設定し 
ます。 

「ツカウ」に設定すると、白紙を排出しません。「ツカワナイ」に設定すると、白 
紙を排出します。 

この機能を使用すると、白紙び排出されることびなくなり、用紙を節約すること 
びでさます。 
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ESC/P 専用セットアップ 
メニューの設定頃目 


CHAPTER 


この章では、 ESC / P エミュレーシヨンモードに固有の ESC / P 専用セットアップメニューで 
設定できる内容について説明しています。 ESC / P 専用セットアツプメニューは、 LBP -2810 
のみ設定でさます。 



ESC / P 専用セットアップメニューの設定項目一覧 .5-2 

ページレイアウトグループの設定項目 .5-4 

ぺージフォーマット . 己-4 

上余 a.5-6 

用紙位置微調整 . 己-7 

領域 .5-9 

ちマージン既定値 . 己-9 

用紙サイズ . 己-9 

2ぺージ印刷設定 . 已 -1 日 

フォントグループの設定項目 . 己-11 

漢字書体 . 已 -1] 

フォントの . 已 -1] 

漢字サイズ . 已 -1] 

文字〕ード . 己-12 

国別文字 . 己-12 

印字機能グループの設定項目 . 5-13 

イメ ージの補正 . 己-13 

縮ル文字 . 己-13 

印字動作グループの設定項目 . 5-14 

改行機能 . 己-14 

VFC グループの設定項目 . 日-1己 

連続用紙長 . 己-1己 

単票用紙長 . 已 -1 已 

ミシン目スキップ . 已 -16 

その他のグループの設定項目 . 5-17 

登録レベル . 已 -17 

カラーモード自動時 . 已 -17 
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ESC / P 専用セットアップメニユーの設定 
項目一覧 


■ 表の見かた 

•「*」印び付いている項目は、他の設定項目の内容によって表示されるときと表示されな 
いとさびあります。 

. ESC / P 専用セットアップメニューは、 L 目 P - S 8] 日のみ表示されます。 

• 太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 


くページレイアウトグループ > 一 P .5-4 

設定項目 

設定値 

内容 

ページフオーマット 

ジツスンタテ、 ジッスンヨコ、 
1日" 一 A 4 タテ、1已" 一 A 4 ヨ 
]、1已" 一 B 4 3]、目4 一 A 4 
タテ、目4 一 A 4 ヨコ 

ESC / P 準拠プ U ンタ用の用紙サイズで作成 
されたデータを、本プ U ンタ用の用紙サイズ 
に変換します。 

上を白 

-127 〜 +000 〜+127 

印字開始位置を上下ち向にずらします。 

用紙位置微調整 

-127 〜 +000 〜+127 

印字位置を左ちち向にずらします。 

領域 

ヒヨウジユン、 ワイド 

ページフォーマットにしたびったレイアウ 
卜でプ U ントするか、本プ U ンタの有効印字 
領域ほぼいっぱいにプ U ントするかを設定 
します。 

ちマージン既定値 

136 ケタ、 ミギ八シ 

実寸縦、実寸横のページフォーマットのと 
さ、ちマージンの位置を設定します。 

用紙サイズ 

カレント 3 ウシ、 A 3、 B 4、 A 4、 目已、 
A 己、八ガキ 

プ U ントする用紙のサイズを設定します。 

2ページ印刷設定 

シナイ、 ヒダリ、ミギ 

2ページ分のデータを]ページにプ U ントす 
るかを設定します。 

くフオントグループ> 

一 P . 己- 11 


設定項目 

設定値 

内容 

漢字書体 

ミンチヨウ、 ゴシック、マルゴシック、 
ID 

漢字などの全角文字の書体を設定します。 

フオント ID * 

001 - 002 〜999 

オプシヨンの漢字書体を指定します。 

漢字サイズ 

システム、 8ポイント、10ポイント、 
12ポイント 

漢字などの全角文字のサイズを設定します。 

文字コード 

カタカナ、 グラフィックス 

1バイトコード表の文字セットを設定しま 
す。 
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国別文字 

ニホン、 ノルウ王一、デンマーク2、 
スペイン2、ラテンアメリカ、 USA 、 
フランス、ドイツ、 UK 、 デンマーク、 
スウェーデン、イタリア、スペイン 

国別文字を設定します。 

く EP 字機能グループ> 

一 P . 5-13 


設定項目 

設定値 

内容 

イメージの補正 

シナイ、 スル 

矩形署線や網かけなどのイメージデータを 
補正するかどうかを設定します。 

縮小文字 

シナイ、 スル 

縮ル文字プ U ントを設定します。 

く EP 字動作グループ> 

一 P . 5-14 


設定項目 

設定値 

内容 

改行機能 

LF コマンドヲマツ、 カイ半ヨウ 

復帰コード受信時の動作を設定します。 

く VFC グループ > - P . 5-15 


設定項目 

設定値 

内容 

連続用紙長 

システム、 1ギヨウ〜199ギヨウ 

連続用紙で有効になるページ長を設定しま 
す。 

単票用紙長 

システム、 1ギヨウ〜199ギヨウ 

カット紙で有効になるページ長を設定しま 
す。 

ミシン目スキップ 

シナイ、 1ギヨウ〜31ギヨウ 

ページ長で設定されている行数のラち、下端 
からプ U ントしない（スキップする）行数を 
設定します。 

くその他のグループ> 

一 P . 5-17 


設定項目 

設定値 

内容 

登録レベル 

イチジ、 エイキュウ 

登録文字を保をするレベルを設定します。 

カラーモード自動時 

カラー、 モノクロ 

ESC / P モードのデータを、カラーとモノク 
□のどちらでプ U ントするかを設定します。 
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ぺージレイアウトグループの設定頂目 


ページレイアウトグループでは、 ESC / P 準拠プリンタから本プ U ンタへの用紙サイズの変 
換と、プ U ントする用紙サイズの設定や位置の調整などについて設定でさます。 

ぺージフオーマット 


ジッスンタテ、ジッスンヨコ、10"一 A 4 タテ、1己" - A 4 ヨコ、1曰" 
— B 4 ヨコ、 B 4 — A 4 タテ、 B 4 — A 4 ヨコ 


ESC / P 準拠プ U ンタ用の用紙サイズで作成されたデータを、本プ U ンタ用の用 
紙サイズに変換します。 

アプ U ケー シヨ ンソフトの印刷条件設定で選択した用紙サイズに合わせて設定 
してください。ページ フ ォーマットの設定値の詳細やレイアウトについては、 
「 ESC/P エミユレーシヨ ンの ぺージフォー マット （ L 巳 P -281 日のみ)」 （一 P .7- 
7) ち併せて参照してください。なお、本プ U ンタにセットする用紙のサイズは、 
ページレイアウトグループの「用紙サイズ」（一 P . 己- 9) で設定します。 

各設定値を設定した場合の処理は次のようになります。 


0■メモ] •用紙を縦に使う場合をポートレイト、横に使ラ場合をランドスケープと言います。 


r ジッスンタテ」：（実寸縦） 

データの用紙サイズは変換せずに、実寸でプ U ントします。 A 3、 B 4、 A 4、 B 己、 
A 己、八ガキサイズのカツト紙を ESC / P 準拠プ U ンタに縦置きにセツトしたと 
きと同じプ U ント結果になります。 


メモ 1 •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」（一 P. 已 -9) は、データと同じ用紙サイズに 
設定します。 

• 「用紙サイズ」を「A3」に設定した場合にのみ、ページフォーマットの印字領域を用紙の 
印字領域いっぱいに広げてプ U ントする「ワイド領域モード」を設定できます（^領域： 
P. 已-9)。 

「ジッスンヨコ」：误寸樹 

データの用紙サイズは変換せずに、実寸でプ U ントします。 A 3、目4、 A 4、 B 己、 
A 己、八ガキサイズのカツト紙を ESC / P 準拠プ U ンタに横置きにセツトしたと 
きと同じプ U ント結果になります。 


メモ 1 •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」（一 P. 已 -9) は、データと同じ用紙サイズに 
設定します。 

• 「用紙サイズ」を「八3」に設定した場合にのみ、ぺージフォーマットの印字領域を用紙の 
印字領域いっぱいに広げてプ U ントする「ワイド領域モード」を設定できます（^領域： 
P. 己-9)。 
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rio " - A 4 タテ」： （10" 一 A 4 縦） 

] 日’’ X ]1" 連続用紙にプ U ントすることを想定して作成したデータ （8 日文字 
X 66行）を A 4 サイズに縮ルしてポートレイトでプ U ントします。 

メモ I .ぺージレイアウトグループの r 用紙サイズ」卜 P. 已 -9) は、 A4 サイズび基本ですび、A3、 
目4サイズも選択でさます。 

.ページフオーマツトの印字領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプ U ントする「ワイド 
領域モード」を設定できます（一領域： P. 己-9)。 

• 10" X ]]" 連続用紙のサイズは、 254 mm X 279.4 mm です。 

ri 曰" 一 A 4 ヨコ」： （ 1 日" 一 A 4 横） 

] 己’’ X ] r 連続用紙にプ U ントすることを想定して作成したデータ（136文 
字 X 66行）を A 4 サイズに縮ルしてランドスケープでプ U ントします。 

メモ」 .ぺージレイアウトグループの r 用紙サイズ」卜 P. 己- 9) は、 A4 サイズび基本ですび、A3、 
B4 サイズち選択でさます。 

.ページフオーマツトの印字領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプ U ントする「ワイド' 
領域モード」を設定できます（一領域： P. 己-9)。 

.] 已" X ]]" 連続用紙のサイズは、 381 mm X 279.4 mm です。 

ri 曰" 一 B 4 ョコ」： （ 1 曰" 一 B 4 横） 

] 己 ’’ X ] r 連続用紙にプ U ントすることを想定して作成したデータ（136文 
字 X 66行）を目4サイズに縮ルしてランドスケープでプ U ントします。 

メモ I .ぺージレイアウトグループの「用紙サイズ」卜 P. 已 -9) は、 B4 サイズび基本ですび、 A3 
サイズを選択でさます。 

.ページフオーマツトの印字領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプ U ントする「ワイド' 
領域モード」を設定できます（一領域： P. 己-9)。 

.] 己" X ] 1" 連続用紙のサイズは、 381 mm X 279.4 mm です。 

「 B 4 一 A 4 タテ」： （ B 4 一 A 4 縦） 

B 4 サイズの実寸縦用のデータを3/4のサイズに縮小して A 4 サイズのポートレ 
イトでプ U ントします。 


@ メモ] .ぺージレイアウトグループの r 用紙サイズ」卜 P. 己- 9) は、 A4 サイズび基本ですび、A3、 
B4 サイズも選択でさます。 

.ページフオーマツトの印き領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプ U ントする「ワイド 
領域モード」を設定できます（一領域： P. 已-9)。 

「 B 4 一 A 4 ヨコ」： （ B 4 一 A 4 横） 

目4サイズの実寸横用のデータを3/4のサイズに縮ルして A 4 サイズのランドス 
ケープでプ U ントします。 

メモ I .ぺージレイアウトグループの r 用紙サイズ」卜 P. 己- 9) は、 A4 サイズび基本ですび、A3、 
目4サイズも選択でさます。 

.ページフオーマツトの印字領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプ U ントする「ワイド 
領域モード」を設定できます（一領域： P. 已-9)。 
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上を白 


I I :有効印字領域:実際の印字領域 ：；；；；；；；；] :印字されない領域 


メモ1 • 上を白を増やした結果、印字データびボトム位置を超える場合は、次ページの]行目の位 
置からプ U ントされます。 

•上余白を減らした場合、有効印字領域の上端を超えた部分はプ U ントされません。下端は 
ボトム位置までプ U ントされます（ただし、ページ長を設定していない場合)。 


-127 - + 000-+127 

それぞれのページフオーマツトで設定されている1行目 （ T 日 F ) の上端を基準に、 
印字開始位置を上下方向にずらします。 

「+」の値で下ち向、「一」の値で上方向に、印字開始位置をずらします。 


余白を減らすときは「一」方向 f | | 

i\j -，> -A 叮。。-广 F- 广 - 

余白を増やすときは「+」方向 i 


メモ 1 •設定値び]増えると、ずらす位置び約日.3已 mm (1/72") 増えます。 

• 用紙の上端を基準とした実寸縦のとき、印字開始位置の目安は「-127」で-23 mm、 「+日日日」 
で+22 mm、 「+]27」で+目7 mm です。ページフオーマットごとの用紙サイズ、印字領 
域によって印字開始位置は変わります。 

上余白を調整した結果は次のようになります。 

参カツト紙のぺージフオーマツトの場合 


例：「実寸縦」の場合 

上余白（日） 上余白 （+ ) 上余白 （一) 


CDEFGHI 


.ぶ. 




(- 

A 

巨 

C 

D 

E 




FG 


ABCDEFG 
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•連続用紙のページフォーマツトの場合 



メモ 1 •上を白を増やした場合、印字データびボトム位置を超えると、ボトム位置からページ長 
(初期状態の]行目からボトム位置までの範囲）までのあふれたデータはプ U ントされま 
せん。 

•上余白を減らした場合、有効印字領域の上端を超えた部分のデータはプ U ントされませ 
ん。このとさ、下端はページ長までのデータをプ U ントします。 

用紙位置微調整 


-127 〜+000〜+127 


用紙の左端を基準として、ページフオーマツトで設定されている印字位置を左ち 
方向にずらします。 

「+」の値で左方向、「一」の値でちち向に、設定した値だけ印字開始位置をずら 
しよ9 〇 


印字位置を左にずらすとさ 

印字位置をちにずらすとさ 

「+」方向< 

> > 「-1方向 



ABODE FG 



好メモ1 •設定値び]増えると、ずらす位置び約日.3已 mm (1/72") 増えます。 

•用紙の左端を基準とした実寸縦のとき、印宇開始位置の目安は「-127」で+已日 mm、 「+日日日」 
で+已 mm、 「+127」で-4日 mm です。ぺージフォーマットごとの用紙サイズ、印き領域 
モードによって印字開始位置び変わります。 

•データに左端び欠けてプ IJ ントされる場合は、本項目の設定を調節して本プ U ンタの印字 
領域内（上下左ち己 mm じ(内）に入るよラにしてください。 

用紙位置を調整した結果は次のようになります。 
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•標準領域モードでの印字動作 

•実寸サイズでプ U ントするページフオーマツトの場合 



例：「実寸横」の場合 




微調整（日） 


微調整 （+) 


微調整（一） 



ABCDEF 

： AE 

1CDEF 


Iabcde 

= 




(+) 

(-) 



基準端 

基準端 


基論 


1 1: 有効印字領域^ 

実際の印字領域 


::印字されない領域 


•縮ルプ U ントするページフオーマツトの場合 


例：「1己"^八4横」の場合 
微調整（日） 微調整 （+) 微調整 （-) 


ABCDEF 


： iA[ 

3CDEF 


lABCDEi 







: :-^ (+) 1 — r 

基準端 基準端 基準端 


H ■■]: 有効印字領域実際の印字領域: . i : 印字されない領域 


•ワイド領域モードでの印字動作 


例：「1日"^八4横」の場合 
微調整（日） 微調整 （+) 微調整 （-) 
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I I ：有効印字領域実際の印字領域印字されない領域 
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領域 


ヒヨウジユン、ワイド 


それぞれのページフォーマットにしたびったレイアウトでプ U ントする（標準) 
か、または本プ U ンタの有効印宇領域ほぼいっぱいにプ U ントする（ワイド）か 
を設定します。実寸縦、実寸横で「用紙サイズ」び A 3 のとさ、および]日’’- 
A4 縦、]己’’一 A4 横、]己’’一 B4 横、 B4 一 A4 縦、 B4 一 A4 横のぺージ 
フォーマットの場合に有効です。 

ワイドに設定してプリントした場合、 ESC/P 準拠プ U ンタのレイアウトとは異 
なりますび、ページフォーマットの印字領域の制限びな<なるため、用紙の紙面 
を有効に使ってプ U ントすることびできます。レイアウトについては、 [ESC/P 
エミユレーシヨ ンの ぺージフオー マット (LBP-2810 のみ)」 （一 P.7-7) も併 
せて参照してください。 


好メモ 1 •用紙のサイズびルさい場合、「ワイド」に設定しても、印字領域扳:大の効果びあまり上び 
らないことびあります。詳しくは、「ページフオーマットと印字範囲」（一 P .7-12) を参 
照してください。 

ちマージン既定値 


13巨ケタ、ミギハシ 

実寸サイズでプ U ントするページフオーマット（実寸縦、実寸横）のとさの、ち 
マージンの位置を設定します。 

「136ケタ」に設定すると、 ] 36巧目の位置をちマージンとします。 

「 S ギ八シ」に設定すると、用紙の有効印字領域のち端をちマージンとします。 

用紙サイズ 


カレントヨウシ、 A 3、 B 4、 A 4、 B 日、 A 日、 A ガキ 

プ U ントする用紙のサイズを設定します。 

「カレントヨウシ」に設定すると、現在選択されている給紙元の用紙サイズを設 
定します。 

メモ I •「カレントヨウシ」外を設定したときに、本項目で設定したサイズの用紙びセットされ 
ていないと、指定のサイズの用紙を要巧するメッセージび表示されます。設定したサイズ 
の用紙をセットしてください。 

•共通セットアップメニューの「トレイ用紙サイズ」（一 P .3-14) を「フ U —」に設定し 
て、給紙トレイからプ U ントする場合は、「カレントヨウシ」1；(外の設定値を選択してく 
ださい。 
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2 ページ印刷設定 


シナイ、 ヒダリ、 S ギ 


S ページ分のデータを並べて1ページにプ U ントするかどうかを設定します。ア 
プ U ケーシヨンソフト側で作成したデータび A 4 または目己サイズの場合に限り 
有効です。 

「ヒダ U 」 に設定すると、2ページ分のデータを左または上から並べてプリント 
しよ9 〇 


用紙を縦にまってプ IJ ントする場合 



用紙を横に使ってプ U ントする場合 




にギ」に設定すると、2ぺージ分のデータをちまたは下から並べてプ U ントし 

よ9 〇 


用紙を縦に使ってプ IJ ントする場合 



用紙を横に使ってプ IJ ントする場合 


メモ I • この機能では、縮ルはせずに原寸でプ U ントするので、アプ U ケーシヨンソフト側で作成 
したデータび A 4 サイズのとさは A 3 サイズの用紙にプ U ントされ、 B 已サイズのとさは 
目4サイズの用紙にプ U ントされます。 

. A 4 と目己サイズのデータを並べて]ページにプ U ントすることはできません。 


• A 4 または B 已じ(外のサイズのデータを2ページ印刷しよラとしても、通常の状態でプ IJ ン 
卜されます。 
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フォントグループの設定頃目 


フオントグループでは、漢字の書体やサイズ、1バイトコード表などについて設定できます。 

漢字書体 


ミンチヨウ、ゴシック、マルゴシック 、 ID 


漢字などの全角文字の書体を設定します。 

オプションで追加した漢字書体を使用するときは、本項目を「の」に設定したう 
えで、書体を ID 番号で指定します。 ID 番号は「フオント ID 」 （一次項目）で指 
定します。 


明朝体 

明朝 

ゴシック体 

ゴシック 

丸ゴシック体 

丸ゴシ、ック 


フオント ID 


001〜 002 〜999 


* 本項目は、「漢字書体」を「の」に設定した場合にのみ表示されます。 

「漢字書体」（^前項目）で「の」を設定した場合に、実際に使用する書体の D 
番号を指定します。 


重要 


•装着されていないオプション書体の番号を指定しないでください。 


メモ I .オプシヨン書体の D 番号については、「共通フオント U スト ( LBP -2810 のみ)」 P .7- 
16) を参照してください。 


漢字サイズ 


システム、8ポイント、10ポイント、12ポイント 


漢字などの全角文字のサイズを設定します。 

「システム」に設定すると、現在のページフォーマットにしたびった文字サイズ 
でプ U ントします。実寸縦、実寸槪] 0" 一 A 4 縦、]己’’一巳4横のぺージ 
フォーマットでは]日ポイント相当、]己" 一 A 4 横、目4 一 A 4 縦、目4 一 A 4 
横のページフ オー マツトでは8ポイント相当です。 
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文字コード 


カタカナ、 グラフィックス 


1バイトコード表に、カタカナまたは拡張グラフィックスの文字セットをセット 
します。 

「カタカナ」に設定すると、データに1バイトコードの文字びあったとき、カタ 
カナの1バイトコード表に対応した文字でプ U ントします。 

「グラフィックス」に設定すると、データに1バイトコードの文字びあったとさ、 
拡張グラフイックスの1バイトコード表に対応した文字でプ U ントします。 


メモ 1 • この機能は、 ESC / P 準拠プ U ンタの DIP スイッチの文字コード設定機能に対応していま 
す。 

国別で字 


ニホン、 ノルウェー、デンマーク2、スペイン2、ラテンアメリカ、 USA 、 フラ 
ンス、ドイツ、 UK 、 デンマーク、スウェーデン、イタリア、スペイン 

1バイトコード表に割り当てられている国別文字対応の部分に、指定の国の文字 
セットをセットします。 
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印字機能グループの設定頃目 


印字機能グループでは、イメージデータの補正や、登録文字、縮ル文字について設定でさま 
す。 

イメージの補正 


シナイ、スル 

矩形署線や網かけなどのイメージデータを補正するかどうかを設定します。通常 
は「シナイ」に設定しておきます。次のような現象び出てしまうときに、本項目 
を「スル」に設定して、イメージデータを補正します。 

•置線び離れる 

•網かけ上にすじ（白い部分）び入る 
•網かけに線び入る 

(gZE •本項目を「スル」に設定してを、上記のような現象び改善されない場合びあります。本プ 
U ンタの解像度び ESC / P 準拠プ U ンタとは異なるためです。 

縮ルタ字 

シナイ、スル ' 

1バイトコード文宇 ( ANK 文字）を縮小してプリントするかどうかを設定します。 

「スル」に設定すると、1バイトコード文宇の横幅を]/2程度に縮小してプ U ン 
卜します。 

メモ I .この機能は、 ESC / P 準拠プ U ンタの DIP スイッチの縮ル印き機能に対応しています。 

• 1已 CPI の文字は縮ルプ U ントされません。 
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印字動作グループの設定頃目 


印字動作グループでは、]行を印字したあとの改行動作について設定でさます。 

改行機能 


LF コマンドヲマツ、カイギヨウ 


復帰コード （ CR ) を受信したときの、印宇位置の移動のしかたを設定します。 
「 LF コマンドヲマツ」に設定すると、パソコンから改行コード ( LF ) び送られる 
まで改行しません。復帰のみ行い、その行の第一文字目へ印字位置を移動します。 

「カイギヨウ」に設定すると、印字位置びちマージンまたは有効印字領域のち端 
を超えようとしたとき、改行コード （ LF ) を受信しなくてち復帰/改行を行い、 
自動的に次の行の第一文字目へ印字位置を移動します。 


0■メモ]•この機能は、 ESC / P 準拠プ U ンタの DIP スイッチの自動改行に対応しています。 
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下 OF 行--1-- 


ぺージ長 
り〜] 99行) 


メモ I .行間は]インチあたり6行 (6 LPI ) です （ LPI は 、 Line Per Inch の略で、 T インチあた 
りの行数を表す単位です）。 

•設定値び]増えると、ページ長び約 4.2 mm (1/6") 増えます。 

.操作パネルまたはコント□-ルコマンドによってミシン目スキップ行数び設定されてい 
る場合、実際の改ページ位置は、設定したページ長の位置より上になります。 

単票用紙長 


システム、1羊ヨウ〜1目9羊ヨウ 


カット紙（実寸縦、実寸横、巳4 一 A 4 縦、目4 一 A 4 横）のページ長を、ぺ一 
ジフオーマットで決められている行数に設定するか、操作パネルで指定した行数 
に設定するかを選択します。 

「システム」に設定すると、ページフオーマットで決められているページ長に設 
定します。 


VFC グループの設定頃目 


VFC グループでは、連続用紙やカツト紙のページ長について設定できます。 

連続用紙長 


システム、1ギヨウ〜199羊ヨウ 


連続用紙 (10" 一 A 4 縦、]己’’一 A 4 横、 ] 己’’一 B 4 横）のページ長を、ぺ一 
ジフオーマットで決められている行数に設定するか、操作パネルで指定した行数 
に設定するかを選択します。 

「システム」に設定すると、ページフオーマットで決められているページ長に設 
定します。 

「1ギヨウ」〜「199ギヨウ」に設定すると、1ページにプ U ントする行数を1 
〜] 99行の範囲で設定します。 


000000000000000 
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「1ギヨウ」〜「199ギヨウ」に設定すると、]ページにプ U ントする行数を] 
〜] 99行の範囲で設定します。 



メモ I • 行間は]インチあたり6行 (6 LPI ) です （ LPI は 、 Line Per Inch の略で、]インチあた 
りの行数を表す単位です)。 

•設定値び]増えると、ページ長び約 4.2 mm (1/6") 増えます。 

.操作パネルまたはコント□-ルコマンドによってミシン目スキップ行数び設定されてし^ 
る場合、実際の改ページ位置は、設定したページ長の位置より上になります。 

5シン目ス丰ップ 


シナイ、1ギヨウ〜31ギヨウ 

ページ長で設定されている行数のうち、下端からプ U ントしない（スキップする) 
行数を設定します。 

「シナイ」に設定すると、スキップしません。 

メモ I • 行間は]インチあたり6行 (6 LPI ) です （ LPI は 、 Line Per Inch の略で、]インチあた 
りの行数を表す単位です)。 

•設定値び]増えると、スキップされる領域び約 4.2 mm (1/6") 増えます。 

• 1日" 一 A 4 縦、1已"一 A 4 横、1已"一 B 4 横の連続用紙のぺージフォーマットと、 B 4 - 
A 4 縦、 B 4 一 A 4 横のワイドモードで有効です。 

• ミシン目スキップ行数を設定した場合、実際の改ページ位置は、設定したページ長の位置 
より上になります。 
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その他のグループの設定頃目 


その他のグループでは、登録文字の保存ち法について設定でさます。 

登録レベル 


イチ ジ、エイキュウ 


コント□ールコマンドで登録した文字を、そのジョブの間だけ保存するのか、電 
源をオフにするまで保をするのかを設定します。 

「イチジ」に設定すると、登録文字をジョブ中だけ保存します。ジョブび終了す 
ると削除されます。 

「エイキユウ」に設定すると、プ U ンタの電源をオフにするまで保をします。登 
録内容を削除するには、オフライン状態で [ U セット]を押し、[ィ]または [►] 
で「ソフト U セット」を表示させ、「八ード U セット」と表示されるまで[実 
行]を押し続けて八ード U セット操作をいます。 

•プ U ンタはデータを受信すると、コント□ールコマンドを認識してプ U ントを開始/終了 
します。この処理を「ジョブ」といいます。ジョブ中は、操作パネルのジョブランプび点 
灯または点滅します。 

•登録データと通常のデータとを別々に送信する場合は、「ェイキユウ」に設定してくださ 
い。 

カラーモード 自動時 


カラー、 モノク〇 


共通セットアップメニューの「カラーモード」（一 P .3-2 己）び「ジドウ」に設定 
されている場合に、 ESC / P エミュレーシヨンモードで受信したデータをカラー 
でプ U ントするか、モノク□でプ U ントするかを設定します。 


メモ].共通セットアップメニューの「カラーモード」び「ジドウ」に設定されていない場合は、 
本項目の設定は無視され、共通セットアップメニューの「カラーモード」の設定にした 
びってカラーまたはモノク□でプ U ントされます。 
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セットアップがかのゾニューの 
設定頃目 


CHAPTER 


この章では、セツトアップメニュー m 外のメニューで設定できる内容について説明していま 
す。 



セットアップ m 外のメニューの設定項目一覧 .6-2 

ユーティリティメニューの設定項目 .6-4 

ステータスプ U ント（共通ステータスプ U ント） .6-4 

エミュレーションのユーティ U ティ .6-4 

UPS ユーティ IJ ティ （ UPS 専用ユーティ IJ ティ） .6-4 

ESC / P ユーティ U ティ （ ESC / P 専用ユーティ U ティ） . 目-己 

フォント U スト（共通フォント U スト） .6-6 

標準 N / W プ U ント .6-6 

拡張 I / F プ U ント .6-6 

キャ U ブレーション .6-6 

HD ユーティ IJ ティ .6-6 

ジョブメニューの設定項目 .6-8 

セキュアプ U ント .6-8 

保をジョブ U スト .6-9 

保をジョブプ U ント .6-9 

印刷履歴 U スト .6-9 

リセットメニューの設定項目 . 6-10 

ソフト U セット/八ード U セット .6-10 

排 an .6-10 

シャットダウン .6-1 1 

給紙選択メニューの設定項目 .6-12 

給紙モード .6-12 

トレイ用紙サイズ .6-13 

トレイ用紙タイプ .6-13 

両面印刷 .6-14 
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セットアップ w かのメニユーの設定頃目一覧 


■ 表の見かた 

•「*」印の付いている項目や設定値は、オプション品の有無で表示されるときと表示され 
ないとさびあります。 

•「*」印び付いている項目は、 L 巳 P -281 日のみ表示されます。 

•太字で表示されている項目は、工場出荷時の値です。 


くユーテイリテイメニユ ー > -► P . 6-4 


共通ユーティリティ 

専用ユーティリティ 

内容 

ステータスプリント 


搭載しているメモ U ( RAM ) の容量や、共 
通セットアップメニューで設定した内容な 
どびプ U ントされます。 

エミユレーションのユー 
ティ U ティ*女 


オプションのコント□ール ROM を装着して 
いる場合に、そのエミュレーションのユ ー 
ティ U ティを実行でさます。 

LIPS ユーティリティが 

ステータスプリント、フォントリス 
卜、オーバレイリスト、マク□リスト、 
フォームリスト、才 ーノ（レイプリン 
卜、カラーサンプル 

LIPS モードでのプ U ンタの内部情報をプ U 
ントします。 

ESC/P ユーティリティ ★ 

ステータスプ IJ ント 

ESC/P モードでのプ U ンタの内部情報をプ 
U ントします。 

フオントリスト A 


本プ U ンタに搭載されているフォントの D 
番号、名称、サンプルの一覧びプ U ントされ 
ます。 

標準 N/W プリント ★ 

— 

本プ U ンタに内蔵されているプ U ントサー 
バの情報をプ U ントします。 

拡張 I/F プリント* 

— 

オプションのプ U ントサーバの情報をプ U 
ントします。 

キャリブレーション 

- 

色味や色ずれの調整を行います。 

HD ユーティリティ* ★ 

フオーマット 1 、フオーマット 2 

オプションの八ードディスクの内容消去を 
行います。 


6-2 セットアップ m がのメニユーの設定項目一覧 
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くジョブメニュー> 

- P .6-8 



設定項目 


設定値 

内容 

セキュアプ IJ ント *★ 


— 

セキュアプ U ントのデータをプ U ントしま 
す。 

保存ジョブリスト * A 


— 

ボックスに保をしたジョブの一覽をプ U ン 
卜します。 

保存ジョブプリント*^ 


— 

ボックスに保をしたジョブをプ U ントしま 
す。 

印刷履歴リスト 


- 

印刷した履歴の一覽をプ U ントします。 

くリセツトメニュー> 

一 P . 6-10 



設定項目 


設定値 

内容 

ソフトリセツト/八ード 
リセット 



トラブルび発生したときや、プ U ントを中止 
したいとさのプ U ンタの U セットを行いま 
す。 

排出 


— 

プ U ンタのメモ U に残っているデータの排 
出を行います。 

シャツ トダウン * A 


— 

オプシヨンの八ードディスクの機能を停止 
させ、電源を切れるよう状態にします。 

く給紙選択メニュー> 

一 P . 6-12 



設定項目 


設定値 

内容 

給紙モード 

ジ ドウ、 カセット1、カセット 2* 、力 
セット3*、カセット4*、トレイ 

給紙するカセットやトレイなどを選択しま 
す。 

トレイ用紙サイズ 

A 4、 A 4 R 、 巨4、 A 3、 LT 、 LTR 、 LG 、 
LD 、 EX 、 フリー、ユーザぺーパー、ハ 
ガキ、フウトウ Y 4、 フウトウ K 2、 
A 已、巨已 

給紙トレイにセットした用紙のサイズを設 
定します。 

トレイ用紙タイプ 

フツウシ、 アツガミ、アツガミ H 、 
0 HP 、 フリー 

給紙トレイにセットした用紙のタイプを設 
定します。 

両面印刷 

シナイ、 スル 


片面でプ U ントするか両面でプ U ントする 


かを設定します。 
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ユーテイリテイメニューの設定頃目 


ユーテイ U テイメニューでは、プ U ンタ内部の状態や、搭載されているフオントなどの情報 
をプ U ントすることびでさます。 


メモ I .共通ステータスプ U ント、共通フォント U スト、共通テストプ U ント、標準 N / W プ IJ ン 
卜の出カサンプルについては、「動作モード共通の U スト」（一 P .7-16) を参照してくだ 
さい。 UPS のステータスプ U ントとフオント U スト、 ESC / P のステータスプ U ントの 
出カサンプルについては、「動作モード専用の U スト （ LBP -281 日のみ)」（一 P .7-18) 
を参照して < ださい。 

. 各 U ストは、現在選択されている給紙元の用紙サイズでプ U ントされます。 

.共通ステータスプ U ントは、用紙サイズに合わせて拡大/縮ルされます。ただし、画像び 
欠けたり、余白びあいたりすることびあります。 

•共通ステータスプ U ント外の U ストは、 A 4 サイズの用紙にプ U ントすることをおすす 
めします。 A 4 サイズじ(外の用紙を使用すると、画像び欠けたり、余白びあいたりします。 

ステータスプリント（共通ステータスプリント） 


搭載しているメモ U ( RAM ) の容量や、共通セットアップメニューで設定した 
内容などびプ U ントされます。動作モードに関係なく選択でさます。 

エミユレーシヨンのユーテイリテイ 


* 本項目は、 L 目 P - 2810にオプションのコント□-ル ROM び装着されていて、「動作モード選択」の 
項目び「ジドウセンタク」またはオプションのエミユレーションに設定されている場合にのみ表示 
されます。 

オプションのエミユレーションのユーテイ U テイを実行します。 

詳しい内容は、オプションのコント□ール ROM に添付の取扱説明書を参照して 
<ださい。 

UPS ユーテ イリテイ （UPS 専用 ユーテ イリテイ） 


ステータスプリント、フオントリスト、才ーバレイリスト、マク□リスト、フオー 
ムリスト、オーバレイプリント、カラーサンプル 


* 本項目は、 L 目 P -2810 で「動作モード選択」の項目び「ジドウセンタク」または 「 UPS 」 に設定 
されている場合にのみ表示されます。 

LIPS モードでの本体の内部情報をプ U ントします。 


セットアップ仪外のメニユ I の設定項目 
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ユーテイリテイメニユーの 設定項目 












「ステータスプリント」 

共通ステータスプ U ントの内容に、 LIPS 専用セットアップメニューで設定した 
内容を加えてプ U ントされます。 

「フオントリスト」 

LIPS モードで使用でさるフオントの一覧びプ U ントされます。 

「オーバレイリスト」 

オーバレイ領域に登録されているフオーマットデータの番号とサイズを一覧に 
してプ U ントします。登録されているフオーマットデータびない場合は、何もプ 
U ントされません。 

「マク□リスト」 

マク□領域に登録されているマク□の番号とサイズ、マク□び保をされている場 
所 （ RAM など）を一覧にしてプ U ントします。登録されているマク□びない場 
合は、何もプ U ントされません。 

「フ オーム リスト」 

フオーム領域に登録されているフオームデータの名称、保存されている場所 
( RAM ) 、登録サイズなどを一覧にしてプ U ントします。登録されているフオー 
ムデータびない場合は、何ちプ U ントされません。 

「オーバレイプリント」 

オーバレイ領域に登録されているフオーマットデータのうち、 LIPS 専用セット 
アップメニューのオーバレイ1、2に設定されている番号のオーバレイの内容び 
プリントされます。オーバレイ1、2ともに設定されている場合は、両方の内容 
びプ U ントされます。設定されていない場合は何ちプ U ントされません。 

「カラーサンプル」 

LIPS トランスレータで使用できるカラー印字サンプルとして内蔵されているヴ 
ンプルをプ U ントします。印字サンプルには、カラーテーブル、代表的なカラー 
パターンのサンプル、およびグレースケールびあります。 

ESC/P ユーテイリテイ （ESC/P 専用ユーテイリテイ） 


ステータス プリント 


* 本項目は、 LBP -2810 で「動作モード選択」の項目び「ジドウセンタク」または 「 ESC / P 」 に設 
定されている場合にのみ表示されます。 

ESC / P エミュレーシヨンモードでの本体の内部情報をプリントします。 

r ステータスプリント」 

共通ステータスプ U ントの内容に、 ESC / P 専用セットアップメニューで設定し 
た内容を加えてプ U ントされます。 
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フオントリスト（共通フオントリスト) 


* 本項目は、 L 目 P - 2810のみ表示されます。 

本プ U ンタに搭載されているフォントの I □番号、名称、サンプルの一覧びプ U 
ントされます。動作モードに関係なく選択でさます。 


メモ1 • 各エミユレータ内でのみ登録されるフォントは出力されません。 

標準 N / W プリント 


* 本項目は、 L 目 P - 2810のみ表示されます。 

本プ U ンタに内蔵されているプ U ントサーバのノくージョン、設定内容などびプ U 
ントされます。 

拡張 I / F プリント 


* 本項目は、オプションのプ U ントサーバび装着されている場合にのみ表示されます。 

オプションで装着したプ U ントサーバの名称、バージョン、設定内容などびプ U 
ントされます。 

丰ヤリブレーシヨン 


キヤ U ブレーシヨンとは、カラー印刷時の色味の調整や各トナーの色ずれを調整 
する機能です。 

カラープ U ントしたときに、じ(前と色昧び異なる場合や色ずれび起こっていると 
さに実行してください。 

メモ I .キヤ U ブレーシヨンにかかる時間は、最大で 2 日日砂です。 

. ET 巨ユニットの交換後には、本項目でキヤ U ブレーシヨンを実行してください。 

HD ユーテイリテイ 


フ オー マット1、フ オー マット2 


本項目は、 L 目 P -28 10にオプションの八ードディスクび装着されていて、「八ードディスク」の項目 
び「ツカウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 
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ユーテイリテイメニユーの設定項目 

















オプシヨンの八 ード ディスクの内容消去を行います。 ユー ティ U ティメニューで 
「HD ユー ティ U ティ」を設定してから「フ オーマット]」 または「フ オーマッ 
卜2」を選択します。 


tmmim .「フオーマット]」または「フオーマット2」を行う場合、本プ u ンタに接続されてしぶイ 
ンタフェースケーブル （LAN ケーブル、 USB ケーブル、プ U ンタケーブル）をすベて取 
り外してください。 

「フ オー マツ ト1」 

八ードディスクのクイックフオーマットを行います。八ードディスクに異常び発 
生した場合に実行します。 

「フ オー マツ ト2」 

八ードディスクの通常のフオーマツトを行います。フオーマット]でち異常び解 
消しなかった場合に実行します。 


(3 
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ジョブメニユーの設定頃目 


ジョブメニューでは、セキュアジョブやボックスに保存したジョブをプ U ントしたり、セ 
キュアジョブの U ストや印刷履歴をプ U ントすることびでさます。 

セ丰ュアプリント 


* 本項目は、 LBP - 2810にオプションの八ードディスクび装着されていて、セキュアプリントデータび 
ある場合にのみ表示されます。 

セキュアプ U ントのデータをプ U ントします。 

セキュアプ U ントとは、あらかじめパソコン側でデータに設定しておいたファイ 

ル名、ユーヴ名、パスワードを、プ U ンタの操作パネルで指定してプリントする 

機能です。本項目でファイル名やユーヴ名、パスワードを指定しないとプリント 

できないので、ひとに見られたくないデータをプ U ントするときなどに便利な機 

能です。 

セキュアプ U ントは次の手順で行います。 

1. ジョブメニューで「セキュアプ U ント」を選択し[実行]を押します。 

保をされているプ U ントジョブのユーヴ名び表示されます。 

2. 目的のユーヴ名を選択し[実行]を押します。 

そのユーヴ名でセキュアプ U ントしたプ U ントジョブのファイル名び表示さ 

れます。 

3. 目的のファイル名を選択し[実行]を押します。 

4. パスワードを入力します。 

指定したファイルびプリントされます。 

(gZE •ノ くスワードは、数字のみ]文字！;(上7文字までで設定されています。ノ くスワードは、操作 
ノ（ネルのじ(下のキーを使って入力します。 

•数字の増減- ••[▲][▼] 

•衍の移動 •••[◄][►] 

•入力したパスワードの決定--•[実行] 

•ファイル名、ユーヴ名、パスワードの設定は、プ U ンタドライバで行います。 

•セキュアプ U ントのデータは、プ U ントしたあと自動的に消去されます。また、電源を才 
フにするか八ード U セットやソフト U セット操作を行うと消去されます。 

• 一定時間び経過すると、プ U ントされていないセキュアプ U ントデータを自動的に消去す 
ることびでさます。消去時間の設定は、共通セットアップメニューの機能拡張グループの 
「セキュアプ U ント消去」（一 P .3-12) で行います。 


セットアップ仪外のメニユ I の設定項目 
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ジョブメニューの設定項目 








保存ジョブリスト 


* 本項 g は、 LBP - 2810にオプションの八ードディスクび装着されていて、保存ジョブびある場合にの 
み表されます。 

ボックス内の保存ジョブ（八ードディスクに保存してあるジョブ）の一覧をプ U 
ントします。 

保をジョブ U ストには、ボックス名やボックス番号、ファイル名などびプリント 
されます。 

保存ジョブプリント 


* 本項目は、 LBP - 2810にオプションの八ードディスクび装着されていて、保存ジョブびある場合にの 
み表されます。 

ボックスに保をしてあるジョブをプ U ントします。 

ボックスにジョブを保をするには、プ U ンタドライバでボックスを指定して「保 
を」を実行します。ボックス内のジョブは、電源をオフにしてち消去されないの 
で、繰り返しプ U ントしたい文書を保をしておくと便利です。 

保をジョブプ U ントは次の手順で行います。 

1. ジョブメニューで「ホゾンジョブプ U ント」を選択し[実行]を押します。 
ボックス番号び表示されます。 

2. ジョブび保存されているボックス番号を選択し[実行]を押します。 

ファイル名び表示されます。 

3. 目的のファイル名を選択し[実行]を押します。 

データびプリントされます。 

メモ」 .保存ジョブはプ U ントしても、八ードディスクに残ります。保をジョブの消去は、 U モー 
卜 UI で行ってください。 (一 U モート UI ガイド） 

.保をジョブはすべてのボックス内のジョブを合わせて、目4ジョブまで保をでさます。 

巧刷履歴リスト 


EP 刷したジョブの履歴をプ U ントします。 

印刷履歴 U ストには、ファイル名や印刷曰時などびプ U ントされます。 

メモ I •印刷履歴びない場合は、何をプ U ントされません。 

•印刷履歴 U ストには、オプションの八ードディスクを装着している場合、最大]28ジョ 
ブの履歴びプ U ントされます。八ードディスクを装着していない場合、最大32ジョブの 
履歴びプ U ントされます。 
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リセットメニューの設定頃目 


U セットメニューでは、プ U ンタの U セット（ソフト U セット、八ード U セット）やプ U ン 
夕に残っているプ U ントデータの排出、八ードディスク装着時に電源をオフにするときに行 
う「シャットダウン」をすることびでさます。 


ソフトリセツト/八ードリセツ 


トラブルび発生したとさや、プ U ントを中止したいとさのプ U ンタのリセットを 

行います。 

ソフト U セットを行うと、現在実行中の処理の中止やプ U ンタメモ U 内のジョ 

ブ、受信したプ U ントデータや処理中のジョブを消去します。八ード U セットを 

行うと、すべての®理を中止しジョブを消去します。 

ソフト U セットを行うには、 U セットメニューで「ソフトリセット」を選択し 

[実行]を押します。 

八ード U セットを行うには、 U セットメニューで「ソフト U セット」を選択し 

[実行]を 3 秒 I ソ上押して「八ード U セット」を表示させ、指をキーから離します。 

•排紙待ちなど、実行中のデータびないとさは、ソフト U セットびでさない場合びありま 
す。そのようなとさは、八ード U セットを行ってください。 

• ソフト U セットを行うには、必ずパソコン側でプ U ント中止の操作を行ってからにしてく 
ださい。 

• ソフト U セットまたは八ード U セットを行うと、そのときプ U ント中のデータやすべての 
インタフェースで受信中のデータは消去されますので、再度パソコンからプ U ントしなお 
して < ださい。 

• ソフト U セットまたは八ード U セットを行うと、他のインタフェースのデータでも、すで 
にメモ U に受信されたデータはすべて消去されます。ネットワークで使用しているとき 
は、他のパソコンからのデータに影響しないように U セットを行ってください。 

•データの受信中に八ード U セットをした場合、まだメモ U に受信していないデータは 、 U 
セット処理後に受信されます。ただし、正しくプ U ントされない場合びあります。 


排出 


パソコン側でプ U ントを中止した場合や受信したデータび]ページ分に満たな 
い場合には、プ U ンタのメモ U にプ U ントデータび残ってジョブび正しく終了し 
ないことびあります。そのままでは、次のデータを受け取ることびでさず、次の 
プ U ントびでさません。このようなとさは、本項目の操作を行って強制的にプ U 
ントデータを排出してください。 
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重要 


.データを排出したとさは、プ U ント中のデータは消されますので、再度パソコンからプ U 
ントしなおして < ださい。 

.オプションの八ードディスクを取り付けた場合、セットアップメニューの「ジョブタイム 
アウト」の設定を「シナイ」1;(外に設定してください。工場出荷時の状態の「1已ビヨウ」 
に設定することをおすすめします。 


メモ I .プ U ントデータびプ U ンタのメモ U に残ったまま、またはプ U ントデータびないのにジョ 
ブび終了しない場合、ジョブランプび点灯しています。 

.ジョブの「タイムアウト」び設定されているときは、設定されている時間び経過すると、 
] ぺージ分に満たないデータも自動的に排出されます。工場出荷時の状態では、ジョブの 
「タイムアウト」は「1己ビョウ」に言ミ定されています。 

•排出の操作を行ってをジョブランプび消好しないときは、ソフト IJ セットを行ってくださ 
し、（一前項目） 


シャツトダウン 


* 本項目は、 LBP - 2810にオプションの八ードディスクび装着されていて、「八ードディスク」の項目 
び「ツカウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

オプションの八ードディスクの機能を終了させます。 

八ードディスクを装着している場合、いさなりプ U ンタの電源をオフにすると、 
八ードディスクのアクセス中に電源びオフになってしまう恐れびあります。これ 
を避けるため、本項目で八ードディスクの機能を終了させてから電源をオフする 
よつにします。 

U セットメニューで「シャットダウン」を選択すると、シャットダウンを実行す 
るかどうかを確認するメッセージび表示されます。このとき[実行]を押すと、 
シャットダウンび実行されます。 

シャットダウンび実行されたあと、データ受信もパネル操作も行えない状態にな 
ります。再度プ U ントする場合は、電源を入れなおしてください。 
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給紙選択メニユ■の設定頃目 


給紙選択メニューでは、どの給紙元から給紙するかや、給紙トレイにセツトする用紙サイズ 
と用紙タイプなどについて設定できます。 


給紙モード 


ジドウ、カセット1、カセット2*、カセット3*、カセット 4* 、トレイ 

* 「カセット2」、「カセット3丄「カセット4」は、オプションのペーパーフィーダび装着されている場 
合にのみ表示されます。 

給紙するカセットやトレイなどを選択します。選択後、該当する位置の給紙元表 
示ランプび点灯します。 


カセット1 
給紙トレイ 



カセツト2、 

-カセット3、 
カセット4 


一番下の給紙元表示ランプは、ペーパーフィーダび装着されている場合は、「力 
セット2」、「カセット3」、「カセット4」共通の給紙元表示ランプとして点灯し 
ます。 


tmma • 自動給紙選択時、不定形サイズの用紙（ユーヴペーパー）を2つ1；(上の給紙元にセットす 
ると、セットした用紙のサイズに関わらず下の順番で給紙元を決定します。給紙元を指 
定したい場合は、あらかじめ給紙元を選択してからプ U ントしてください。 

•「トレイ優先」び「シナイ」の場合（工場出荷時の設定）：カセット]^カセット2*^ 
カセット 3* 一カセット 4* 一給紙トレイ 

•「トレイ優先」び「スル」の場合：給紙トレイーカセット]一カセット 2* ーカセット 
3* ーカセットが 
* :ペーパーフィーダ装着時のみ 

(gZE •装着しているカセット、給紙トレイは、通常は自動給紙選択の対象となりますび、対象か 
ら外すことをでさます。 

• 自動給紙選択で、2つ上の給紙元に同じサイズの用紙びセットされている場合は、給紙 
元表示ランプに関係なく、上段の給紙元から給紙されます。用紙びなくなると、同じサイ 
ズの用紙びセットされている他の給紙元へ自動的に切り替わります。 

• 自動給紙選択時の給紙元表示ランプは、共通セットアップメニューの給紙グループの「卜 
レイ優先」（一 P .3-1 己）の設定び「シナイ」のときはカセット]び点灯し、「スル」のと 
さは給紙トレイび点好します。プ U ント中は自動給紙で選択された給紙元び点灯します。 

•給紙トレイから給紙する場合は、セットした用紙のサイズをあらかじめ設定しておく必要 
びあります。工場出荷時の設定は、「八4」に設定されています。 

• A 4/ レターサイズの用紙をセットするとさの置さかたは、共通セットアップメニューの 
給紙グループの「用紙の向さ」 （^ P .3-15) の設定と合わせてください。 


セットアップ仪外のメニユ I の設定項目 
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トレイ用紙サイズ 


A 4、 A 4 R 、 B 4、 A 3、 LT 、 LTR 、 LG 、 LD 、 EX 、 フリー、ユーヴぺ ー パー、 
八ガキ、フウトウ Y 4、 フウトウ K 2、 A 日、 B 日 

給紙トレイにセットした用紙サイズを設定します。 

メモ I •本項目を「フ U —」に設定すると、]枚ずつ違うサイズの用紙にプ U ントしたいときなど 
に便利です。ただし、アプ U ケーシヨンソフトなどで設定した用紙サイズと異なるサイズ 
の用紙びセットされている場合、正しくプ IJ ントされません。 r 特殊モード」」（一 P .3- 
43) を「ツカワナイ」に設定している場合は、エラーメッセージび表示され、プ U ント 
を中止します。 

.「ユーヴペーパー」は、アプ U ケーシヨンソフトなどで定形外のサイズを独自に設定し 
てプ U ントしたいとさに選択します。プ U ント中に用紙サイズ交換を要巧するメッセージ 
び表示される場合は、[オンライン]を押してエラーを解除してプ U ントしてください。 

• TLTJ はレターに、 「 LG 」 は U - ガルに、 「 LD 」 はレジャーに、 EX 」 はエグゼクティブ 
に対応しています。 

• ロウトウ Y 4 J は洋形4号に、ロウトウ K 2 J は角形2号に対応していますび、種類 
によってはプ U ントでさないをのをあります。また、有効印宇領域は、上下左ちの用紙端 
から ] 日 mm 内側までとなります。詳しくは、「用紙について」（ーユーヴーズガイド）を 
参照してください。 

•共通セツトアップメニューの給紙グループの「トレイ用紙サイズ」卜 P .3-14) でも同様 
の設定びでさます。 


トレイ用紙タイプ 


フツウシ、 アツガミ、アツガミ H 、 OHP 、 フリー 


給紙トレイにセットする用紙のタイプを設定します。本プ U ンタでは、ここで設 
定された給紙トレイの用紙のタイプに最適な印刷モードび内部的に設定されま 
す。 

厚紙 （106 g / m 2 〜 13己浸/ m 2 ) に印刷する場合は「アツガミ」、 OHP フィル 
ムの場合は 「 OHP 」、 ラベル用紙の場合は「アツガミ」に設定します。 

給紙トレイを使う場合で、プ U ンタドライバを使用でさない日 S ( MS - D 日 S や 
UNIX など）からプ U ントする場合は、必ずトレイ用紙タイプとデフオルト用紙 
タイプの設定を一致させます。 


•本プ U ンタでは、給紙トレイにセットされた用紙のタイプに応じて、内部的に最適な印刷 
モードに切り替えて印刷します。給紙トレイにセットした用紙のタイプと印刷モードび異 
なると、エンジンに重大な故障び生じる恐れびあります。 

Windows や Macintosh から給紙トレイを使ってプ U ントする場合は、給紙トレイに 
セットされた用紙のタイプと「トレイ用紙タイプ」の設定、およびプ U ンタドライバの 
「用紙タイプ」の設定を必ず一致させてください。プ U ンタの設定とプ IJ ンタドライバの 
設定び一致していないとエラーメッセージび表示され、プ U ンタは停止します。 

また、プ U ンタドライバを使用できない日 S ( MS - DOS や UNIX など）からプ U ントす 
る場合は （ LBP -281 日のみ）、給紙トレイにセットされた用紙のタイプと「トレイ用紙 
タイプ」の設定、および「デフォルト用紙タイプ I の設定を必ず一致させてください。 


セットアップ仪外のメニユ I の設定項目 
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.「フ U —」に設定すると、プ U ンタドライバで設定した用紙タイプのチェックを行いませ 
ん。プ U ンタドライノくで設定した用紙と給紙トレイにセットした用紙のタイプび合ってい 
るかを必ず確認してお使いください。 

. OHP フイルムにプ U ントする場合は、本プ U ンタ専用の「キヤノンカラーレーヴ日 HP 用 
紙 TR -3 A 4 ( A 4 サイズ)」をお使いください。 

.「アツガミ」、「アツガミ H 」、 「日 HP 」 のいずれかに設定した場合、両面印刷は行えません。 
また、印刷速度び遅くなります。 

メモ I . 「アツガミ」に設定してプ U ントした結果、定着性をより改善したいときは、「アツガミ H 」 
に設定してお試しください。 

.封筒の場合は、「トレイ用紙サイズ」（一前項目）び「フウトウ Y 4 J または「フウトウ 
K 2 J に設定されていれば、この項目で設定する必要はありません。 

.八ガキの場合は、「トレイ用紙サイズ」（^前項目）び「八ガキ」に設定されていれば、こ 
のメニューで設定する必要はありません。 

•共通セツトアップメニューの給紙グループの「トレイ用紙タイスト P .3-17) でも同様 
の設定びでさます。 

両面巧刷 


シナイ、スル 


用紙の片面にプ U ントするか両面にプ U ントするかを設定します。 
「スル」に設定すると、用紙の両面にプ U ントします。 


f 副 •通常、 Windows パソコンや Macintosh パソコンからプ U ントする場合は、プ U ンタド 
ライバで両面印刷を設定します。 MS - D 日 S や UNIX などを日 S とするパソコンからプ U 
ントする場合で、両面印刷び設定でさないとさは、本項目で設定してください。 

メモ I - AS 、 目4、 A 4、 目己、レジャー、 U —ガル、レター、エグゼクティブサイズの普通紙のみ 
両面プ U ントできます。詳しくは「ユーヴーズガイド」を参照してください。 

• □ゴ入りの用紙などに両面プ U ントするときは、次のように用紙をセットしてくださし、 
•給紙カセットからプ U ントするときは、]ぺージ目のプ U ント面を下にしてセットしま 
す。 

•給紙トレイからプ U ントするときは、]ぺージ目のプ U ント面を上にしてセットします。 

• 共通セットアップメニューの給紙グループの「両面印刷」（一 P .3-18) でも同様の設定び 
でさます。 
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文字セツトコード表とコントロールコマンド 
y ストにごいて 



LBP -2810 に内蔵のフオントの〕ード表 （ UPS 、 ESC / P ) び、本プリンタ付属の CD - 
R 日 M の [ F 日 NTUST ] フオルダに収められています。詳しくは、 [ F 日 NTUST ] フオルダ 
内の Readme ファイルを参照してください。 


. コント□ールコマンドリス 



LBP -281 日び標準で対応している2つのコント□-ルコマンド （ UPS 、 ESC / P エミユ 
レーション）の機能、書式、コード、パラメータをまとめた U ストび、本プ U ンタ付属の 
CD-ROM ® [ COMLIST ] フォルダに収められています。 UPS コント□ールコマンドは 
[ LIPSCONT . TXT ] というファイル名で、 ESC / P エミユレーションコント□ールコマンド 
は正 SCPC 日 NT . TXT ] というファイル名で入っています。テキストファイルですので、 
テキストエディタなどをご使用ください。 


メモ 1 • UPS コント□ールコマンドのさらに詳細な書式、使用例については、オプションの「プ 
□グラマーズマニュアル」を参照してください。 
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UPS 巧蔵フォント （ LBP -2 目10のみ) 


■ 文字セットの属性について 

各文字セットは、次のような属性びあります。 

•書体 

書体には、「明朝体」「ゴシック体」「ラインプ U ンタ」「ガーランド」など多数の種類び 
あります。 

• グラフィックセット 

あるグラフィックセットを選択すると、文字コードに対応するフォントパターンび決ま 
ります。グラフィックセットには、 「 ROMA 」「 KATA 」「 H 旧 A 」 といった各国語の文 
字に対応したものや、 「 N _ hKEI 」 といった署線や記号などびあります。 


•文字ピッチ 

文字をプ U ントする間隔です。固定ピッチでは、単位は 「CPI (1 インチあたりの文字 
数)」で示され、コマンドで固定した文字ピッチでプ U ントされます。「プ□ポーシヨナ 
ル」の文字ピッチは固定ピッチではなく、各文字によって異なります。 


•サイズ 

文字の大ささをポイント数で示します。単位は「ポイント」で示します。1ポイントは 
約日.3己 mm (1/72") です。「スケーラブル」のときは、属性として一定の文字サイズ 
はありません。 


•スタイル 

スタイルには「直立体 （ Upright )」 と「イタ U ック体 （ Italic )」 びあります。 

•太さ 

文字の太さには「標準 （ Medium )」 「ボールド （ Bold )」 「ライト （ Light )」 びあります。 
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■ UPS 11 + 内蔵フオントー覧 

文字セット名称の後にはグラフィックセットを付けて使用します。 
例） ALP 10 .XXX 一 ALP 10. R 0 MA 

1バイトビツト7ツプフオント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 

ラインプリンタ 

ALP10 .XXX 

ROMA N_USA 
N_JPN KATA 

10.00 

12.0 日 

直立体 

標準 

ALP1 已 .XXX 

1 已.日日 

7.20 

ALP1 12 已 .XXX 

1 1.2 已 

9.60 

明朝体 

A1224M .XXX 

ROMA N_USA 
N_JPN KATA 

H 旧 A N—hKEI 

20.00 

7.20 

直立体 

標準 

A1632M .XXX 

1 己.日日 

9.60 

A 2040 M .XXX 

12.00 

12.00 

A2412M .XXX 

ROMA N-USA 
N_JPN KATA 

10.00 

3.60 

A3216M .XXX 

7.50 

4.80 

A 4020 M .XXX 

6.00 

6.00 

ゴシック体 

A1224G.XXX 

ROMA N—USA 
N_JPN KATA 

H 旧 A N hKEI 

20.00 

7.20 

直立体 

標準 

A1632G.XXX 

1 己 .00 

9.60 

A 204 OG .XXX 

12.00 

12.00 

A2412G .XXX 

ROMA N_USA 
N_JPN KATA 

10.00 

3.60 

A3216G .XXX 

7.50 

4.80 

A 402 OG .XXX 

6.00 

6.00 

Garland 

GarlandlO .XXX 

ROMA N_Jpn 
N/USA N/GER 

N/SWDN/JPN 
N/UK N_UK 
N_USA N_SWD 
N_JPN N_GER 
N_KATA N_H 旧 A 
N_GRF 

10.00 

10.80 

直立体 

標準 

Garland! 2 . X X X 

12.00 

Garlandl? .XXX 

17.1 已 

GarlandPSl1.XXX 

プ□ポーシヨナル 




S バイトビツト7ツプフオント 


書体名 

夕字セツト名称 

グラフィックセット 

夕字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 


K24M .XXX 

J78 J83 

10.0 日 

7.20 



明朝体 

K32M .XXX 


7.50 

9.60 




K40M .XXX 


6.00 

12.00 

直立体 

標準 


K24G .XXX 


10.00 

7.20 

ゴシック体 

K32G .XXX 


7.50 

9.60 




K40G .XXX 


6.00 

12.00 
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■ LIPS III / IV 内蔵フオン! — 覧 

文字セット名称の後にはグラフィックセットを付けて使用します。 

例） Ncourierl 日 .XXX 一 Ncourierl O . ISO_UK 

グラフィックセットの 「*( D 〜⑥」については、次ページの表を参照してください。 
1バイトビツトマツプフオント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフィックセット 

夕字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 


Ncourierl 日 .XXX 




直立体 

標準 


Ncourierl0 1. XXX 

本①②③④ 

10.00 

12.00 

イタリック体 


Ncourierl OB. XXX 





ボールド 

Courier 

Ncourierl 已 .XXX 

* ①③③ 

1 已.日日 

8.16 




Ncourierl? .XXX 

本④ 

16.66 

8.16 

直立体 

標準 


Ncourier20 .XXX 

* ①③③ 

20.00 

7.20 



本④ 

13.60 

8.16 




1バイトスケーラブルフオント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 

明朝体 

MinchQ-Medium-H.XXX 

ROMA KATA H 旧 A 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

MinchoMedium-HPS.XXX 

ROMA KATA 

プ□ポーシヨナル 

□シック体 

Gothic-Medium-H.XXX 

ROMA KATA HIRA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Gothic-Medium-HPS.XXX 

ROMA KATA 

プ□ポーシヨナル 

丸ゴシック体 

RoundGothic-Li 旨 ht-H.XXX 

ROMA KATA HIRA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

ライト 

ラインプリンタ 

LinePrinter- 目 old .XXX 

ROMA KATA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

ボールド 

Courier 

Ncourier .XXX 

* ①③③⑥⑥ 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Ncourie 卜目 old .XXX 

ボールド 

Ncourier-ltalic .XXX 

イタリック体 

標準 

Ncourier-Boldltalic .XXX 

ボールド 

Swiss 

Swiss .XXX 

* ①②③⑥⑥ 

プ□ポーシヨナル 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Swiss-Bold .XXX 

ボールド 

Swiss-Oblique .XXX 

イタリック体 

標準 

Swiss-Bold 日 blique.XXX 

ボールド 

Dutch 

Dutch-Roman .XXX 

* ①③③⑥⑥ 

プ□ポーシヨナル 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Dutch-Bold .XXX 

ボールド 

Dutch-Italic .XXX 

イタリック体 

標準 

Dutch-Bolditalic .XXX 

ボールド 

Symbol 

Symbol .XXX 

SYML SYMR 

プ□ポーシヨナル 

スケーラブル 

直立体 

標準 


メモ1 • 1バイトビットマップフォント表と]バイトスケーラブルフォント表の「*①〜⑧」の部 
分には、次のようなグラフィックセットび入ります。 
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① 

ISO_UK ISO_USA ISO_S/F ISO_N/D ISO_JPN ISO_GER ISO_FRC 

ISO ITY ISO SPN 

② 

88_UK 92_NL 92_UK 92_SWD 92_GER 92_FRC 96M_UK 

96M_USA 96M_S/F 96M_N/D 96M_GER 96M_FRC 96X_USA 

96P UK 96P USA 96P S/F 96P NOR 96P GER 96P FRC 

③ 

CN CND CN NL CN SWS CN UK CN USA CN SWD CN N/D 

CN JPN CN GER CN FRC 

④ 

IBMR1 IBMR2 IBM850 IBMP IBM860 IBM863 IBM865 旧 ML 

⑥ 

IBMR1 IBMR2 IBM850 IBM819 IBMP IBM860 IBM863 IBM865 

IBM1004 旧 ML IBML2 Win31L Win31R TURKISH 

⑥ 

PSR PSL 


2 バイトスケーラブルフオント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 

明朝体 

Mincho-Medium.XXX 

J78 

J90 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Mincho-Medium-PS.XXX 

プ□ポーシヨナル 

角ゴシック体 

Gothic-Medium.XXX 

J78 

J90 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Gothic-Medium-PS.XXX 

プ□ポーシヨナル 

丸ゴシック体 

RoundGothic-LightXXX 

J78 

J90 

固定 

スケーラブル 

直立体 

ライト 
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ESC / P エミユ レー シヨンの ぺージフォー 
マット （ LBP -2810 のみ） 


ESC / P エミユレーシヨンモードでプ U ントするときのページフ オーマツ トは、 じ (下のとお 
りです。 


メモ 1 .アプ U ケーシヨンソフトで設定した用紙サイズに合わせて、本機側の用紙サイズも変更し 
ます。 ESC / P 専用セットアップメニユーの「用紙サイズ」卜 P . 己- 9) で設定します。「力 
レントヨウシ」に設定すると、用紙サイズに関係なく現在選択されている給紙元から給紙 
されます。 

•「実寸縦」「実寸横」で ESC / P 専用セットアップメニユーの「用紙サイズ」を「八3」に設 
定している場合、および「1日" 一 A 4 縦」、「1己" 一 A 4 横」、「1己"一目4横」、旧4 
一 A 4 縦」、 「 B 4 一 A 4 横」では、用紙の余白を有効に使ってプ U ントできるワイド領域 
モードび使えます。 

• 10" XIV ' の連続用紙のサイズは、2已 4 mm X 279.4 mm です。 ] 已 " x ]]" の連続 
用紙のサイズは、381 mm x 279.4 mm です。 


ESC / P エミユレーシヨンのぺージフオーマット （ LBP - 2810のみ) 
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ABODE 



ぺージ 


ABODE 


z 


ABODE 


z 


ABODE 



設定値名 


実寸縦 


丄 


実寸横 


カツト紙の場合のぺージフオーマット 


ESC / P 準拠プリンタ 


縦置を 


本プリンタ 


縦送り 


横送り 


ESC / P 準拠プリンタ 


横置さ 


本プリンタ 


縦送り 


横送り 


ソオーゾツト 


ESC/P 準拠プリンタにカット紙を縦置きにセ 
ットしてプリントするとをのフォーマット。 
ESC/P 準拠プリンタと同じ改行ピッチ、文字 
間隔で、実寸、ポートレイトでプリントします。 


ESC/P 準拠プリンタにカット紙を横置きにセ 
ットしてプ U ントするとさのフォーマット。 
ESC/P 準拠プリンタと同じ改行ピッチ、文字 
間隔で、実寸、ランドスケープでプリントしま 
す。 


用紙サイズ 


A3、 B4、A4、B 已、 A 已、八ガキサイズ。 
A3 サイズにプリントするとをにワイド領域モ 
-ドを設定でをます。 


「実寸縦」と同じです。 


印字文字 


初期状態で1〇ポイントのフォント 


「実寸縦」と同じです。 


イメージの印字 


プリンタの解像度が異なるため、 ESC/P 準拠 
プリンタとは印字結果が若干異なります。 


「実寸縦」と同じです。 


A4 サイズ 


A4 サイズ 


己 mm- 


印字領域 



5mm 一 


'已 mm 


;..8mm 



22mm 
卜 5mm 


!8mm 


I 印字領域 


I 印字領域 


第一文字目 
の印字位置 

先頭行 （T0F 行）の左マージン位置です。 

「実寸縦」と同じです。 

ちマージン 

用紙サイズに関係なく、初期状態で34已 .4mm 
(13.6") または ESC/P 設定メニューやコン 
卜□ールコマンドで設定したちマージン位置に 
なります。（有効印字領域のち端を超えた場合 
は、はみ出たデータはプ IJ ントされません） 

「実寸縦」と同じです。 

ボトム位置 

ESC/P 準拠プリンタのカツトシートフィータ’ 

の用紙エンド検出とほぼ同じ位置、または 
ESC/P 設定メニューやコント□ールコマンド 
で設定したページ長になります。 

「実寸縦」と同じです。 
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ABODE 




ABODE 


巨 4 


ABODE 
/ A4 


ESC/P 準拠プリンタに B4 サイズのカット紙を縦置 
をにセットしてプリントするとさのフォーマット。 
A4 サイズに縮ルし用紙のほぼ中央（ワイド領域で 
は有効印字領域ほぼいっぱい）に、ポートレイトで 
プリントします。 


ESC/P 準拠プリンタに B4 サイズのカット紙を 
横置きにセットしてプリントするときのフォー 
マット。 A4 サイズに縮ルし、用紙のほぼ中央（ワ 
イド領域モードでは有効印字領域ほぼいっぱい） 
に、ランドスケープでプ IJ ントします。 


A3、 B4、A4 サイズ （A4 よりルさい用紙へのプリ 
ントは保証しません）。 

A3、 B4 サイズを使用した場合でも、 A4 サイズと 
同じ比率で縮ルされプリントします。 


rB4-A4i^J と同じです。 


初期状態で8ポイントのフォントを、 
印字します。 


若干縮ルして 


「B4^A4縦」と同じです。 


プリンタの解像度の違いや縮ル印刷のため、 ESC/P 
準拠プリンタの印字結果とは見た目が異なります。 


「B4 一 A4 縦」と同じです。 


標準領域モード 
(A4 サイズの場合） 


ワイド領域モード 
(A3 サイズの場合） 



標準領域モード （A4 サイズの場合） 
^ 一 [：：■：:; 20mm 


:: 2 已 mm 


1 8mm 1 9mm 

ワイド領域モード （A3 サイズの場合） 
5mm 


己 mm 


I 標準領域モードの印字領域 
I ワイド領域モードの印字領域 


日 mm 



9mm 


己 mm 己 mm 

I 標準領域モードの印字領域 
I ワイド領域モードの印字領域 


柔モード：订 OF 行）の左マージン位置です。 


「B4^A4縦」と同じです。 


標準領域モード：用紙サイズに関係なく、初期状態 
で34已 .4mm (13.6") です。（有効印字領域の 
ち端を超えた場合は、はみ出たデータはプリントさ 
れません） 

ワイド領域モード：印字領域は本機の有効印字領域 
とほぼ同じです。 


「B4^A4縦」と同じです。 


標準領域モード： ESC/P 準拠プリンタのカツトシ 
ートフィーダの用紙エンド検出とほぼ同じ位置、ま 
たは ESC/P 設定メニューやコント□ールコマンド 
で設定したページ長になります。 

ワイド領域モード：有効印字領域の下端とほぼ同じ 
位置です。 


「B4 一 A4 縦」と同じです。 


ABCDE 


/ B4 


B4 一 A4 縦 


丄 


B4 一 A4 横 


カツト紙の場合のページフォーマット 


ESC/P 準拠プリンタ 


本プリンタ 


ESC/P 準拠プリンタ 


本プリンタ 


縦置さ 


縦送り 


横送り 


横置さ 


縦送り 


横送り 
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_ABODE 

15" xfr 


ABODE 


ぺージ 


設定値名 


10" 一 A 4 縦 


1己" 一 A 4 横 


連続用紙の場合のページフォーマット 


ESC/P 準拠プリンタ 


10" XII" 


本プリンタ 


縦送り 


横送り 


ESC/P 準拠プリンタ 


1 已 "XI 1" 


本プリンタ 


縦送り 


横送り 


ソオーゾツト 


ESC/P 準拠プリンタに 10" XI 1" の連続 
用紙をセットしてプリントするとさのフォー 
マット。 A4 サイズに縮ルし、用紙のほぼ中 
央（ワイド領域モードでは有効印字領域ほぼ 
いっぱい）にポートレイトでプリントします。 


ESC/P 準拠プリンタに1已" XI 1" の連続 
用紙をセットしてプリントするとさのフォー 
マット。 A4 サイズに縮小し、用紙のほぼ中 
央（ワイド領域モードでは有効印字領域ほぼ 
いつぱい）にランドスケープでプリントします。 


「B4 一 A4 縦」と同じです。 


「B4 一 A4 縦」と同じです。 


用紙サイズ 


印字文字 


初期状態で10ポイントのフォントを、文字 
間をつめて印字します。 


初期状態で8ポイントのフォントを、行間を 
つめて印字します。 


イメージの印字 


「B4^A4縦」と同じです。 


rB4-A4i^J と同じです。 


標準領域モード ワイド領域モード 

(A4 サイズの場合） （A3 サイズの場合） 


印字領域 



::1 2mm 


巨 mm 己 mm 



::::: 5 mm 


標準領域モード （A4 サイズの場合） 
:1 巳 mm 


9mm 


1 曰 mm 1 Smm 

ワイド領域モード （A3 サイズの場合） 
:; 5mm 



9mm 



己 mm 


!質禮 Si 马黯豐 域 



己 mm 己 mm 

■標準領域モードの印字領域 
■ワイド領域モードの印字領域 


第一文字目 
の印字位置 

「B4 一 A4 縦」と同じです。 

rB4-A4iitJ と同じです。 

ちマージン 

「B4 一 A4 縦」と同じです。 

rB4-A4iStJ と同じです。 

ボトム位置 

標準領域モード：初期状態の印字開始位置か 
5279.4 mm (11") (実際の用紙上では 
271 .8 mm { 1 0.7" }) 下、または 
ESC/P 設定メニユーやコント□-ルコマン 
ドで設定したぺージ長になります。 

ワイド領域モード：有効印字領域の下端とほ 
ぼ同じ位置になります。 

標準領域モード：初期状態の印字開始位置か 
5279.4 mm (11") (実際の用紙上では 
210.8 mm {8.3" }) 下、または ESC/P 設 
定メニューやコント□ールコマンドで設定し 
たページ長になります。 

ワイド領域モード：有効印字領域の下端とほ 
ぼ同じ位置になります。 
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1 已" 一 B4 横 

連続用紙の場合のページフォーマット 


ESC/P 準拠プリンタ 本プリンタ 


1 己 "XII 


縦送り 



ESC/P 準拠プリンタに1已" XI 1" の連続用紙を 
セットしてプリントするとをのフォーマット。 B4 
サイズに縮ルし、用紙のほぼ中央（ワイド領域モー 
ドでは有効印字領域ほぼいっぱい）にランドスケー 
プでプリントします。_ 

A3、 A4 サイズの4よりルさい用紙へのプリント 
は保証しません）。 

A3 サイズを使用した場合でも B4 サイズと同じ比率 


初期状態で10ポイントのフォントを、行間をつめ 
て印字します。 


「B4^A4縦」と同じです。 


標準領域モード （B4 サイズの場合） 
:; ;8mm 


:: 中 :: 8mm 


一 i 卜 

9mm 9mm 

ワイド領域モード （A3 サイズの場合） 


:: :8mm 


己 mm 巨 mm 

I標準領域モードの印字領域 
Iワイド領域モードの印字領域 


「B4^A4縦」と同じです。 


「B4^A4縦」と同じです。 


標準領域モード：初期状態の印字開始位置から 
279.4 mm (11") (実際の用紙上では 
266.7 mm { 10.己"})下、または ESC/P 設定メ 
ニュー や コン ト □ー ル コマン ドで設定したページ長 
になります。 

ワイド領域モード：有効印字領域の下端とほぼ同じ 
位置になります。 
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■ ページフ オー マツトと EP 字 節囲 

標準領域モード 


術数]日叩し行数 6 lpi ) 


ページフ オー マット 

印字範囲 

A 3 

B 4 

A 4 

臣已 

A 已 

八ガキ 

実寸縦 

文字数 

112 

97 

78 

67 

已 4 

3 已 

行数 

92 

78 

63 

已 4 

42 

28 

実寸横 

文字数 

136 

136 

112 

97 

78 

已 4 

行数 

63 

已 2 

42 

36 

28 

16 

10" 一 A 4 縦 

夕字数 

80 

80 

80 

X 

X 

X 

行数 

66 

66 

66 

X 

X 

X 

1 已" 一 A 4 横 

夕字数 

136 

136 

136 

X 

X 

X 

行数 

66 

66 

66 

X 

X 

X 

1 已"一目 4 横 

文字数 

136 

136 

X 

X 

X 

X 

行数 

66 

66 

X 

X 

X 

X 

B 4 一 A 4 縦 

文字数 

97 

97 

97 

X 

X 

X 

行数 

78 

78 

82 

X 

X 

X 

B 4 一 A 4 横 

文字数 

136 

136 

136 

X 

X 

X 

行数 

已 2 

已 2 

已 2 

X 

X 

X 


X :印字不可能または印字データが欠落する場をがあります。 

表中の夕字数/行数は、上を白、用紙位置微調整、ちマージン既定値初期状態の場合です。 


ワイド領域モード 


術数]日叩し行数 6 lpi ) 


ページフォーマット 

印字範囲 

A3 

B4 

A4 

臣已 

A 已 

八ガキ 

実寸縦 

文字数 

112 

- 

- 

- 

- 

- 

行数 

9 已 

- 

- 

- 

- 

- 

実寸横 

文字数 

161 

- 

- 

- 

- 

- 

行数 

66 

- 

- 

- 

- 

- 

10" 一 A4 縦 

夕字数 

11 已 

99 

80 

X 

X 

X 

行数 

98 

84 

68 

X 

X 

X 

1 已 " 一 A4 横 

夕字数 

21 已 

186 

1 已〇 

X 

X 

X 

行数 

99 

8 已 

68 

X 

X 

X 

1 己 " 一目 4 横 

文字数 

161 

139 

X 

X 

X 

X 

行数 

77 

66 

X 

X 

X 

X 

B4 一 A4 縦 

夕字数 

1 已〇 

129 

104 

X 

X 

X 

行数 

127 

109 

88 

X 

X 

X 

臣 4 一 A4 横 

文字数 

21 已 

186 

1 已〇 

X 

X 

X 

行数 

88 

76 

61 

X 

X 

X 


X :印字不可能または印字データが欠落する場をがあります。 

表中の夕字数/行数は、上を白、用紙位置微調整、ちマージン既定値初期状態の場合です。 
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ダンプリスト 


■ヘキヴダンプリスト 

動作モード選択で 「 HEX - DUMP 」 に設定すると、パソコンから送信されたデータを図形 
や文字に変換せずに、 ] 6進コードでプ U ントします。 

1行に32バイトの] 6進コードを印字します。16進コードに対応する文字を U ストの 
ち側に印字します。 A 4 サイズポートレイトでのみプ U ントでさます。 

(操作方法：「共通セットアップメニューの機能と操作」 - P .2-2) 



Version : R0. 08/BEP5C25I 

Page : 2 


00660 

00680 

006A0 

006C0 

006E0 

00700 

00720 

00740 

00760 

00780 

007A0 

007C0 

E4 76 3D 1F 90 48 64 52 

0D 07 84 42 6150 B8 64 

39 24 96 4D 27 94 4A 65 

36 ID OF 88 44 62 5138 

52 B9 64 B6 5D 2F 90 40 

A4 56 2D 17 8C 46 63 51 

40 80 01 EO 50 38 2416 

B8E4 76 3D IF 90 48 64 

； fv=. H が 

..BaP ク d 

9$ M' Je 
6.. DbQ8 

R ケ d 力 ]/ 8 
.V- FcQ 

目 . ガ P8J. 
クゴ v=. Hd 


52 39 24 96 4D 27 94 4A 

64 36 1D0F 88 44 62 51 

65 52 B9 64 B6 5D 2F 90 

38 A4 56 2D17 8C 46 63 

40 40 80 01 E0 50 38 24 

51 B8 E4 76 3D IF 90 48 

16 OD 07 84 42 6150 B8 

64 52 39 24 96 4D 27 94 

R9$ M' J 
(16.. DbQ 

eR ヶ d 力 ]/ 
8. V- Fc 

e@ . かけ 
Q クゴ v=. H 

...BaP ク 
dR9$ M' 

4A 65 52 B9 64 B6 5D 2F 

5! 38 A4 56 2D 17 8C 46 

90 40 40 80 01 EO 50 38 

63 51 B8 E4 76 3D IF 90 

2416 OD 07 84 42 6150 

48 64 52 39 24 96 4D 27 

B 8 64 36 ID OF 88 44 62 

94 4A 65 52 B9 64 B6 5D 

JeR ケ d 力 ]/ 
Q8. V- F 

ee . ガ P8 
cQ クゴ v=. 

t.. BaP 
HdR9$ M' 

ク d6.. Db 

JeR ヶが ] 

2F 90 40 40 80 01 E0 50 

46 63 51 B8 E4 76 3D IF 

38 2416 OD 07 84 42 61 

90 48 64 52 39 24 96 2D 

50 B8 64 36ID OF 88 44 

0100 OF 00 阳 00 04 00 

62 5138 A4 56 2D17 8C 

0100 00 00 00 00 00 00 

/ ee . ガ P 
FcQ クゴ v=. 

化 .. Ba 
HdR9$ - 

P ク d6.. D 

ケ … 

bQ8. V-. 

00 0103 00 0100 00 00 

08 00 00 00 03 0103 00 

91 00 00 00 01 0103 00 

0100 00 00 05 00 00 00 

0100 00 00 25 00 00 00 

06 0103 00 0100 00 00 

02 0! 03 00 0 1 00 00 00 

03 00 00 0011 0104 00 





05 00 00 0018 06 00 00 

17 0104 00 05 00 00 00 

15 0103 00 0 1 00 00 00 

2C 06 00 00 

Oi 00 00 00 16 0104 00 

0100 00 00 08 00 00 00 
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■ UPS ダンプリスト 

動作モードメニューで 「 UPS - DUMP 」 を選択すると、パソコンから送信されたデータ 
を図形や文字に変換せずに、 LIPS のコント□ールコマンドの形式でプ U ントします。 
現在選択されている給紙□の用紙サイズでプ U ントします。 

(操作方法：「共通セットアップメニューの機能と操作」 - P .2-2) 



Version : 02.00. R1. 00/BEP5D け 9/FT 犯け 

Page : 1 

00000 

lec cilec P 41; 6 0 0 J ec ¥||ec <||ec [11 h||ec い 6 。 11|ec [ 3 0 0 0 ; 

1 .r|72 65 67 72 65 67 

00042 

72 65 67 72 的的 72 的的 72 妨折 72 的 



本本本 skip 2960 Byte * * * 


03016 

的的 72 的 67 72 的 67 72 的 67 72 65 67 72 妨 67 72 65 67 |ec [ 0 ；1 x| |ec [ {| |ec [ 0 ； 

4 x||ec [ }| |ec [ 0 

03057 

; 0 xllec [ 5 0 0 ; 5 0 0 f| F I L E 一 N A M E 。 ——〉 。 H E I G H T . 0 0 4 

u J . K A W A I 




03104 

lec P z M i n c h 0 - M e d i u m . J 7 8 ec ¥|lec [ ? 3 5 0 。 K|lec [10 0 0 . 

一 CNec [ 3 0 0 0 ; 4 




03150 

5 0 0 f I ! V ! V ! V ! ! J 8 ; z 9 b ; X D j L ? N a ! ! ! v ! v ! v |ec [ ? 8 5 0 。 K||ec [ 3 5 日 

03197 

。引 |ec[5000; 1500 f||ec[4m| !vJ8;z9b;XDjL?Na$G; 

X D j $ 7 $ ? [eTT 

03243 

TilBg$-$5$NJ8;z$K$J$k$ + |ec [ 2 7 ml !J#2XPX$XH!&X9X1! < X i X 

03291 

V X k ! & X U X ) X s X H ! K lec [ 2 4 mllec [ 2 7 5 0 0 ;12 0 0 0 fIlec [ 5 ml # C # 0 # M # M 



•枠囲みパターンについて 

コマンドとして解釈でさるちのは、コマンド単位で枠で囲み印字されます。テキスト 
モードからベクタモードへ、またはべクタモードからテキストモードへ移行した場合 
は、改行によって区別します。 

•改行-改ページを示す記号 

~~ j ~~ If (改行 )、 vt (垂直タブ )、 nl (復帰改行）による改行を伴うコマンド、または ff (改 
~~!~~ ページ）による改ページを伴ラコマンドびあった場合に印字されます。（例：げ I) 

•異常終了を知らせる記号 

一一 j 一一 命令終了コードび送られるまえに、命令開始コードび送られた場合、または、16進 

~~=~~ コードのダウンロー ドで T 6進コード！;(外の文字び送られた場合に印字されます。 

園 ！ 

00000 I ec [ I I ec [ 5 m I ABCD 
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■ LIPS ダンプリス トの文字 • 記号の表記 

制御データは次に示す省略記号を使って印字します。 



0 

1 

7 

8 

9 

F 

0 

nu ( NUL ) 

dl ( DLE ) 


80 

dc ( DCS ) 


1 

sh ( SHO ) 

cM ( DC ]) 


81 

91 


2 

sx ( STX ) 

d 2( DC 2) 


82 

92 


3 

ex ( ETX ) 

d 3( DC 3) 


83 

93 


4 

et ( EOT ) 

d 4( DC 4) 


ix ( IDX ) 

94 


已 

eq ( ENQ ) 

nk ( NAK ) 


nl ( NEL ) 

9 己 


6 

ak ( ACK ) 

sy ( SYN ) 


86 

96 


7 

bl ( BEL ) 

eb ( ETB ) 


87 

97 


8 

bs ( BS ) 

cn ( CAN ) 


hs ( HTS ) 

98 


9 

ht ( HT ) 

em ( EM ) 


89 

99 


A 

If ( LF ) 

sb に U 目） 


vs ( VTS ) 

9 A 


巨 

vt ( VT ) 

ec ( ESC ) 


pd ( PLD ) 

cs ( CSI ) 


C 

ff ( FF ) 

fs ( FS ) 


pu ( PLU ) 

st ( ST ) 


D 

cr ( CR ) 

呂 s ( GS ) 


ri ( RI ) 

9 D 


E 

so ( SO ) 

rs ( RS ) 


s 2( SS 2) 

9 E 


F 

si ( SI ) 

us ( US ) 

de ( DEL ) 

s 3( SS 3) 

9 F 

FF ( DEL ) 


.ベクタモードの LIPS ダンプ U スト 
-命令は全角文字で印字されます。 

•ノてラメータは]日進コードで、文字ノ くターンは] 6進コードでそれぞれ印字されます。 
•ノてラメータび2つじ(上連続するときは、ノてラメータの間にスペースび入ります。 

メモ I • 通常の文字で印字されるデータはそのまま印字されます。 

•ダウン□-ドするデータび多い場合は、先頭から2日バイトと最後から2日バイトのみを印 
字し、その間のデータを印字しません。 

•文字〕ード2日 h (16 進〕ード）は「。」、文字コード A 日 h (16 進コード）は 「 A 日」で 
印字されます。 

•制御コードは大文字で、省略記号はル文字で印字されます。 

【例】改ぺージー ff FFh (16 進コード）一 FF 
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動作モード共通のリスト 


動作モード共通の U ストについて説明しています。 


重要 


. ここに掲載されている U ストはサンプルです。お使いのプ U ンタで出力した U ストとは、 
一部内容び異なる場合びあります。 


共通ステータスプリント 

搭載している RAM の容量や共通プ U ント環境 
の設定内容などびプ U ントされます。 

参操作方法 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にしま 
す。 

2. [ユーティ IJ ティ]を巧してユーティ IJ ティメ 
ニューを表术します。 

3. [►] を巧して「ステータスプ U ント」を表 

7J\ UcK 9 〇 

4. [実行]を巧して出力します。 


Caiioti 画 I …调…わ, 

圓凰迎が过置!叫鹽醫盘 



共通フォントリスト （ LBP - 2810 
のみ） 

本プ U ンタに搭載されているフォントの一覧び 
プ U ントされます。 

参操作方法 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にしま 
す。 

2. [ユーテイ IJ テイ]を巧してユーテイ IJ テイメ 
ニューを表示します。 

3. [►] を巧して「フォント U スト」を表示し 
ます。 

4. [実行]を押して出力します。 
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標準 N / W プリント （ LBP - 2810 
のみ） 

本プ u ンタに内蔵されているプ u ントサーバの 
バージョンや設定内容などびプ U ントされま 
す。 


• 操作方法 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にしま 
す。 

2. [ユーティ U ティ]を押してユーティ U ティメ 
ニューを表术します。 

3. [►しを押して「ヒヨウジュン N / W プ IJ ンり 
を表 TJX します。 

4. [実行]を巧して出力します。 
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動作モード専用のリスト （ LBP "2810 のみ) 


動作モード専用の U ストについて説明しています。 


重要 


. ここに掲載されている U ストはサンプルです。お使いのプ U ンタで出力した U ストとは、 
一部内容び異なる場合びあります。 


UPS ステータス プリント 

共通ステータスプ U ントの内容に加えて 、 LIPS 
専用セットアップメニューの設定内容びプ U ン 
卜されます。 

参操作方法 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にしま 
す。 

2. [ユーティ IJ ティ]を巧してユーティ IJ ティメ 
ニューを表示します。 

3. [►] を巧して 「 UPS ユーティ U ティ」を表 

7J\ UcK 9 〇 

4. 僕行]を巧して、 UPS 専用ユーティ U ティメ 
ニューに移ります。 

己. [►] を押して「ステータスプ U ント」を表 
7J\ UcK 9 〇 

目.[実行]を巧して出力します。 


な化、" 


到图细绍^曾|!!!|劃岛盘 




ィ’':口 I。〜-す 




LIPS フオントリスト 

UPS モードで使用でさるフォントの一覧びプ 
U ントされます。 

• 操作方法 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にしま 
す。 

2. [ユーティ IJ ティ]を巧してユーティ IJ ティメ 
ニューを表术します。 

3. [►] を押して 「 UPS ユーティ U ティ」を表 
7 J \ しま9'。 

4. [実行]を押して、 UPS 専用ユーティ U ティメ 
ニューに移ります。 

己. [►] を巧して「フォント U スト」を表示し 
ます。 

目.[実行]を押して出力します。 
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カラーサンプル 

本プ u ンタび内蔵しているカラーテーブルおよ 
びグレースケールと、代表的なカラーパターン 
のサンプルびプ U ントされます。 

参操作方法 

1. [オンライン]を巧してオフライン状態にしま 
す。 

2. [ユー ティ U ティ]を巧して ユー ティ IJ ティメ 
ニューを表示します。 

3. [_►] を押して 「 UPS ユーティ U ティ」を表 

术しよ9 〇 

4. 廣行]を巧して、 UPS 専用ユーティ U ティメ 
ニューに移ります。 

己. [►] を押して、「カラーサンプル」を表示しま 
す。 

目.[実行]キーを押して出力します。 


メモ I •この他に、本プ U ンタに内容び登録されている場合にのみ、 「 LIPS 才ーバレイ U スト」、 
「 LIPS マク au スト」、 「 UPS フォーム U スト」、 「 LIPS オーバレイプ U ント」びプ U ン 
卜でをます。 


ESC/P ステータスプリント 

共通ステータスプ U ントの内容に加えて、 ESC / 
P 専用セットアップメニューの設定内容びプ U 
ントされます。 

参操作方法 

1. [オンライン]を巧してオフライン状態にしま 
す。 

2. [ユーティ U ティ]を巧してユーティ IJ ティメ 
ニューを表术します。 

3. [►] を押して ESC/P ユーティ U ティ」を 
表73\します。 

4. 廣行]を巧して、 ESC/P 専用ユーティ U ティ 


メニューに移ります。 

己. [►] を押して、「ステータス 
7 J \ します。 

目.[実行]を巧して出力します。 


プ U ント」を表 
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本プリンタについての注意事頃 


本プ U ンタは従来のレーヴシヨットシ U —ズと仕様び異なる点びあり、操作のしかたやプ U 
ントの結果び異なることびあります。じ(下に、本プ U ンタと従来シ U —ズとの違いについて 
主な注意点を説明します。 


従来 LIPS III シリーズとの違いについて （ LBP - 2810のみ) 


. 従来 LIPS III シ U —ズとは、 L 巳 P - A 309 GII 、 A 304 GII 、 A 304 EII 、 A 304 E 、 3 ] 0、 3 S 0、 
3 S 0 PR 0、 3己0、巳 406 GII 、 目 406 G 、 巳 406 EII 、 目 406 E 、 巳 406 S 、 目 406 D 、 A 404 F 、 
A 404 GII 、 A 404 E 、 A 404、 A 40 己 Jr です。 

■ フオント 

.本プ U ンタ内蔵の明朝体-角ゴシック体は「平成」書体を採用しています。従来シ U - 
ズとは書体び異なるため文字のデヴィンや太さなど印字結果び異なります。また、楷書 
体フオントについてち従来シ U —ズの書体と異なっています。 

.従来機で使用していたグラフィックセット 「 J 83」 を 「 J 90」 に改名し、 JISX 0208 - 
] 99日で追加された2文字（コード742己および 7426) を追加しました。 

.クー U エのスケーラブルフオントや従来の JBM ] フオントカード相当など、追加された 
フオントびあるため LIPS モードで正確なフオント選択をしていなかった場合、追加さ 
れたフオントでプ U ントされることびあります。 

■ データ処理解像度 

.従来のシ U - ズでは3日 0 dpi /240 dpi で入カデータを処理していましたび、本プ U ン 
夕では6日 Odpi で処理をしています。このため、プ U ント結果などに細かな違いび出 
てくる場合びあります 。 LIPS /エミュレーシヨン各モードでの主なを意点は下記の各 
モードのを意点をご参照< ださい。 

.本プ U ンタはファインモード/クイックモードの2種類のデータ処理解像度び指定でき 
ますび、ファインモード/クイックモードとも6日日 dpi で出力します。クイックモー 
ドは従来シ U —ズの互換モードです。 

■ 描画処理の違い 

.図形や文字のプ U ントの描画処理び効率化•統合化等のために変更されており、線のパ 
ターンや接続 • 強調印字など細かなプ U ント結果やスピードに違いび出ることびありま 
す。 

■ メニュー操作 

.従来シ U —ズと環境設定メニューの構造び異なっており 、 LIPS /エミュレーシヨン共 
通メニューと各動作モード固有のメニューに分かれています。また、設定したメニュー 
値は操作の都度記憶され U セツトや電源をオフにしてち引さ継びれます。 
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.本プ U ンタでは複数のエミュレーションの切り替えをサポートしており LIPS でちエ 
ミュレーションでもひとつのプ U ント単位を「ジョブ」として取り扱います。ひとつの 
「ジョブ」びタイムアウトやジョブ終了コマンドで終了するとプ U ント環境などび初期 
化されます。 

■ インタフェース関連 

• 従来の シ U -ズでは ME - CARD じ(外の エミュレーショ ンではインタフェースを切り誓 
えることびできませんでしたび、本プ U ンタではすベての エミュ レーションでセント □ 
ニクスじ(外のインタフェースち使用して切り替えることびできます。ただし、己己77エ 
ミュレ ーションなどでホスト側で固有のインタフェースを必要とする場合は、自動イン 
タフェース切り替え•動作モード自動切り替えをオフにする必要びあります。詳しくは 
各 エミユ レーシヨンの取扱説明書を参照してください。 

.自動インタフェース切り替えでは従来のシ U —ズと異なりすベてのインタフェースか 
らのデータを同時に受信します。 


■ メモ U 

. 従来のシ U —ズとはメモ U 管理の方法び異なっており印字データや登録データで使用 
可能なメモ U 容量び異なります。 


■オプシヨンのメモリやフオントなど 

•従来シ U - ズの拡張 RAM 、 コント□-ル ROM 、 拡張インタフエースボードは使用でき 
ません。本プ U ンタ専用のオプションをご使用ください。 

(下に各モード固有の注意について記載します。 


■ LIPS III モード 

. U セツト時などの論理用紙サイズの初期化は、従来シ U —ズではカセツトの用紙サイズ 
に従っていましたび、本プ U ンタではメニューの「デフォルト用紙サイズ」の大きさに 
初期化します。これにより複数の印字データび連続したとさの®理の効率化を図ってい 
ます。 

•従来のシ U —ズでは文字セツト登録時、文字セツト補助命令でスケーラブルするかどう 
かを指定しましたび、本プ U ンタでは指定に関わらずスケーラブル化して登録します。 
このため、プ U ント時に正しいサイズを指定していなかった場合、従来と異なるサイズ 
で印字び行われます。 

•ファインモードでの注意点 

•ファインモードでは 600 dpi でデータを処理するためべクタモードの座標範囲び約 
己.己 m 四方から半分の約 2.8m 四方になります。 

- 600 dpi でプ U ントされるため、畳線等の太りかたやパターン等に微妙な違いび出る 
ことびあります。 

■ LIPS II モード 

•従来シ U —ズでは LIPS II モードは24日 dpi で処理されていましたび、本プ U ンタでは 
6日日 dpi で処理します。このためじ(下のような違いび出ることびあります。 

•塗りつぶしノてターンの細かさや線の太さび若干異なります。 

-書体の違いに加えてスケーラブルフオントを使用することによるプ U ント結果の違い 
やスピードの違いびあります。 
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•イメージデータや文字登録データなど 240 dpi のドットパターンは6日 0 dpi に自動的 
に変換されるため、プ U ント結果の見た目び異なります。 

•従来 240 dpi で印字位置を処理していたのに対し、6日日 dpi で処理するため図形や文 
字などの印字位置に微妙な違いび出ることびあります。 

•ベクタモードの座標範囲は LIPS III でのファインモードのを意に加えてクイックモー 
ドでち80%の大きさ（約 6.9 m 四ち-約己.己 m 四ち）となります。 

• U セット時などの論理用紙サイズの初期化は、従来シ U —ズではカセットの用紙サイズ 
に従っていましたび、本プ U ンタではメニューの「デフォルト用紙サイズ」の大きさに 
初期化します。これにより複数の印字データび連続したとさの®理の効率化を図ってい 
よ9 〇 

•描画処理の違いにより網掛けを重ねあわせたときにプ U ント結果び異なることびあり 
よ9 〇 


V シリーズとの違いについて （ LBP - 2810のみ) 


※従来 LIPS IV シ U —ズとは、 L 目 P -730、7 S 0、 830、4己0、430、740、7己0、930 
などです。 

本プ U ンタは上記のモノク□プ U ンタと仕様び異なる点びあり、操作のしかたやプ U ントの 
結果び異なることびあります。じ(下に、本プ U ンタと上記のモノク□プ U ンタとの違いにつ 
いて主な注意点を説明します。 

■ LIPS セットアップの拡大/縮ル 

. L 巳 P -73 日/日/83日/4己日/43日/74日/7己日/93日のモノク□プ U ンタと処理方式 
び違うため、プ U ント結果び若干異なります。登録済みのオーバレイページの拡大率は 
変更でさません。 

■ カラー モー ド対応 

.本プ U ンタはカラーモードに対応しています。カラーモード時は6日 0 dpi の多値処理ま 
たはこ値処理のいずれかの階調でプ U ントを行います。また、カラーデータの微妙な色 
調を、解像度優先、階調優先、色調優先、高解像度のいずれでプ U ントするかを選択で 
さます。カラーモードとモノク□モードでは、プ U ント結果び異なる場合びあります。 
カラーモードで飾り畳線を使用する場合は、階調優先でプ U ントしてください。 


.LIPS IVc 搭載のカラー BJ との違い （ LBP -281 0のみ) 


• UPS IV は UPS IVc を包含したコマンド体系ですび、八ード的な違いなど！;(下のようなを 
意点びあります。 

•カラー B 」 は LIPS IVc のコマンドを36日 dpi で処理しますび、本プ U ンタは6日 Odpi 
で®理するためプ U ント結果の見た目び異なることびあります。 

•カラー B 」 とは上余白/下余白（非有効印字領域）び異なります。 
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LBP - 2030機との違いについて 


■ EP 字領域 

. LBP -2030 機と本プ U ンタとでは、印字び可能な領域（印字領域）び異なります。 LBP - 
S 日3日機では、用紙の上端から 8 mm と下端から 2 mm まで印字できませんでしたび、 
本プ U ンタでは、上端/下端から己 mm までは印宇できません。このため、 LBP -2030 
用に作成されたデータは、印字領域の下端 3 mm び欠けてプ U ントされます。 


■色空間 

. LBP -2030 機と本プ U ンタとでは、カラーデータの画像処理をするための色空間び異 
なります。 L 目 P -2 日3日機では NTSC の色空間び採用されていましたび、本プ U ンタで 
は HDTV の色空間び採用されています。 NTSC から HDTV への変換式は、(下の通 
りです。 


NTSC RGB Y (ガンマ）1 .0 一 HDTV RGB y (ガンマ） 1 .日への変換式 

(パラメータの定義） 

hR => NTSC R (入力 NTSC ホ） 

hR => HDTV R (中間演算結果、 HDTV ホ） 

hR , 二> HDTV R (最終 HDTV ガンマ 1 .已） 

* G 、 目の場合は上記に同じ。 

0 <= nR , nG , nB , hR , hG,hB <=1000 


(演算式) 



hR 


1.4608 -0.3846 -0.0761 

nR 

hG 

= 

-0.026 己 0.962己 0.0613 

nG 

hB 


-0.0264 -0.0413 1.0676 

nB 


hR ,= 

=1( hR /1000) 

A 

(1/1.5)1 

XI 000 

hG ,= 

=1 ( hG /1000) 

A 

(1/1.5)1 

XI 000 

h 目， = 

=1( hB /1000) 

A 

(1/1.5)1 

XI 000 


( 1 ) 

( 2 ) 


(1) 式は、行列演算を示しています。 

に） A へ目は、 A の目柔（べき乗）を示しています。 
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本プリンタの制限事項 


• LBP -281 日で、動作モード自動切り替えおよびインタフェース自動切り替えび可能な環境 
はじ(下のとおりです。エミユレーシヨンモードの種類によっては、独自のインタフェース 
処理を行っているため、自動切り替えびでさない場合びあります。 


\インタ フエー ス 

パラレルインタ フエース 


標準 

ネットワーク 

拡張ネット 
ワーク * 

動作モード\ 

直結パソコン 

プリント サーバ 
アダプタ* 

USB 

LIPS 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

内蔵 ESC/P 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1已己 77* 

A 

〇 

〇 

〇 

〇 

HP - GL * 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


「*」印びついているものには、オプション製品び必要です。 
〇:動作モード自動切り替えおよびインタフェース自動切り替えび巧能です。 

A :動作モード自動切り替えちインタフェース自動切り替えを行えないことびあります。その場合は、 
自動切り替えを設定せずに、選択している動作モードとインタフェースに固定させてお使いくだ 
さい。 


• L 巳 P -281 日で、 UPS メニューより拡大/縮ルを行う場合、 LIPS 11+モード用ユーヴ登録 
文字セットおよびビットマップフオント Garland PS 1 1/ ALP 10 / ALP 1 己/ 
ALP 1 125は印宇されないことびあります。 


.L 巳 P -27] 日では、 UPS IV コマンドのうち、フオントに関するコマンドは、ユーヴ文字 
セットを登録しない限り使用できません。 

•薄いグレーパターンで枠内を塗りつぶしたり、文字や線を印字する場合などにグレーパ 
ターンび正しく印字されないことびあります。 

•印字データや登録データで使用可能なメモ U 容量は、プ U ンタの機種により異なります。 
また、使用する拡張インタフェースボードによってち異なります。 

•本プ U ンタでは、印字品質保持のための濃度調節や温度調節、あるいはエンジン状態監視 
のために、一時的にプ U ントび中断されることびあります。 


, ESC / P 準拠プリンタとの違い （ L 目 P - 2810のみ) 


ESC/P エミユレーシヨンモードでは、 ESC/P 対応アプ U ケーシヨンソフトによるプ U ン 
卜びできますび、 ESC/P 準拠プ U ンタとは異なる点びあります。プ U ントにあたってはじ ( 
下の点にご注意 < ださい。 

■ 解像度の違いについて 

ESC/P 準拠プ U ンタの解像度] 80 dpi に対し、本プリンタは解像度6日 0 dpi で、各ぺ一 
ジフォーマット毎の縮ル率によってデータを変換します。これによって、プ U ント結果 
び ESC/P 準拠プ U ンタと異なることびあります。 
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•イメージプータ 

解像度/縮ル率によってドットパターンび変換されるため、線の太さやグラフィックパ 
ターンび異なって見えることびあります。 

とくに「1己’’ ^巳4横」では水平方向と垂直方向の縮ル率び異なるため、イメージ全 
体び横長になります。 

• 登録文字 

S 4 X 24 ドット構成の外字は、 8 ポイント相当、 32 X 32 ドット構成の外字は]日 
ポイント相当のドット構成に変換されるため、印字したとさに文字パターンび変化した 
ように見えることびあります。ダウン□ード文字セットち同様にドット構成び変換され 
ふ^ 〇 

•印字間隔等 

解像度/縮ル率によって印字間隔び変換されるため、半端な値によって印字にズレを生 
じることびあります。 

• 右マージン 

文字びちマージンをわずか （1 ドット未満）でも超える場合は、改行します。 

■ 文字パターンの違いについて 

•文字サイズ 

「実寸縦」、「実寸横」、「1日’’一 A 4 縦」、「1己’’一 B 4 横」では ] 日ポイント、「1己’’ 
一 A 4 横」、旧4 一 A 4 縦」、旧4 一 A 4 横」では8ポイントの文字び印字されるため、 
ESC / P 準拠プリンタより若干ルさめに見えることびあります。特に縮小モードでは、 
ページフォーマットの縮ル率よりちルさな文字サイズになります。また、□ーマン文字 
では英数のみ文字幅び細めになります。 


•フオントデヴイン 

ESC / P 準拠プ U ンタとはフォントのデヴインび異なります。このため、特殊文字等の 
字形や ANK / 漢字のバランスび若干異なって見えるようになります。 

• S バイトコードの未定義領域 

吝 バイトコードの中で、 ESC / P では未定義の領域に本プ U ンタ専用の文字パターンび 
割り当てられている部分びあります。このため、この部分のコードを印字すると本プ U 
ンタ特有のノ くターンび印字されます。 


■ その他の制限 

•登録文字数とメモリオーバー 

文字の登録を行っているとき等にメモ U び不足すると、に3ダウン□ー ドメモ U フル」 
のメッセージび表示されます。 

登録ブ字数を増やしたし喝合は、 iU 下のような方法で空きメモリを増やして再度プ U ント 
して < ださい。 

•オプションの拡張 RAM (メインメモ U ) の増設 
•「印字動作」の項目を「トウ□クユウセン」に設定して再立ち上げ 
. 白紙の排出 

ESC / P エミュレーションモードでは、ぺージ内に印字データびないと排紙を行いませ 
ん。 

• ESC/P スーパー 

ESC / P エミュレーションモードは ESC / P 24- J 84 仕様にのみ対応しているため、 
ESC / P スーノく一のプ U ンタ設定では正しくプ U ントされません。 
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OHP タイプ .3-26 

OHP フィルム鏡像 .3-44 

日 HP フィルム特殊処理 .3-4 己 

rip once .3-1 3 

VFC グループの設定項目 .5-15 
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網かけ解像度 .4-13 
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カラーォーバレイ .4-8 

カラーサンプル .7-19 

カラー中間調 .3-25 

カラーモード .3-2 己 

カラーモード自動時 .5-17 

漢字グラフィックセット . 4-1 1 

漢字コード .4-9 

漢字サイズ . 5-1 1 
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漢字書体 

ESC/P .5-1 1 

LIPS .4-1 1 

キー索引 

[◄].1-5 

[►]. 1-6 

[▲].1-6 
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警告表示 .3-1 1 

お数 .4-12 

コネクション認識 .3-36 
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サービス特殊設定 .3-46 

自動エラースキップ .3-10 

自動改行 .4-12 

自動改ページ .4-12 

自動切り替えモード .3-37 
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自動選択 .3-16 

シャットダウン .6-1 1 

縮小文字 .5-13 

ジョブキャンセルメニューの機能と操作 .2-17 

ジョブタイムアウ .4-13 

ジョブメニューの機能と操作 .2-13 

ジョブメニューの設定項目 .6-8 
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データ処理 .3-23 

手差し両面 .3-18 

デフオルト用紙サイズ .3-14 
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登録レベル .5-17 
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特殊モード」 .3-43 

特殊モード L .3-44 
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ct じ方 S .3-20 
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トナー濃度 M .3-24 
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八ードディスク .3-1 1 
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曰付/時刻設定 .3-1 1 
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標準ネットワーク 

TCP/IP .3-33 

設定登録 .3-34 

ネットワーク設定初期化 .3-34 

封筒丫4横送り .3-46 

フオーマツト 1 .6-7 
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フオー マット 2 .6-7 

フオント ID . 己-11 

フオントグループの設定項目 .5-1 1 

フオント U スト 

LIPS .6-5, 7-18 

共通 . 6-6, 7-16 

複数ページ印刷 .4-4 
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ヤ行 
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優先エミュレーシヨン .3-40 
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U セットメニューの機能と操作 .2-1 己 

U セットメニューの設定項目 .6-10 

U ップワンス .3-13 

U モート UI .1-2 

領域 .5-9 

両面印刷 . 3-18, 6-14 

レイアウトグループの設定項目 .3-19 

連続用紙長 .5-15 

ヮ巧 
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ソフトウェアのク V — ジョンアツプについて 


プリンタドライバなどのソフトウェアに関しては、今後、機能アップなどのためのバージヨ 
ンアップび行われることびあります。ノ くージヨンアップ情報およびソフトウェアの入手窓 □ 
は次のとおりです。ソフトウェアのご使用にあたっては、各使用許諾契約の内容について了 
解いただいたものとさせていたださます。 


情報の入手方法 


インターネット、 FAX 情報サービスを利用して、バージョンアップなど、製品に関する情 
報を引さ出すことびでさます。通信料金はお客様のご負担になります。 

■ キヤノンホームぺージ ( http :// canon . jp /) 

商品のご紹介や各種イベント情報など、さまざまな情報をご覧いただけます。 


■キヤノン FAX 情報サービス 


ネし幌 (011) 728-048 己 
東京 (03) 34己己-己962 
広島 (082) 240-6729 


秋田 (018) 826-0441 
名ち屋 (052) 936-07 己8 
高松 (087) 826-1621 


仙台 (022) 21 1-5730 
大阪 (06) 479己-9日]] 
福岡 (092) 41 1-9510 


音声メッセージにしたびって操作をしてください。 

各種ドライバ入手ち法ご案内： ] 日日日]# 

ドライバ代引き配送サービスー覧：]]日日]# 

ダイヤル回線をご利用の場合は、 I -ーン切り換えを行ってください。 


^ソフトウエアの人手み法 


ダウン□ー ドおよび代引き配送サービスにより、プ U ンタドライバなどの最新のソフトウエ 
アを入手することびでさます。通信料金はお客様のご負担になります。 


■キヤノンホームページ （ http :// canon . jp /) 

キヤノンホームページにアクセス後、ダウン□ードをク U ックしてください。 
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■ CD-ROM . FD のげ引き配送サービス 

プリンタドライバなどのソフトウェアの CD - R 日 M もしくは FD を有料（代金弓 I き換え) 
にてお届けいたします。 

ソフトウェアの種類、内容、金額は FAX 情報サービス、キヤノンホームページなどでご 
確認いただき、巻末のお客様相談センターへご注文ください。 

•対象エ U アは日本国内とさせていたださます。 

.ソフトウェアの種類により、 CD-ROM - FD び異なります。 
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Lffl 


各メニューを表示したあとのメニュー項目（内容）については、該当する（ ( 


共通セットアップメニューを表示する 


りを参照してください 


1. [オンライン]を巧して、キーを消好 
させます。 


2. [セットアップ]を巧します。 

セツトアップメニューび表示されます。 


オンライン 

〇 


セットアッフ° 

カクチヨりキノウ 


獲-環。 

リ七ツト 





1. [オンライン]を巧して、キーを消な 
させます。 


2. [ユーティリティ]を押します。 

ユーテイ U テイメニューび表示されます。 


ユ-テイリテイ 
ステ-タスフ°リント 


ン3 ノ 

-ティリティ (A ノセットアッつ 

@の@ 

リ七ツト 



UPS 専用セットアップメニユーを表示する 


[オンライン]を巧して、キーを消好 
させます。 


2. [セットアップ]を巧します。 mri 

セットアップメニューび表示されます。胃 

セットアッフ° 

カクチョウ キノウ ー I 

3. FLIPS セットアップ」を表示します。 ggp - 

[◄はたは [►] を巧します。 胃 

セットァッフ° 

UPS セットアッ尸 一 I 

4. 下の階層へ進みます。 

[実行]を巧します。 

UPS 専用セットアップメニューび表示されます。 

LIPS セットアッ： r 
カクグイ/シ1クシヨウ ー 


オンライン 


/ 3 ノ 

セットアップ 

のの 

リセット 

ジョブ 

0^^セットァップ 



ジョブメニューを表示する 


1. [オンライン]を巧して、キーを消好 
させます。 


2. [ジョブ]を巧します。 

ジョブメニューび表示されます。 

シ''ョ尸 

インヴツリレキリスト ー 


ジョブ 

ュ-ティリティ、▲) セットアップ 

@の® 

リ七ット 



■ J セツトメニューを表示する 


1. [オンライン]を巧して、キーを消な 
させます。 



2. [リセット]を押します。 

U セットメニューび表示されます。 

リセット 

ソ7トリセット ー 


ESC / P 専用セットアップメニユーを表示する 


-ティリティ ( A ノセットアップ 

@の® 

リ七ツト 


[オンライン]を巧して、キーを消好 
させます。 


2. [セットアップ]を巧します。 flir ' 

セットアップメニューび表示されます。胃 

セット/ッ j 。 

カクチヨりキノウ ー I 

3. [ ESC / P セットアップ」を表示します 。 flip 

[◄はたは [►] を巧します。 胃 

セットアッフ° 

ESC / P セットアツフ。一 


オンライン 

〇 


七ットアップ 

の 


給紙選択メニユーを表示する 


[オンライン]を巧して、キーを消好 
させます。 


2. [給紙選択]を巧します。 

給紙選択メニューび表示されます。 

r キュウシトト、、 1 



4. 下の階層へ進みます。 

[実行]を巧します。 

ESC / P 専用セットアップメニューび表示されます。 

ESC / P セットアップ 
V - シ、'レイアウト ー 




ルート7ツプの見かた 


拡張機能 


-「グループ」の階 
層をあらわしてい 
ます。 


-「設定頂目」の階層をあら 
わしています。 


•ルートマップ中の「■"—」&、設定値 
を省略していることをあらわしていま 
す。 

♦ 「*」印の設定項目や設定値は、オプ 
シヨンの有無や他の設定項目の内容に 
よって表示されるとさと、表示されな 
いとさびあります。詳しくは、本文中 
の説明をご覧ください。 


P.3-9 '•-本文中のページ数をあら 
n わしています。 

> -「設定値」の階層をあら 
-ミわしています。 

. ア S びかかっている設定 
る 値は、工場出荷時の値を 
みあらわしています。 


• 「★」印の設定項目や設定値は、 
LBP-281 0のみ表示されます。 

•キー操作について 
メニュー項目の指定は、操作パネルの 
と误行]の己つの 
キーを使って操作します。 

® 上の項目に戻る。 

® 下の項目に進む。または頂目を 
決定する。[実行]でち同様の 
操作び行えます。 

® 左の項目を選択する。 

® ちの項目を選択する。 


































































































































拡張機能 


-「グループ」の階 
層をあらわしてい 
ます。 


-「設定項目」の階層をあら 
わしています。 


-本文中のページ数をあら 
わしています。 


> ^「設定値」の階層をあら 
-ラ ねしています。 

. アミびかかっている設定 
® 値は、工場出荷時の値を 
み あらわしています。 


參ルートマップ中の「■"—」&、設定値を 
省略していることをあらわしています。 

♦ 「*」印のグループや設定項目は、オプ 
シヨンの有無や他の設定項目の内容に 
よって表示されるとさと、表示されない 
とさびあります。詳しくは、本文中の説 
明をご覧ください。 

♦ 「★」印のグループは、 LBP - 2810のみ 
表示されます。 

♦キー操作について 

メニュー項目の指定は、操作パネルの 

と廣行]の日つの 
キーを使って操作します。 

® 上の頂目に戻る。 

® 下の項目に進む。または項目を決定 
する。[実行]でち同様の操作び行 
えます。 

® 左の項目を還択する。 

〇らちの頂目を選択する。 




その他のエミユレーシ 


ユーザメンテナンス 



— PS • ESC / P セットアップ編 































































































































































その他のゾニュー編 




































消耗品-オプション製品のご購入ご相談窓 □ 


消耗品-オプション製品はお買い上げ頂いた販売店、またはお近くの 
キヤノン製品取り扱い店にてお買い求めください。ご不明な場合は、 
下記お客様相談センターまでご相談ください。 


修理ヴービスのご相談窓 □ 


修理のご相談は、お買い上げ頂いた販売店にご相談ください。 
ご不明な場含は、下記お客様相談センターまでご相談ください。 


Canon 


夺ヤノン株式会社-夺ヤノン販売株式会社 


お客様相談センター（全国共通番号） 

驚 i 0570-01 -9000 (商品該当番号： 42) 

※全国64か所にある最寄りのアクセスポイントまでの通話料金でご利用になれます。 

お電話が繫がりましたら音声ガイダンスに従って、商品該当番号く42>または（レーザショット） 
とお話しください。 

[受付時間]く平曰> 9:日日〜2日:日日 

く±曰祝日> 1日:日日〜17:日日 （1/1 〜1/3を除く） 

※PHS またはミ毎外からご利用の方、ナビダイヤルをご利用いただけない方は 043-211-9 目27を 
ご利用ください。 

※電話の回線状態等によっては、正しく音声認識でをない場合があります。その場合は案内窓 □ 
にお繫ざいたします。 

※音声応答システム•受付時間•該当番号は予告なく変更する場合があります。あ5かじめご了承くださし、。 
■アクセスポイント 

札幌-旧川-帯広-函館-青森-秋田-盛岡-山形-庄内-仙台-福島-郡山-水戸- つく ば-さいたま-千葉- 
東京-立川-横お-厚木-新潟-長岡-長野-松本-前橋-宇都宮-甲府-ミ召津-静岡-お松-豊橋-名ち屋 • 

岡崎-岐阜•津-金沢-富山-和歌山-福井-京都-大津-大阪-神戸-姫路•岡山•広島-福山-山□-鳥取- 
松江-高松-徳島-高知-松山-化九州-福岡-义留米-大分-佐賀-長崎-熊本-宮崎-鹿児島-ミ中縄 

キヤノン販売株式会社 干1 08-8011 東京都港区兰田 3- 11 -28 

Canon ホームぺージ： http :// canon.jp 
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